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　11月初旬に泉佐野市から郵送で対象世帯に購入証が届きま
す。購入証がないと購入できません。ただし購入証郵送後（11
月初旬～）に、子どもが生まれ対象世帯となった場合は、販売
セット数に達していなければ購入可能です。（購入の際は生ま
れた事が確認できるもの〔子ども医療証など〕が必要）
　購入は世帯主もしくは同一世帯の18歳以上の人が購入証を
持参のうえ、販売場所に直接お越しください。購入は先着で1
回限り、上限4セットまでとなります（購入時の残高が15万円
以上の場合は購入できません）。

対象　誕生日が平成12年4月2日以降の子がいる市内在住の世帯
価格　1セット10,000円（+3,000円分のポイントがつきます）
※4セットまで1回限り
有効期限　購入日より1年後の月末
販売セット数　5,000セット（先着順）販売セット数に達した
時点で販売終了します。
持ち物
●市から送付された「購入証」など
●購入者のさのぽカード
●購入者の住所、氏名、年齢確認が可能な書類（運転免許証、
マイナンバーカード、健康保険証など）
※家族に限り代理人での購入が可能です。代理購入の場合は、
上記のほかに、購入希望者の委任状、代理人の本人確認が可能
な書類（運転免許証、マイナンバーカード、健康保険証、学生
証など）が必要です。

販売（チャージ）日時・場所　いずれの場所でも、販売期間であって
も販売セット数に達し次第、終了となります。
（販売終了は、さのぽLINE@、さのぽホームページ、Facebookにて
お知らせします）
【泉佐野まち処】
期間　11月17日㈯～29日㈭　※無くなり次第終了
時間　午後2時～9時　※11月17日㈯・18日㈰は午後10時まで受付
※泉佐野まち処に駐車場はありません。
【泉佐野市役所】　（正面玄関横 市民ロビー）
期間　11月19日㈪・20日㈫　※無くなり次第終了
時間　午前10時30分～午後1時
※その他注意事項をさのぽホームページにて確認してください。
問合先　月～金曜日（祝日を除く）の午後1時～7時に泉佐野ポイン
トカード会（上町3丁目8-12 観光おもてなしプラザ 泉佐野まち処内 
☎469-7500）へ

泉佐野子育て応援プレミアム商品券泉佐野子育て応援プレミアム商品券泉佐野子育て応援プレミアム商品券
～泉佐野ポイントカード「さのぽ」を使ったプレミアム商品券を販売します～
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委任状

委任者署名
委任者住所
委任者生年月日

以下の代理の者にプレミアム
商品券購入を委任します。

代理人名　　　　　　　押印
住所

さのぽLINE@でお得な情報を手に入れよう!
　友達登録でさのぽ200ポイントが後日付き
ます。（プレミアム商品券販売終了の情報も届
きます。）
※詳しくは広報10月号をご覧ください。

さのぽLINE@ QRコード▶

一般向けプレミアム商品券の販売については、別途パンフレットや
さのぽホームページ（https://sanopo.com）を確認してくだ
さい。

▲委任状記載例（様式自由）
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市制施行70周年記念事業

ゆるキャラグランプリゆるキャラグランプリ
®

イヌナキンが「犬闘」中
！

イヌナキンが「犬闘」中
！ゆるキャラグランプリ

®

イヌナキンが「犬闘」中
！

市制施行70周年記念　国際シンポジウム「国際空港とまちづくり」
関西国際空港は訪日客を中心とした旅客数の増加により好調を継続してお

り、昨年度の旅客数は2,880万人と過去最高となり、今後も旅客数の増加が
さらに見込まれています。また、地元自治体である泉佐野市も、訪日客、イ
ンバウンド効果による活性化を呈してきており、今後この状況を生かしたま
ちづくりをどのように行っていくのかが問われています。

そのようななか、泉佐野市の市制施行70周年という節目を迎え、国内外の国際空港のあるまちを招聘し、
「国際空港とまちづくり」について、意見交換する国際シンポジウムを開催します。
日時　11月21日㈬ 午後1時30分～4時30分（予定）（開場：午後1時）
場所　エブノ泉の森 小ホール
内容　オープニングイベント、基調講演、パネルディスカッション
主催　泉佐野市市制施行70周年記念・国際シンポジウム「国際空港とまちづくり」実行委員会 
問合先　政策推進課　※入場無料

　　　市制施行70周年記念　介護甲子園フェスティバル
　介護の日（11月11日）に、泉佐野市から「介護の魅力」を発信
します！お楽しみ抽選会もあります！イベントに参加して抽選券を
ゲットしよう。
日時　11月11日㈰ 午前10時～午後5時
場所　エブノ泉の森ホール
内容　介護甲子園グランドチャンピオンシップ
大会、介護博覧会、映画「つむぐもの」上映、
健康カラオケサポーター養成講座　ほか
来場者特典　さのぽ100ポイント進呈、イヌナ
キンの水プレゼント、お抹茶とお菓子のおもて
なし　
問合先　高齢介護課　
※参加無料。詳しくは、広報10月号をご覧く
ださい。
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自
然
災
害
が
発
生
し
た
際
に
は
、
そ
れ
に
便
乗
し
た
悪
質
商
法
が
多

数
発
生
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

点
検
商
法
・
便
乗
商
法
や
義
援
金
詐
欺
な
ど
の
事
例
が
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
事
例 

●
台
風
の
後
、
リ
フ
ォ
ー
ム
業
者
が
来
て
点
検
は
無
料
と
言
わ
れ
た
の

で
見
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
修
理
を
し
な
い
と
大
変
な
こ
と
に
な
る
と

言
わ
れ
、
見
積
も
り
も
作
ら
ず
高
額
な
値
段
で
の
契
約
を
迫
ら
れ
た
。

●
「
自
然
災
害
に
よ
る
破
損
と
し
て
火
災
保
険
の
保
険
金
で
工
事
代
金

が
全
額
支
払
え
る
」
な
ど
と
言
っ
て
修
理
工
事
の
勧
誘
を
さ
れ
た
。

■
ア
ド
バ
イ
ス 

　

台
風
な
ど
の
自
然
災
害
の
後
は
、
住
宅
の
修
理
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る

相
談
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

　

屋
根
の
修
理
工
事
な
ど
を
急
い
で
し
て
も
ら
い
た
い
気
持
ち
に
つ
け

込
ま
れ
て
、
法
外
な
請
求
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
修
理
を
す
る

と
き
は
、
複
数
の
業
者
か
ら
見
積
も

り
を
取
っ
た
り
、
周
り
の
人
に
相
談

し
た
り
し
て
、
事
前
に
よ
く
確
認
す

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
保
険
に
よ
る
補
償
の
対
象

と
な
る
か
は
、
保
険
契
約
の
内
容
に

よ
り
ま
す
。
契
約
書
の
内
容
を
確
認

し
て
保
険
会
社
に
問
い
合
わ
せ
ま

し
ょ
う
。

※
不
審
な
訪
問
や
電
話
を
受
け
た
場
合
に
は
明
確
に
断
る
と
と
も
に
、

不
安
な
と
き
は
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

屋根などの高い所の作業時に転落する事故に注意しましょう
　9月4日の台風21号の被害に対する復旧作業が進められていますが、暴風に
より破損した屋根の修繕などのために、高い場所での作業中に誤って 転落する
事故が増えています。不慣れな高所での作業は危険を伴い、転落した場合は大
きな怪我に繋がる危険性が高く、命を落とす危険もあります。ヘルメットを装
着するとともに、安全帯などを使用したり、滑りにくい安全靴をはくなど、十
分に安全を確保したうえで作業をしてください。
問合先　自治振興課（危機管理室）

防災特集

泉佐野市消防団 女性消防団員募集
　泉佐野市消防団では、平成27年4月に女性団員だけの消防分団を創設し、応急救護や防災に関する知識・技
術を身に付けるなど、いざという時に家族や地域のみなさんの期待に応えるための活動を行っています。
　女性ならではの視点を生かして、地域の防災活動に参加していただける人の入団をお待ちしています。
募集期間　11月12日㈪～26日㈪
募集人数　若干名
応募資格　次の全てに当てはまる泉佐野市に住民登録している18歳以上45歳未満（来年4月1日現在）の女性
●健康明朗で、防災やボランティア活動に興味がある
●消防団員としての訓練および次に掲げる消防団活動に参加できる
主な活動
●平常時…応急手当普及啓発活動、防火防災啓発活動、消防団行事（消防出初め式、市防災訓練、火災予防街頭キャ
ンペーン、歳末警戒など）への参加
●災害時…災害時支援活動（大規模災害時における避難誘導、
安否確認、救急・救護、食糧などの供給補助など）
待遇　非常勤特別職の地方公務員となり報酬などの支給、公
務災害補償、被服などの貸与あり
活動期間　来年4月～
申込・問合先　所定の入団申込書（募集要項を市ホームペー
ジからダウンロードするか、自治振興課で配布）に必要事項
を記入し、直接、自治振興課へ
※採用については、12月15日㈯に面接を行い、選考結果を通
知します。
問合先　自治振興課（危機管理室）

4広報いずみさの 平成30年11月号

泉佐野市H30.11月号.indb   4 2018/10/22   10:37:59



台風21号による被害に対する泉佐野市支援制度等一覧
　本市では、9月4日の「台風21号」による被害等に対し、下記の支援制度をご利用いただけます。
支援制度名 対象者 内容 問合先

ブロック塀撤去・
設置補助金

道路に面したブロック
塀の所有者

道路に面したブロック塀の撤去・設置に係る費用を
補助
●除却………上限15万円
●設置………上限20万円
※着手前に申請

都市計画課
(りんくうタウン駅ビル
東棟2F)
☎447-8124（直通）

住宅改修支援金

一戸建ての住宅、長屋
住宅及び共同住宅(自
己の用に供する部分に
限る)の所有者（賃貸
住宅は除く）

台風第21号により被害を受けた対象工事費の2分の
1を乗じた額(上限10万円)を支給
※完了後に申請
※罹災証明書が必要

都市計画課
(りんくうタウン駅ビル
東棟2F)
☎447-8124（直通）

住宅除却補助金

一戸建ての住宅、長屋
住宅及び共同住宅(自
己の用に供する部分に
限る)の所有者（賃貸
住宅は除く）

台風第21号により被害を受けた住宅を解体する費
用(上限80万円・空家であれば50万円加算）を補助
※着手前に申請
※罹災証明書が必要

都市計画課
(りんくうタウン駅ビル
東棟2F)
☎447-8124（直通）

中小企業総合支援
事業

台風21号による被害
を原因として対象融資
を受けた中小企業者

台風21号により被害を受けた家屋（居住用を除く）
または設備の改修に要する経費（100万円以上）の
融資、または台風21号により売上高が減少した場
合の融資に係る利息・保証料の補助
●対象となる融資の利息に係る経費（融資額1,000
万円上限・利率年1.2％上限）
●対象となる融資の保証料に係る経費（融資額
1,000万円上限・大阪府保証協会が定める利率・利
率年1.0％上限）
※対象融資により罹災証明書か罹災届出証明書が必要

まちの活性課
（南海線「泉佐野」駅前）
☎469-3131（直通）

農業者災害支援事
業

台風21号による被害
を原因として対象資金
を実行され、約定返
済を期限内に行ってい
る、または約定返済が
見込まれる被災農業
者・法人

台風21号災害を対象として融資機関が農業者等に
融資する資金に対する利息・保証金等の一部を支給
●対象資金上限…1,000万円
●利子補給…対象融資の利息に係る経費（上限1.0％）
●保証金等…対象融資の保証料・事務手数料に係る
経費（対象資金の0.40％上限）
【受付期間】平成30年11月1日～平成31年2月28日
※罹災証明書が必要

農林水産課（市役所2F）
☎463-1212（代表）

防災特集

全
国
各
地
か
ら
の
ご
支
援

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

今
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の
台
風
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よ
る
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害
に
際
し
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全
国
各
地
の
自
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体
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ー

シ
ー
ト
や
土
の
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袋
な
ど
の
支
援
物
資
を
届
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

全
国
青
年
市
長
会
、
防
災
協
定
、
特
産
品
相
互
取
扱
協
定
締
結
自
治
体
、
ふ
る
さ

と
逸
品
協
定
、
Ｇ
Ｓ
世
代
研
究
会
な
ど
、
本
市
と
つ
な
が
り
の
あ
る
全
国
の
自
治
体

よ
り
い
た
だ
い
た
ご
厚
情
に
、
心
か
ら
の
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

問
合
先　

自
治
振
興
課
（
危
機
管
理
室
）

ご支援をいただいた自治体・団体の皆様
●全国市長会
●愛知県田原市（愛知県市長会から大阪府市長会へ）
●愛知県一宮市（青年市長会）
●愛知県豊橋市（愛知県市長会から大阪府市長会へ）
●愛媛県東温市（防災協定・特産品相互取扱協定）
●神奈川県鎌倉市（青年市長会）
●高知県宿毛市（青年市長会・特産品相互取扱協定）
●熊本県宇土市（青年市長会OB・特産品相互取扱協定）
●熊本県菊池市（GS世代研究会）
●熊本県熊本市（青年市長会）
●佐賀県武雄市（青年市長会・特産品相互取扱協定）
●滋賀県栗東市（特産品相互取扱協定）
●静岡県裾野市（青年市長会OB・特産品相互取扱協定）
●千葉県成田市（防災協定・特産品相互取扱協定）
●栃木県佐野市（防災協定・特産品相互取扱協定）
●奈良県田原本町（逸品協定）
●兵庫県篠山JC（篠山市と防災協定）
●北海道名寄市（青年市長会）
●北海道函館市（防災協定）
●宮城県白石市（青年市長会・特産品相互取扱協定）
●山形県南陽市（青年市長会・特産品相互取扱協定）
ご支援の申出をいただいた自治体の皆様に対しまし
ても、厚くお礼申し上げます。
※その他、寄附金や義援金などでご支援いただいた皆様
につきましては、12月号以降で掲載の予定です。

▲熊本県宇土市

▲高知県宿毛市

▲滋賀県栗東市

▲奈良県田原本町

広報いずみさの 平成30年11月号5
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6広報いずみさの 平成30年11月号

平成29年度 普通会計の決算
歳入総額　740億4,527

（単位：万円）

③市の事業に対する国や府か
らの補助金など

④長期の借入金

①市民のみなさんに納めてい
ただいた税金

②他会計から繰り入れたお金

⑦財産収入・寄附金・分担
金・負担金・繰越金・使用料・
手数料・諸収入

①市税
203億 385
（27.4%）

④市債
 74億1,800
（10.0%）

⑦その他
179億5,141
（24.3%）

⑤自動車重量税などの国税
や府税から分配されたお金

③国・府支出金
94億4,980
（12.7%）

⑥所得税など国税から財政
力に応じて交付されたお金

❾その他
30億1,050（4.1%）

❼繰出金
50億7,560（6.9%）

❷補助費など
126億9,935
（17.2%）

❶積立金
170億3,195
（23.0%）

❺公債費
66億2,746
（8.9%）

❽投資的経費・維持補修費
47億6,461（6.4%）

❻人件費
54億4,072
（7.3%）

❹物件費
 85億6,261
（11.6%）

❸扶助費
107億7,240
（14.6%）

❸生活保護にかかる費用や、
高齢者、障害者、子どもなど
の医療費などの社会保障費

❹消耗品などの購入費や光熱
費、施設の管理委託料などの
費用

❺市が大きな事業をすると
きに利用する借金（起債）
の返済のための費用

❻職員の給与や退職金、議
員報酬など

❽施設の建設などその効果
が将来にわたって市民サー
ビスの向上につながる費用。
道路や学校施設などの維持
に使われる費用

❷清掃施設組合、泉州南消防
組合への負担金、各種団体へ
の補助金などの費用

❼国民健康保険事業や介護保
険事業、下水道事業などの特
別会計に対して市が負担すべ
き費用

❶福祉などの目的ごとの基金
への積立金

❾貸付金、投資および出資金

歳出総額　739億8,520
普通会計とは…地方財政
統計上、統一的に用いられ
る会計で、各地方公共団体
間の財政比較が可能となる
ようにしてある会計です。

⑥地方交付税
13億6,728（1.9%）

⑤地方譲与税など
25億4,382（3.4%）

②繰入金
150億1,111
（20.3%）

平成29年度 泉佐野市の財政状況平成29年度 泉佐野市の財政状況

740億4,527万円 ー ＝ー 739億8,520万円 308万円 5,699万円

　決算の特徴としては、平成27年3月に策定した中期財政計画に基づく給与カッ
トなどによる歳出削減のほか、遊休土地の積極的な売却、ふるさと応援寄附の
推進および空港連絡橋利用税の徴収などの歳入確保に努めたことにより、前年
度に引き続き5,700万円の黒字となりました。

歳入総額 歳出総額 翌年度繰越財源 実質収支額

問合先　行財政管理課

 市民１人あたりでは…
歳　入歳　入     735,927円
●市税　　　 201,798円
●国庫支出金、府支出金
                      93,920円
●市債            73,727円
●その他（繰入金など）   
                   366,482円

歳　出歳　出     735,330円
●総務費   310,927円
●民生費   166,349円
●衛生費 　 72,913円
●公債費     65,870円
●土木費     49,636円
●教育費     38,828円

●消防費     11,966円
●商工費　　 8,643円
●議会費   　 2,746円
●その他（労働費など）
　　 　　       7,452円

固定資産税   99,217円
市民税  　　 63,109円
市たばこ税   18,744円
都市計画税   14,278円
軽自動車税     2,247円
入湯税 　　　 　 　99円
法定外普通税  4,103円

特集 泉佐野市の財政状況
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広報いずみさの 平成30年11月号7

各会計決算（歳出）
（単位：万円）

会 計 名 平成29年度 平成28年度 比 較

一般会計 708億4,558      575億8,986      132億5,572

国民健康保険事業特別会計 129億2,938 135億6,572  △6億3,634

下水道事業特別会計   63億1,219   65億7,350 △2億6,131

公共用地先行取得事業特別会計    5億7,410    3億5,100 2億2,310

介護保険事業特別会計   81億9,474   79億1,893     2億7,581

後期高齢者医療事業特別会計     11億2,232     10億7,505             4,727

水道事業会計   25億5,326   24億7,691 7,635

病院事業債管理特別会計   43億3,537   18億3,098     25億  439

りんくう公園事業特別会計   7,120   0 7,120

合　計 1,069億3,814 913億8,195 155億5,619

平成29年度末残高平成29年度末残高
●●市債（長期借入金）市債（長期借入金）

…667億円　…667億円　

　市民1人あたり　市民1人あたり　　662,898円662,898円

●●積立金積立金…106億円…106億円

　　市民1人あたり  105,288円市民1人あたり  105,288円

■佐野中学校にプールを設置

■日根野小学校の校舎を大規模改修
■留守家庭児童会の長期休業期間中の対象児
童を小学4年生までから小学6年生まで拡充
■小学校35人学級を小学4年生までから小
学6年生まで拡充

■泉佐野南部公園（防災公園）の整備

■南部・北部市民交流センターの耐震化
■防災行政無線の整備 

■避難所に防災備蓄倉庫を設置
■南海「鶴原」駅のバリアフリー化整備の補助

■熊取駅西地区の本市域内を市街化区域と
して整備を推 進
■他市から本市へ移住を希望する人に「お
ためし移住」として家賃を一定期間助成

平
成
29
年
度
に
実
施
し
た
主
要
事
業

教育・子育て支援

安全・安心なまちづくり

まちの活性化・賑わいの創出

特集 泉佐野市の財政状況
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8広報いずみさの 平成30年11月号

特集 泉佐野市の財政状況

中期財政計画期間終了時の目標中期財政計画期間終了時の目標
●実質公債費比率は23.5％以下
●地方債残高は標準財政規模の3.4倍以下
●基金残高は18億円以上を保持

今後の取り組み項目今後の取り組み項目
【支出の抑制、効果的な行政運営に関する事項】
●事務事業の継続した見直し
●広域連携の推進
●窓口業務委託をはじめ民間委託の拡充
●定員適正化計画に沿った定員削減
●給与水準の適正化などによる総人件費の抑制
【収入の確保に関する事項】
●滞納処分の強化および徴収率の向上
●遊休財産の積極的な売却 
●ふるさと応援寄附金制度、ネーミングライツな
どの更なる税外収入の確保

健全化判断比率の状況健全化判断比率の状況
　実質赤字比率と連結実質赤字比率は、黒字により数値はバー表記、実質公債費比率は、18.2％
と前年度から2.7ポイントの改善、将来負担比率も
149.1％と前年度より27.1ポイント改善し、いずれも
早期健全化の 基準未満となっています。

（単位：％）

健全化判断比率 平成28年度
実績値

平成29年度
実績値

早期健全化
基準

実質赤字比率 - - 12.26
連結実質赤字比率 - - 17.26 
実質公債費比率 20.9 18.2 25.0 
将来負担比率 176.2 149.1 350.0 

実質赤字比率…標準財政規模*に対す
る、一般会計などに生じている赤字の大
きさの割合
連結実質赤字比率…標準財政規模に対す
る、水道や下水道など公営企業を含む全
会計に生じている赤字の大きさの割合
実質公債費比率…標準財政規模を基本と
する額に対する、借入金返済額の大きさ
の割合
将来負担比率…標準財政規模を基本とす
る額に対する、借入金など現在抱えてい
る負債の大きさの割合

*標準財政規模…市の経常的な一般財
源の規模を示すもので、標準的な税収
入額に普通交付税などを加算した額
（平成29年度決算：約226億円）

平成29年度決算内訳　　　　　　　　（単位：万円）
収 益 費 用

営 業  26億2,548 営 業 　24億　462
営 業 外 3億　470 営 業 外 1億4,310
特別利益 239 特別損失 554
ー ー 純 利 益 3億7,931

合 計 29億3,257 合 計 29億3,257

水道事業会計

問合先　上下水道局
　　　　（水道事業）

☎467-2800
Fax467-1801

上下水道局からのお願い
　市では、昭和44年4月1日から、鉛管の使用を禁止して
きましたが、それ以前に給水装置を設置した建物では、鉛
管を使用していることがあります。この場合、長時間水
道を使用しないと、水道管から微量の鉛が溶け出したり、
消毒用塩素濃度の低下や赤水が発生する場合があります。
　朝一番や長時間留守にした場合は、バケツ1杯程度の
水道水を飲み水以外に使用するようお願いします。

　

水
道
事
業
会
計
は
、
事
業
収
益
29
億

３
，
２
５
７
万
円
（
前
年
度
比
0.5
％
増
）

に
対
し
、
事
業
費
用
25
億
５
，
３
２
６
万

円
（
前
年
度
比
3.1
％
増
）
で
、
３
億
７
，

９
３
１
万
円
の
純
利
益
が
生
じ
ま
し
た
。

【
主
な
事
業
】

　

平
成
28
・
29
年
度

の
２
ヵ
年
で
日
根
野

浄
水
場
内
の
中
央
監

視
制
御
シ
ス
テ
ム
の

更
新
工
事
が
完
成
し

ま
し
た
。
府
道
土
丸

栄
線
お
よ
び
国
道
26

号
線
な
ど
の
老
朽
管

の
更
新
工
事
を
行

い
、
安
全
で
良
質
な

水
道
水
の
安
定
供
給

を
図
る
と
と
も
に
、

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
機
能

の
強
化
に
努
め
ま
し

た
。

　　　　　水を大切に
●導・送・配水管総延長
460.99㎞（平成30年3月31日現在）
●総配水量（年間）　1,397.4万㎥
企業団水1,183.3万㎥＋自己水214.1万㎥
●1日平均配水量　3万8,285㎥
●1人あたり1日平均配水量　381ℓ

■給水装置工事や漏水修理の申込は市指定工事業者へ
（https://www.water.izumisano.osaka.jp/）

主な会計の決算

今
後
も
財
政
の
健
全
化
に
取
り
組
み
ま
す

今
後
も
財
政
の
健
全
化
に
取
り
組
み
ま
す
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特集 泉佐野市の財政状況

科目 金額（万円）
①共同事業交付金 32億7,033
②国庫支出金 31億5,233
③前期高齢者交付金 28億9,551
④保険料 21億  319
⑤繰入金 8億7,208
⑥府支出金 6億6,721
⑦療養給付費交付金 1億1,566
⑧その他 2億 　860

科目 金額（万円）
①使用料 16億7,753
②起債 16億6,920
③一般会計繰入金 15億4,815
④国庫補助金 2億2,120
⑤受益者負担金 2,030
⑥その他 9,120

科目 金額（万円）
❶保険給付費 79億4,34579億4,345
❷共同事業拠出金 28億6,222
❸後期高齢者支援金 12億8,595
❹介護納付金 5億2,107
❺総務費 1億8,104
❻保健事業費 8,523
❼その他 5,042

科目 金額（万円）
❶❶公債費 33億1,04933億1,049
❷❷前年度繰上充用金 14億1,57714億1,577

下水道下水道
建設費建設費

❸❸公共下水道
建設費 6億3,6416億3,641

❹❹流域下水道
建設負担金 3,1773,177

❺❺中部・南部処理場
維持管理負担金 4億9,7594億9,759

❻❻一般管理費・人件費 4億2,0164億2,016

  ❼❼0.4％0.4％
  ❹❹4.0%4.0%

❷❷22.1%22.1%

  ❻❻0.7%0.7%

❶❶61.4%61.4%

❸❸10.0%10.0%

国民健康保険事業特別会計事業特別会計
問合先　国保年金課

歳　入歳　入 132億8,491万円

129億2,938万円

歳　入歳　入

歳　出歳　出

歳　出歳　出

  ❺❺1.4%1.4%

府内平均を大幅に上回る医療費
　平成28年度の本市国保被保険者1人あたり
の医療費は40万3,082円と府内5番目で、府
内平均の36万7,280円を大きく上回っていま
す。これは、ほかの市町村に比べレセプト１
件当たりの診療日数および診療費が多くなっ
ていることが影響しています。
　以前からジェネリック医薬品の利用促進や柔
道整復などの適正受診の啓発などの医療費適正
化の取組を進めていますが、１人あたり医療
費は増加し続けており、府内でも引き続き高
いレベルにあります。

病気は未然に防ぎましょう
　本市では市民の健康づくり
を推進するため、健康ハイキン
グ、ウォーキングチャレンジ、
温水プール体験教室などの保
健事業を実施しています。ま
た、生活習慣病予防に着目した
特定健診・特定保健指導の推進も図っています。
これは内臓脂肪型肥満や糖尿病、高血圧、高脂血
症などの危険因子が重なるほど、心疾患や脳血管
疾患を発症する危険が増大することから、生活習
慣病予防に取り組むこととなったものです。
　その他、被保険者のみなさんには、人間ドッ
ク・脳ドックや健診センターで実施している
各種検診を利用して、病気の予防、早期発見、
早期治療に努めていただき、さらなる健康寿
命の延伸や医療費の適正化にご協力をお願い
します。

　国民健康保険事業特別会計は、歳入132億8,491万円に対し
て、歳出129億2,938万円で、差引3億5,553万円の黒字となり
ました。単年度では1億7,418万円の黒字となっています。

52億2,758万円

63億1,219万円

下水道事業特別会計下水道事業特別会計
問合先　上下水道総務課

☎450-2222 Fax450-2223
　昭和61年度より着手している公共下水
道の平成29年度末整備面積は雨水435ha、
汚水889ha（りんくうタウン含む）で、
汚水の下水道人口普及率は38.4％になっ
ています。
  下水道財政状況は、平成29年単年度で
3億3,115万円の黒字となりましたが、累
積では、歳入額52億2,758万円に対して、
歳出額63億1,219万円で、10億8,461万
円の不足が生じています。
　今後も引き続き事業費の縮小、人件費・
事務経費の節減、下水道使用料の適正化な
どにより、下水道財政の健全化を図ってい
きます。
  厳しい財政状況が続いていますが、可能
な限り下水道工事を進めていきます。市民
のみなさんには下水道が利用できるように
なりましたら、3年以内にトイレの水洗化
を行うなど、ご理解ご協力をお願いします。

①①24.6%24.6%

①①32.1%32.1%

❶52.4%❶52.4%

②②23.7%23.7%

②②31.9%31.9%

❷22.4%❷22.4%

③③21.8%21.8%

③③29.6%29.6%

❸10.1%❸10.1%

④④15.8%15.8%

④4.2%4.2%

❹0.5%❹0.5%

⑤6.6%6.6%

⑤0.4%0.4%

❺7.9%❺7.9%

⑥5.0%5.0%

⑥1.8%1.8%

❻6.7%❻6.7%

⑦0.9%0.9%
⑧1.6%1.6%
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　　問合先　関西国際空港案内（☎455-2500）
ホームページ https://www.kansai-airport.or.jp/
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秋
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全
国
火
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予
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運
動

〜
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て
な
い
？

　

サ
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フ
に
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マ
ホ
に　

火
の
確
認
〜

（
全
国
統
一
防
火
標
語
）

　

１
１
９
番
の
日
で
あ
る
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月
９
日
㈮
か
ら
15
日
㈭

ま
で
の
一
週
間
、
秋
の
全

国
火
災
予
防
運
動
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
運
動
は
空
気
が
乾

燥
し
、
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の

火
気
を
使
用
す
る
機
会
が

増
え
、
火
災
の
発
生
率
が

高
く
な
る
こ
の
時
季
に
あ

わ
せ
、
広
く
住
民
の
み
な
さ
ん
に
火
災

予
防
を
呼
び
か
け
、
防
火
意
識
の
高
揚

を
図
る
た
め
に
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　

期
間
中
、
消
防
本
部
で
は
、
事
業

所
へ
の
立
入
検
査
や
防
火
広
報
を
行

い
ま
す
の
で
、
安
全
で
火
災
の
な
い

町
づ
く
り
に
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

【
住
宅
防
火 

い
の
ち
を
守
る
７
つ
の

ポ
イ
ン
ト
】

♦
３
つ
の
習
慣

●
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
に
や
め
る

●
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る

●
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ

る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す

♦
４
つ
の
対
策

●
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る

●
寝
具
や
衣
類
、
カ
ー
テ
ン
か
ら
の

火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品
を
使

用
す
る

●
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

に
住
宅
用
消
火
器
を
設
置
す
る

●
高
齢
者
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を

守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制

を
つ
く
る

問
合
先　

泉
州
南
広
域
消
防
本
部 

予
防
課
（
☎
４
６
９・
０
１
１
９ 

Fax

４
６
０・
２
１
１
９
）　　
　
　
　
　

毎
年
11
月
９
日
は

「
１
１
９
番
の
日
」

〜
命
を
つ
な
ぐ
１
１
９
番
〜

●
１
１
９
番
通
報
時
に
は
、必
ず「
住

所
（
○
○
市
○
○
町
○
丁
目
○
番
○

号
）
お
よ
び
氏
名
、
会
社
名
な
ど
」

を
伝
え
る

●
病
院
照
会
は
、
☎
４
６
９・
０
１
１

９
ま
で

●
災
害
発
生
時
は
、
１
１
９
番
通
報

が
集
中
し
、
電
話
が
繋
が
り
に
く
い

状
態
に
な
り
ま
す
。
火
災
・
救
助

な
ど
災
害
時
は
、
広
報
用
と
し
て

テ
レ
ガ
イ
ド
（
自
動
音
声
案
内
：

☎
４
６
３
・
０
０
０
９
）
に
よ
る
災

害
情
報
案
内
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

１
１
９
番
は
火
災
・
救
急
・
救
助
時

に
使
う
緊
急
回
線
の
た
め
、
発
生
場

所
な
ど
の
問
い
合
わ
せ
に
は
利
用
し

な
い

●
携
帯
電
話
か
ら
の
通
報
で
は
、
通

報
場
所
の
特
定
に
時
間
を
要
す
る
た

め
、
近
く
に
固
定
電
話
が
あ
る
場
合

は
、
通
報
場
所
が
特
定
で
き
る
固
定

電
話
か
ら
通
報
す
る

●
目
の
前
で
火
災
や
事
故
が
発
生
し

た
場
合
は
、
誰
で
も
気
が
動
転
し

興
奮
し
た
状
態
に
な
り
が
ち
で
す
。

１
秒
を
争
う
時
で
も
落
ち
着
い
て

１
１
９
番
通
報
で
き
る
よ
う
に
、
町

会･

自
治
会
、
事
業
所
な
ど
で
実
施

す
る
防
災
訓
練
時
に
通
報
訓
練
を
積

極
的
に
行
い
、
正
し
い
通
報
要
領
を

身
に
つ
け
る

問
合
先　

泉
州
南
広
域
消
防
本
部 

消

防
指
令
セ
ン
タ
ー
（
☎
４
６
９・
０
１

１
９
〔
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
流
れ
ま

す
の
で
①
番
を
押
し
て
く
だ
さ
い
〕 

Fax
４
６
４・
１
９
９
０
） 

上
級
救
命
講
習
会

　

上
級
救
命
講
習
会
と
は
、
救
命
に

必
要
な
応
急
手
当
（
基
本
的
心
肺
蘇

生
法
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
法
・
異
物
除
去

法
・
止
血
法
）
お
よ
び
そ
の
他
の
応

急
手
当
（
傷
病
者
の
管
理
法
・
外
傷

の
手
当
要
領
・
搬
送
法
）
を
学
ぶ
講

習
会
で
す
。

　

な
お
、
合
計
８
時
間
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
履
修
し
、
効
果
測
定
（
実
技

お
よ
び
筆
記
）
に
合
格
し
た
人
に
は

修
了
証
を
交
付
し
ま
す
。

日
時　

11
月
30
日
㈮ 

午
前
９
時
30

分
〜
午
後
５
時
30
分

場
所　

泉
州
南
広
域
消
防
本
部 

５

階 

研
修
室

※
車
で
お
越
し
の
人
は
、
近
隣
の
有

料
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対
象　

当
消
防
組
合
管
内（
泉
佐
野
・

泉
南
・
阪
南
市
、
熊
取
・
田
尻
・
岬

町
）
の
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

持
ち
物　

人
工
呼
吸
用
携
帯
マ
ス

ク
（
一
方
向
弁
付
呼
気
吹
き
込
み
用

具
）、
三
角
巾

申
込
・
問
合
先　

11
月
21
日
㈬
〜
29

日
㈭
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
除
く
）
の

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
30
分
に
電
話

（
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
流
れ
ま
す
の
で

④
番
「
警
備
課
」
を
押
し
て
く
だ
さ

い
）、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、
泉
州
南
広
域
消
防

本
部
警
備
課
（
☎
４
６
９
・
０
１
１

９ 

Fax
４
６
０
・
２
１
１
９
）
へ

※
受
講
無
料

 　関西地方に甚大な被害をもたらした台風21号および24
号と、同月に2度も大型台風を経験することは関西国際空
港にとって大きな試練でした。
　関西国際空港においては、当初の想定を大幅に上回る
速度で運営を再開することができたことを、改めて復旧
にご尽力くださいました関係各所の皆様方に心から感謝
申し上げます。これからも関西国際空港が、皆様の旅の
思い出のワンシーンとなり、安心してご利用いただける
空港となりますよう空港スタッフ一同最大限力を尽くし
てまいります。
　今後とも関西国際空港への変わらぬご愛顧のほど、よ
ろしくお願い申し上げます。

関西エアポート株式会社
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エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
推
進
月
間

　

行
楽
シ
ー
ズ
ン
で
あ
り
自
動
車
に

乗
る
機
会
が
多
く
な
る
11
月
を
き
っ

か
け
に
、
み
な
さ

ん
も
環
境
負
荷
の

軽
減
に
配
慮
し
た

「
地
球
と
財
布
に

優
し
い
」
エ
コ
ド

ラ
イ
ブ
を
始
め
ま

し
ょ
う
。

問
合
先　

府 

交
通
環
境
課 

自
動
車

排
ガ
ス
規
制
・
指
導
グ
ル
ー
プ

（
☎
06
・
６
２
１
０
・
９
５
８
７
）

11　  
月
は

「
こ
こ
ろ
の
再
生
」

府
民
運
動
推
進
月
間

　
「
こ
こ
ろ
の
再
生
」
府
民
運
動
は
、

府
民
一
人
ひ
と
り
が
「
生
命
（
い
の

ち
）
を
大
切
に
す
る
」「
思
い
や
る
」

「
感
謝
す
る
」「
努
力
す
る
」「
ル
ー
ル

や
マ
ナ
ー
を
守
る
」
な
ど
、
時
代
や

社
会
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
も
決

し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
大
切
な「
５

つ
の
こ
こ
ろ
」
を
見
つ
め
直
し
、「
あ

い
さ
つ
す
る
」
な
ど
身
近
な
取
組
を

実
践
す
る
こ
と

を
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
も
、

「
５
つ
の
こ
こ

ろ
」「
あ
い
さ

つ
」
を
意
識
し

て
、
ア
ク
シ
ョ

ン
を
起
こ
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

大
切
に
し
た
い
「
５
つ
の
こ
こ
ろ
」

①
生
命
を
大
切
に
す
る

②
思
い
や
る

③
感
謝
す
る

④
努
力
す
る

⑤
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
る

●
「
こ
こ
ろ
の
再
生
」
府
民
運
動
in

ロ
ハ
ス
フ
ェ
ス
タ
万
博

開
催
日　

11
月
３
日
㈷
・
４
日
㈰

場
所　

万
博
記
念
公
園

※
「
こ
こ
ろ
の
再
生
」
府
民
運
動
の

 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://kokoro-s

aisei.jp/

）、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
は

左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

問
合
先　

府 

教
育
庁 

教
育
総
務
企

画
課
（
☎
06・６
９
４
４・８
０
４
２
）

子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
強
調
月
間

泉
佐
野
市
青
少
年
問
題
講
演
会

　

11
月
は
「
子
ど
も
・
若
者
育
成
支

援
強
調
月
間
」
で
す
。
取
組
の
一
環

と
し
て
、
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

一
緒
に
青
少
年
問
題
に
つ
い
て
考

え
ま
せ
ん
か
。

日
時　

11
月
21
日
㈬

　
　
　

午
後
3
時
30
分
〜

場
所　

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ

ザ
・
カ
ワ
サ
キ
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

１
階
多
目
的
室

テ
ー
マ　
「
市
委
託
こ
ど
も
の
居
場

所
づ
く
り
事
業
、
運
営
の
過
程
と
展

望
」

講
師　

中
村
周
平
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人 

サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス 

コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
）

 

就
学
援
助

(

新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品
費)

入
学
前
支
給
制
度
開
始

　

小
・
中
学
校
で
の
学
習
に
必
要
な

費
用
の
保
護
者
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、
そ
の
一
部
を
援
助
す
る
就
学
援

助
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
就
学

援
助
費
の
う
ち
「
新
入
学
学
用
品

費
」
に
つ
い
て
、
今
年
度
よ
り
入
学

前
の
３
月
に
早
期
支
給
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

対
象

●
平
成
31
年
度
に
泉
佐
野
市
立
の

小
・
中
学
校
に
入
学
予
定
児
童
生
徒

の
保
護
者

●
世
帯
の
総
所
得
が
、
市
で
定
め
る

認
定
基
準
以
下
の
人

●
平
成
31
年
２
月
１
日
時
点
で
、
泉

佐
野
市
に
在
住
し
て
い
る
人

●
新
中
学
１
年
生
に
つ
い
て
は
、
平 ▲QRコード

家
庭
か
ら
出
る
ご
み
を

減
ら
す
に
は

　

家
庭
か
ら
出
る
可
燃
ご
み
の
量
を

減
ら
す
に
は
、
資
源
化
で
き
る
も
の

は
で
き
る
限
り
分
別
し
て
資
源
ご
み

の
日
に
出
す
、
生
ご
み
な
ど
は
で
き

る
限
り
水
気
を
切
っ
て
出
す
こ
と
が

有
効
で
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
で
は
わ
ず
か
な

差
で
も
、
市
全
体
で
は
大
き
な
減
量

化
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ご
理
解
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
先

環
境
衛
生
課

廃
棄
物
の
野
積
み
、

不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す
！

〜
土
地
等
を
管
理
し
て
い
る
人
へ
〜

　

11
月
は
大
阪
府
産
業
廃
棄
物
不
適

正
処
理
防
止
推
進
強
化
月
間
で
す
。

　

土
地
の
所
有
者
・
管
理
者
が
土
地

の
管
理
を
適
切
に
行
っ
て
い
な
か
っ

た
り
、
安
易
に
土
地
を
貸
し
た
結
果
、

廃
棄
物
が
不
法
投
棄
さ
れ
た
り
、
埋

め
立
て
ら
れ
た
り
し
て
、
周
り
の
生

活
環
境
に
も
支
障
を
及
ぼ
す
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
土

地
所
有
者
な
ど
が
多
額
の
費
用
を
負

担
し
て
撤
去
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
る
よ
う
な
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
事
態
に

な
ら
な
い
よ
う
、
土

地
の
状
況
を
定
期
的

に
監
視
す
る
な
ど
、

管
理
を
徹
底
し
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
土
地
を

他
人
に
貸
す
時
は

使
用
用
途
を
十
分
確
認
し
、
書
面
で

契
約
を
結
ぶ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
先　

府 

泉
州
農
と
緑
の
総
合

事
務
所 
環
境
指
導
課（
☎
４
３
９・３

６
０
１ 
Fax
４
３
９
・
３
８
１
０
）

成
31
年
２
月
１
日
時
点
で
平
成
30
年

度
就
学
援
助
を
受
給
中
の
人

申
請
・
問
合
先　

新
小
学
１
年
は
来

年
１
月
に
送
付
す
る
申
請
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
郵
送
ま
た
は
持

参
で
学
校
教
育
課
へ

　

第
41
回 

ワ
ク
ワ
ク
ふ
れ
あ
い
ハ

イ
キ
ン
グ
も
開
催
し
ま
す
。
詳
し

く
は
34
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

青
少
年
課

（
☎
４
６
９
・
１
１
０
６
）

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料
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コンビニ交付サービス
メンテナンスに伴うサービスの一時停止

　ご不便をおかけしますが、ご理解ご協力をお願いします。停止期間　11月13日㈫
　　　　　午後5時30分～11時
停止内容
戸籍全部事項・個人事項証明書、
戸籍の附票の写し
問合先　市民課

選挙〇×クイズわかるかな？
問合先　選挙管理委員会事務局

　投票所入場整理券がな
ければ、投票所では投票
ができない ？
①　○
②　×

答え ②
【解説】　投票所入場整理券（泉佐野市では世帯
ごとに封筒で送付）は整理券的なものであり、
これがなければ投票できないというものではあ
りません。
　各投票区の選挙人名簿に登録されている人
は、紛失したり、忘れたりして入場整理券がな
い場合でも、本人確認が出来れば投票はできま
す。免許証や学生証は不要です。ただ、入場整
理券があれば、受付がスムーズにいきますので、
なるべく持参するようにしてください。

明るい選挙の
イメージキャラクター

めいすいくん▶

活動促進袋の色が黄色に変わります！
問合先　自治振興課

　町会連合会に所属する町会・自治会の各世帯に無償で配付している活動促進袋の色がピンク色から黄色に変
わります。12月号の広報配付時から順次変更します。
※引き続き、ピンク色の活動促進袋も使用できます。活動促進袋とは、家庭系可燃ごみ排出用のごみ袋で、所
定のごみ置場に適正に排出すれば市指定袋と同様に収集されます。（事業所ごみには使用できません。）
 

（※いずれも黄色）

【町会・自治会への加入】
　活動促進袋は、町会連合会に所属する
町会・自治会の加入世帯に無償で配付さ
れます。町会・自治会への加入を希望す
る世帯は、居住地域の町会・自治会長ま
たは役員に相談してください。連絡先が
わからない場合は、自治振興課まで問い
合わせてください。

りんくう公共駐車場を開設しました
　10月から、りんくう公共駐車場を開設しています。り
んくうタウン駅ビル内の事務所にお越しの際には利用し
てください。料金は最初の60分は無料、以後60分ごとに
100円。上限がありませんのでご注意ください。
問合先　
政策推進課 成長戦略室

（☎447-8126）
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特産品相互取扱協定 自治体紹介 　本市と特産品協定を締結している自治体を
紹介します。  　　　　 問合先　農林水産課

　　島根県雲南市
　　　 （雲南広域連合）  

　山口県柳井市

●面積：553.18㎢
●人口：38,707人・13,794世帯（平成30年8月31日現在）
●市の花：さくら　　●市の木：いちょう
　雲南市は、島根県の東部に位置し、平成16年11月1日
に、大原郡大東町、加茂町、木次町、飯石郡三刀屋町、
掛合町、吉田村の6町村が合併し、現在の雲南市となりま
した。雲南市は、仁多郡奥出雲町と飯石郡飯南町の1市2
町が「奥出雲産直振興推進協議会」として経済連携「地
産都商」に取り組まれている経緯があることから、雲南
広域連合との特産品相互取扱協定締結となりました。
　雲南市は、古くから「たたら製鉄の里」として知られ、
また、「米の食味ランキング」で平成26・29年度に最
高ランクの特Aを獲得した「たたら焔（ほむら）米」が
特産品として有名で、奥出雲町の「仁多米こしひかり」、
飯南町の「飯南米こしひかり」とともに出雲國うんなん
のブランド米となっています。
　さらに、たまごの一大産地として平成23年度より「う
んなんたまごプロジェクト」を立ち
上げ、プリンやB1グルメとしてオ
ムライスなどのたまごを使った食の
プロジェクトを推進しています。
　雲南市は、「生命（いのち）と神
話が息づく新しい日本のふるさと
づくり」を目指して「課題先進地」
から「課題解決先進地」へ向けた
取り組みを進めています。

●面積：140.05㎢
●人口：32,106人・15,739世帯（平成30年8月31日現在）
●市の花：ツツジ、サルビア　●市の木：やなぎ、モクセイ
　柳井市は、昭和29年3月31日に、玖阿郡柳井町、日積村、
新庄村、余田村、伊陸村が合併し、市制施行し、その後、
平成17年2月に玖阿郡大畠町と合併し、現在の市域となり
ました。一部地域が瀬戸内海国立公園に指定されるなど自
然景観に恵まれており、江戸時代の商家の家並みが続く古
市、金屋地区の白壁の町並みは、昭和59年に重要伝統的
建造物群保存地区に選定されています。
　また、自然薯の人工栽培発祥の地でもあり、自然薯を使っ
たそうめん、うどん、カレー、ドーナツ、プリンなど多く
の加工品がつくられています。その他、昔ながらの特殊な
製法で作られる甘露醤油、伝統織物の柳井縞、郷土民芸品
の金魚ちょうちんなどの特産品があります。8月に開催さ
れる柳井金魚ちょうちん祭り前後には、白壁の町並みの軒
先に飾られた金魚ちょうちんに灯りがともり、幻想的な雰
囲気を楽しむことができます。
　これらの優れた地域資源は、柳井市地域ブランド「きん
さい柳井」として認証され、柳井市
の豊かさや魅力の象徴として全国
に情報発信されています。
　柳井市は、柳井で暮らす幸せを
実感できるまちを目指して「市民
の力で支え合い、一人ひとりが主
役の笑顔あふれるまち柳井」に向
けまちづくりを進められています。

▶平成29年8月31日、
井原健太郎 柳井市長
（右）と協定を締結

▶平成29年10月4日、
速水雄一 雲南市長（右）
と協定を締結

島根県

雲南市

山口県

柳井市

柳井市の特産品

雲南市の特産品

りんご

蕎　麦

しめ縄

奥出雲和牛カレー

木次乳業

お　茶 まいたけ

お　米

地　酒

ひじき

橘香酢

自然薯

うめぼし

柳井縞

鯛一夜干し 金魚ちょうちん

バ　ラ

ぶどう
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家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き
は

忘
れ
ず
に
届
出
を
！

　

家
屋
の
一
部
、
ま
た
は
全
部
を
取

り
壊
し
た
所
有
者
は
、
今
年
中
に
滅

失
の
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

届
出
が
な
い
と
、
引
き
続
き
固
定

資
産
税
・
都
市
計
画
税
が
課
税
さ
れ
、

ご
迷
惑
を
か
け
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

 　

税問
合
先　

税
務
課

入
湯
税
っ
て
何
で
す
か
？

　

本
市
で
は
一
定
の
成
分
を
含
有
し

て
い
る
温
泉
「
鉱
泉
浴
場
」
へ
の
入

湯
に
対
し
入
湯
税
を
課
税
し
て
い
ま

す
（
井
戸
水
や
水
道
水
を
沸
か
し
て

い
る
銭
湯
な
ど
は
対
象
外
）。

　

鉱
泉
浴
場
の
経
営
者
が
徴
収
し
、

市
に
納
入
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

納
め
ら
れ
た
入
湯
税
は
、
観
光
振
興

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
助
成
や
環
境
衛
生
施

設
の
整
備
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

税
額

●
宿
泊
…
…
１
泊
１
５
０
円

●
日
帰
り
…
１
日
75
円

※
12
歳
未
満
の
人
は
課
税
が
免
除
さ

れ
ま
す
。

◆
平
成
29
年
度
入
湯
税
収
入
額

９
９
９
万
９
千
円

◆
消
費
税
の
届
出
はお

済
み
で
す
か
？

　

個
人
事
業
者
で
、
平
成
29
年
分

（
基
準
期
間
）
の
課
税
売
上
高
が
１
，

０
０
０
万
円
を
超
え
て
い
る
場
合
、

平
成
31
年
分
は
消
費
税
の
課
税
事
業

者
に
該
当
し
ま
す
。
平
成
31
年
分
か

ら
新
た
に
消
費
税
の
課
税
事
業
者
と

な
る
場
合
に
は
、
納
税
地
の
所
轄
税

務
署
長
に
「
消
費
税
課
税
事
業
者
届
出

書
」
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◆
年
末
調
整
説
明
会

　

平
成
30
年
分
の
源
泉
所
得
税
の
年

末
調
整
や
、
法
定
調
書
の
記
載
方
法

個人事業税【第2期分】の
納期限は11月30日㈮です

　8月に個人事業税の納税通知書と合わせて送
付しました第2期分の納付書にて納期限までに
納めてください。
●納付書を破損・紛失した場合は、下記まで
問い合わせてください。（口座振替をご利用の
場合、納付書は送付していません。また、年
間の税額が1万円以下の場合、第2期分の納付
書はありません。） 
●個人事業税の納付用紙のうち、コンビニエ
ンスストア収納用のバーコード印刷があるも
の（30万円以下のもの）については、以下の
全国のコンビニエンスストアで納めることが
できます。         

●納付には、便利で安心・安全な「口座振替
制度」をご利用ください。   
問合先　大阪府泉南府税事務所（☎439-3601）

セブン‐イレブン、デイリーヤマザキ、ニュー
ヤマザキデイリーストア、ファミリーマート、
ミニストップ、ヤマザキスペシャルパートナー
ショップ、ヤマザキデイリーストアー、ローソ
ン 、MMK設置店

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

問
合
先　

泉
佐
野
税
務
署

☎
４
６
２・
３
４
７
１

な
ど
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

11
月
22
日
㈭

　
　
　

午
後
２
時
〜
４
時

場
所　

エ
ブ
ノ
泉
の
森 

小
ホ
ー
ル

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料

◆
11
月
11
日
〜
17
日
は

税
を
考
え
る
週
間

【
平
成
30
年
度
税
を
考
え
る
週
間
テ
ー

マ　

〜
く
ら
し
を
支
え
る
税
〜
】

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用

し
た
広
報
、
講
演
会
の
実
施
や
関
係

民
間
団
体
な
ど
と
の
連
携
、社
会
保
障・

税
番
号
制
度
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
利
用
し
た
申

告
・
手
続
き
な
ど
に
対
す
る
取
組
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w
.nta.go.jp/

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保

険
料
）
控
除
証
明
書
の
発
行

〜
年
末
調
整
・
確
定
申
告
ま
で

大
切
に
保
管
を
〜

　

平
成
30
年
中
に
納
付
し
た
国
民
年

金
保
険
料
は
、
所
得
税
や
住
民
税
の

申
告
で
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
に

な
り
ま
す
（
過
去
の
年
度
分
や
追
納

保
険
料
も
含
み
ま
す
）。
控
除
を
受

け
る
に
は
、
支
払
い
を
証
明
す
る
書

類
が
必
要
で
す
。

　

今
年
１
〜
９
月
に
納
付
し
た
保
険

料
の
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保

険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
11
月
上
旬

に
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
ま

す
。
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に

こ
の
証
明
書
（
ま
た
は
領
収
証
書
）

を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。（
10
〜
12
月

に
今
年
は
じ
め
て
保
険
料
を
納
付
す

る
人
に
は
、
来
年
２
月
上
旬
に
送
付

さ
れ
ま
す
。）

　

家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付

し
た
場
合
も
、
納
付
し
た
本
人
の
社

会
保
険
料
控
除
に
加
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
、
そ
の
証
明
書
を
添
付

し
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

●
貝
塚
年
金
事
務
所
（
☎
４
３
１
・

国
民
年
金

１
１
２
２
）

●
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル　

☎
０
５
７
０
・
０
０
３
・
０
０
４

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

※
０
５
０
か
ら
始
ま
る
電
話
で
か
け

る
場
合
は
、
☎
03
・
６
６
３
０・
２
５

２
５

14広報いずみさの 平成30年11月号

泉佐野市H30.11月号.indb   14 2018/10/22   10:38:32



各種相談の案内　気軽に相談してください。なお、祝・休日にあたるときは変更する場合があります。
◎法律相談【予約制】
月曜日（第2月曜日除く)、第2水曜日
13:00～16:45（1つの内容で1回限り）
市役所1階相談室（問合先：人権推進課）
◎労働相談【予約制】
第2木曜日 13:00～15:05（1つの内容で1回限り）
市役所1階相談室（問合先 ：人権推進課）
◎行政相談
第3月曜日 13:30～16:00（受付は15:30まで）
市役所会議室（問合先：人権推進課）
◎人権擁護委員による人権相談
第3月曜日 13:30～16:00（受付は15:30まで）
市役所会議室ほか（問合先：人権推進課）
◎総合生活相談　（人権侵害・就労支援・進路
選択支援・生活相談）
●月～金曜日 9:30～16:30
人権推進課
南部市民交流センター本館（☎466-6464）
北部市民交流センター本館（☎464-5726）
まちの活性課（就労支援のみ ☎469-3131）
公益社団法人 泉佐野市人権協会

（☎458-7444）
●第3土曜日 10:00～12:00【予約制】
申込・問合先　その週の月曜日までに人権推
進課へ
◎女性のための電話相談（☎469-7402）
第1～4水曜日 10:00～12:00、13:00～15:00
問合先　いずみさの女性センター
　　　　（☎469-7125）
◎女性の悩みの相談（面接）【予約制】 
相談日・時間は予約時に問い合わせてくださ
い。夜間相談あり
問合先　いずみさの女性センター
　　　　（☎469-7125）
◎経営相談【予約制】 
6～2月の第2・4火曜日
（8・12・2月は第1・3火曜日）
13:00～17:50　消費生活センター
（問合先：まちの活性課 ☎469-3131）
◎消費生活相談
月～金曜日 9:00～16:30
消費生活センター（☎469-2240）

◎心配ごと相談
●月曜日（第4月曜日除く） 13:00～16:00
社会福祉センター 2階相談室
●第4月曜日　シャッピーハウス（佐野公民館隣）
（問合先 ：社会福祉協議会 ☎469-2155）
◎高齢者相談
月～金曜日 8:45～17:15
社会福祉センター 1階（問合先：地域包括支
援センター ☎464-2977 Fax462-5400）
◎障害者相談
月～金曜日 8:45～17:15
社会福祉センター 1階
（問合先：基幹相談支援センター あいと ☎464-
3830 Fax462-5400）
◎高齢者・障害者の権利擁護に関する相談
月～金曜日 8:45～17:15
社会福祉センター 1階
（問合先：泉佐野市権利擁護支援センター【社
会福祉協議会内】 ☎464-2259 Fax462-5400)
◎赤ちゃん相談【予約制】
第3水曜日（8月のみ第5水曜日）
奇数月 9:30～12:00
偶数月 13:00～15:00 
健診センター（問合先：健康推進課）
◎健康相談・栄養相談【予約制】
第3火曜日 9:30～12:00　健康推進課
◎肝炎ウイルス検査【予約制】
第1水曜日（祝日除く） 9:30～10:00
泉佐野保健所（☎462-7703）
◎HIV即日検査（希望者には梅毒即日検査
も実施・匿名可）
第1・3月曜日（祝日除く） 13:00～14:00
泉佐野保健所（☎462-7703）
◎風しん抗体検査【予約制】
第1・3月曜日（祝日除く） 10:00～11:00
泉佐野保健所（☎462-7703）
◎こころの健康相談（アルコール依存症・
認知症含む）【予約制】
月～金曜日（祝日除く） 9:00～17:45
泉佐野保健所（☎462-4600）
◎医療に関する相談
月～金曜日（祝日除く） 9:30～16:00
泉佐野保健所（☎462-7701）　

◎司法書士総合相談【予約制】
水曜日 13:30～16:30　消費生活センター
申込　大阪司法書士会（☎06-6943-6099）
受付　月～金曜日 10:00～16:00
◎行政書士相談【予約制】
第4金曜日 13:00～16:00　市役所1階相談室
申込　大阪府行政書士会泉州支部
　　　（☎483-7373）
◎税務相談
第3水曜日（2・3月除く） 13:00～16:00
市役所1階相談室（問合先：税務課）
◎国保夜間納付相談
第3木曜日（祝日除く） 17:30～20:00　
国保年金課
◎後期高齢者医療保険料納付相談
第3木曜日（祝日除く） 17:30～20:00　
国保年金課
◎家庭児童相談（☎463-1937）
月～金曜日 9:00～17:00
◎子どもフリーダイヤル（ 0120-510-783）
月～金曜日 9:00～17:00
◎育児相談
●月～金曜日 9:00～16:00
泉佐野すえひろ保育園（☎466-5826）
●月～金曜日 10:00～16:00
地域子育て支援センター（☎469-3700）
◎子育て電話相談
鶴原保育園（☎463-0065）
月～金曜日 10:00～16:00
◎母子・父子・寡婦家庭の相談
月～水・金曜日 9:00～17:00　子育て支援課
◎教育相談
●さわやかルーム（☎447-7312）
月～金曜日 10:15～15:30
●シャイン（☎464-8750）
月～金曜日 10:15～15:30
◎身障者相談
第2・4金曜日 13:00～15:00
社会福祉センター2階（問合先：障害福祉総務課）
◎知的障害児（者）よろず相談
第4金曜日 10:00～12:00 
社会福祉センター2階（問合先：障害福祉総務課）

柔
道
整
復
、
は
り
・
き
ゅ
う
・

あ
ん
摩
・
マ
ッ
サ
ー
ジ

　

健
康
保
険
で
受
け
ら
れ
る
ケ
ー
ス

は
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
正
し
く
理
解

し
、
適
切
な
受
診
を
す
る
こ
と
で
医

療
費
の
適
正
化
に
も
つ
な
が
り
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
整
骨
院
・
接
骨
院
で
柔
道
整
復
師

の
施
術
を
受
け
る
と
き

【
健
康
保
険
が
使
え
る
場
合
】

　

骨
折
、
脱
臼
、
打
撲
、
捻
挫
な
ど

（
肉
ば
な
れ
含
む
）※
骨
折
、脱
臼
は
、

緊
急
の
場
合
を
除
き
、
あ
ら
か
じ
め

医
師
の
同
意
が
必
要
で
す
。

【
施
術
を
受
け
る
と
き
の
注
意
】

●
単
な
る
肩
こ
り
、
筋
肉
疲
労
な
ど

に
対
す
る
施
術
は
保
険
の
対
象
に
な

ら
ず
、全
額
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

●
柔
道
整
復
師
が
患
者
に
代
わ
っ
て

保
険
請
求
を
行
う
こ
と
が
認
め
ら
れ

て
い
る
た
め
、
自
己
負
担
を
支
払
う

こ
と
で
施
術
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
施
術
を
受
け
た
と
き
に
は
、

「
療
養
費
支
給
申
請
書
」
の
施
術
箇

所
や
回
数
を
確
認
し
、
署
名
ま
た
は

押
印
し
て
く
だ
さ
い
。

●
保
険
医
療
機
関
（
病
院
、
診
療
所

な
ど
）
で
同
じ
負
傷
な
ど
の
治
療
中

は
、
施
術
を
受
け
て
も
保
険
な
ど
の

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

■
医
師
が
必
要
と
認
め
た
、
は
り
・

き
ゅ
う
・
あ
ん
摩
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
の

施
術
を
受
け
る
と
き

【
健
康
保
険
が
使
え
る
場
合
】

●
は
り
・
き
ゅ
う
…
神
経
痛
、
リ
ウ

マ
チ
、頸
腕
（
け
い
わ
ん
）
症
候
群
、

五
十
肩
、
腰
痛
症
、
頸
椎
（
け
い
つ

い
）
捻
挫
後
遺
症
、
そ
の
他
慢
性
的

な
疼
痛
を
主
症
と
す
る
疾
患

●
あ
ん
摩
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
…
筋
麻
痺
、

筋
萎
縮
、
関
節
拘
縮
な
ど
で
医
療
上

マ
ッ
サ
ー
ジ
を
必
要
と
す
る
症
例

【
施
術
を
受
け
る
と
き
の
注
意
】

●
保
険
の
適
用
に
は
、
あ
ら
か
じ
め

医
師
の
発
行
し
た
同
意
書
ま
た
は
診

断
書
が
必
要
で
す
。

●
単
に
疲
労
回
復
や
慰
安
を
目
的
と
し

た
も
の
や
、
疾
病
予
防
の
た
め
の
マ
ッ

サ
ー
ジ
な
ど
は
保
険
の
対
象
と
な
ら

ず
、
全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

●
保
険
医
療
機
関
（
病
院
、
診
療
所

な
ど
）
で
同
じ
対
象
疾
患
の
治
療
中

は
、
は
り
・
き
ゅ
う
施
術
を
受
け
て

も
保
険
の
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

柔
道
整
復
な
ど
の
施
術
を
受
け

た
と
き
は
、
医
療
費
控
除
の
対
象

と
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
領
収
書

を
受
け
取
り
ま
し
ょ
う
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

問
合
先

●
大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合 
給
付
課
（
☎
06
・

４
７
９
０
・
２
０
３
１
）

●
国
保
年
金
課
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◆子育て支援課・健康推進課◆子育て支援課・健康推進課
（☎463-1212 Fax464-9314）（☎463-1212 Fax464-9314）

◆子どもフリーダイヤル（◆子どもフリーダイヤル（ 0120-510-783）0120-510-783）

市こどもの居場所づくり事業
こども食堂

　みんなと一緒にご飯を食べたり、
宿題をしたり、安らぎを感じられる
ような子どもの居場所を提供します。
日時
●通常の活動…毎週月・水・金曜日 
午後3時～7時
●農業体験「たまねぎを植えよう
（予定）」…11月17日㈯ 午後2時～
4時
場所　うちカフェ
　　　　　（市場東2丁目326-７）
持ち物（農業体験のみ）　水筒、軍
手、帽子
申込・問合先　サードプレイス（中村
☎090-6238-2345 eメール：info
@the3rdplace.jp） 

保育園・認定こども園の遊びの教室と育児相談
 追加募集

　下記の保育園・認定こども園の｢遊びの教室と育児相談｣に空きがありま
す。日ごろ子育てで悩んでいることを、子どもと一緒に遊びながら話し合っ
てみませんか。
日時　来年3月までの指定曜日 午前10時～11時30分
対象　市内在宅の1歳6ヵ月～3歳児と保護者
申込・問合先　保育園・認定こども園に直接または電話で（先着順）

名称 住 所 電話番号 指定曜日 定員

さくらこども園 旭町4-6 464-0828 第1・3木曜日 5組
（予定）

下瓦屋保育園 上瓦屋610-1 463-3359 第3木曜日 20組
上之郷保育園 上之郷1651-1 467-0793 第2月曜日 12組

泉佐野ルーテル保育園 湊3丁目13-11 463-1436 第2・3金曜日
各15組鶴原保育園 鶴原1033 463-0065 第4木曜日

泉ヶ丘保育園 鶴原935-3 463-0041 第3火曜日

◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇

国際交流員としての一年を振り返って
問合先　自治振興課

　国際交流員として中国新都区から泉佐野に派遣され10月で1年に
なりました。今年はたくさんのことを学び、日本人、中国人の友達
がたくさんでき、とても幸せです。
　昨年11月、市長と市役所職員に同行し、上海の宝山区で友好都市
交流協定に調印しました。今年

8月、宝山区と泉佐野市は青少年のサッカー交流を行いました。そして文
化、教育、スポーツ、経済交流を行う事を約束しました。サッカーの試
合が終わった後、中国と日本の子どもたちは、言語と国籍が違いますが、
携帯電話や翻訳ソフトウェアを通じて、コミュニケーションを図ってい
ました。私は心からとても嬉しいです。彼らはこれから、中日友好の懸
け橋になってくれることでしょう。

　泉佐野と新都区の友好協定の締
結以来、私たちは毎年、成都音楽
祭に参加しています。これはとて
も良いことだと思います。この祭りは世界的なものであるため、成都
の音楽祭を通して、中国および世界が泉佐野市を知ることになります。
音楽祭に出席する人は成都と中国文化を知ることができます。機会が
あれば、双方にとって多くのビジネスチャンスとなるでしょう。
 　私は日本に来るときに、日本の味に慣れていなかった（中国の食べ
物は脂っこい、日本の食べ物はあっさ

りしている）ため、中国からたくさんの調味料を持ってきました。週末には自
分で料理を作っています。
　最近、日本の運転免許証交付試験に合格し、車を買いました。時々仕事の後

で釣りに行き、日没を眺めて気分が落ち着き、私はとて
も快適に感じます。
　私は新都区と泉佐野市の国際交流員としての機会を与
えていただいたことにとても感謝しています。日中間の
友好のために一生懸命頑張って働いていま
す。同時に、泉佐野と中国の友好都市の交
流促進に努めていきます。

（中国語で「こんにちは」）（中国語で「こんにちは」）
ニイハオ！ニイハオ！你好！你好！

国際交流員 国際交流員 趙 鑑趙 鑑 通信 通信国際交流員 趙 鑑 通信

（中国語で「こんにちは」）

ちょう 　かん

ニイハオ！你好！

今月の中国語
油 （ユウ　二）：脂っこい
清淡（チン　ダン）：あっさりしている
拼命（ピン　 ミン）：一生懸命

▶
国
際
交
流
員
の
趙　

鑑

▲中学生サッカー交流（上海市宝山区）

▲上海の夜景

▲国際友好青年音楽祭（成都市新都区）
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報報情情てて育育子子
泉
州
南
部
初
期
急
病
セ
ン
タ
ー
（
☎
４
６
４
・
６
０
４
０
） 

診
療
科
目
：
小
児
科
・
内
科　
受
付
：
●
木
曜
日
（
小
児
科
の
み
）
…
午
後
７
時
30
分
〜
10
時
30
分 

●
土
曜
日
…
午
後
５
時
30
分
〜
８
時
30
分 

●
日
曜
日
、
祝
・
休
日
…
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分
、
午
後
０
時
30
分
〜
４
時
30
分 

栄養相談 (予約制）
　離乳食完成までの子どもの食事
について個別相談ができます。
日時　11月21日㈬ 午前9時30分
～正午(1人30分)
場所　健診センター

(市役所本庁舎南側)
対象
0歳～1歳6ヵ月の子どもと保護者
定員　5人（先着順）
持ち物　母子健康手帳
 申込・問合先　健康推進課

11月は児童虐待防止推進月間
　　～オレンジリボンキャンペーン

「もしかして」　あなたが救う　小さな手～　　
　「オレンジリボン」はこの運動のシンボルマークです。「子どもに対す
る虐待を防止する」というメッセージが込められています。
　市では少しでも多くの人に関心を持ってもらうために啓発用リーフ
レットおよび啓発物品を配布します。
配付場所　子育て支援課、イオンモール日根野店（11月6日㈫の午前のみ）
【子どもの心や身体が傷つく行為は虐待です】
●身体的虐待…子どもの身体に外傷が生じ、または生じるおそれのある
暴力を加えること。
●性的虐待…子どもにわいせつな行為をすること、または子どもにわい
せつな行為をさせること。
●ネグレクト（育児放棄など）…子どもの心身の正常な発達を妨げるよ
うな著しい減食、または長時間の放置。その他、保護者としての監護を
著しく怠ること。保護者以外の同居人による虐待行為と同様の行為を保
護者が放置すること
●心理的虐待…子どもに対する著しい暴言または著しく拒絶的な対応、
子どもが同居する家庭で配偶者への暴力（DV）を見せるなど子どもに
著しい心理的外傷を与える言動を行うこと。

　虐待を引き起こす要因は様々で、複雑に絡み合っています。親や養育
者が抱える事情がいくつも重なって起こる場合もあります。親や養育者
を支援することで、未然防止や改善につながります。
　虐待と思われる事実を知ったときや相談は下記まで連絡をしてください。
匿名でも可能です。連絡者や連絡内容に関する秘密は守られます。
問合先　
●児童相談所全国共通ダイヤル　189番
●家庭児童相談室（子育て支援課内）☎463-1937（月～金曜日の午前
9時～午後5時〔祝・休日、年末年始を除く〕）

乳児の結核予防接種（BCG）
日時　11月15日㈭
　　　午前9時30分～11時
場所　健診センター

(市役所本庁舎南側)
対象　平成29年11月16日～平成
30年6月16日生まれの乳児
持ち物　予診票、母子健康手帳（忘
れると接種できません）
問合先　健康推進課

毎月19日は「食育の日」
　泉佐野市の特産品「松波キャ
ベツ」「泉だこ」を食べて、「地
産地消」に努めよう。
問合先　健康推進課 

3回食の頃からの
 離乳食講習会（予約制）

　赤ちゃんの身体が急に大きくな
る乳児期後半は、鉄分が不足する
頃です。上手に鉄分を摂れる、手
づかみ食べのメニューを紹介しま
す。
※「スタートの頃から」の次回は
12月実施予定
日時　11月12日㈪ 
　　　午後1時～2時15分
場所　
次世代育成地域交流センター
定員　15人（先着順）
持ち物　母子健康手帳
申込・問合先　健康推進課
※終了後、午後3時まで赤ちゃん相談
会もしています。体重計測が自由に
できます。

保育所（園）
認定こども園（保育）
入所受付は11月11日㈰まで
　日時・場所など、詳しくは広報
10月号をご覧ください。
対象　市内在住の0～5歳児(平成
25年4月2日以降に生まれた未就
学児）
※年度途中（平成31年5月～平成
32年3月）に入所（園）希望の場
合も、受付します。
入所（園）条件　保護者のいずれ
もが働いているか、病気などの理
由で家庭での保育ができない場合
問合先　子育て支援課

０歳児育児教室
時間　午前10時～11時
対象　市内在宅の生後3ヵ月～1歳6ヵ月の子どもと保護者
申込・問合先　各保育所（園）・認定こども園へ直接、または電話で
※毎月申込が必要

名称 電話番号 開催日 定員（先着順）
のぞみこども園 468-8005

来年3月までの第2木曜日 各8組さくらこども園 462-2913
はるかこども園 468-8170
ひかりこども園 465-1447 来年3月までの第2火曜日

各6組下瓦屋保育園 463-3359
来年3月までの第2木曜日

鶴原保育園 463-0065
こども園杉の子 464-0379

来年3月までの第4月曜日 各3組
こども園つばさ 463-3713
こだま保育園 464-2598 来年3月までの第3木曜日 6組
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骨
髄
移
植
等
に
よ
る
定
期
予

防
接
種
ワ
ク
チ
ン
再
接
種
費

用
の
助
成

　

骨
髄
移
植
、
末
梢
血
幹
細
胞
移

植
、
臍
帯
血
移
植
を
受
け
た
人
で
、

そ
の
手
術
後
に
定
期
予
防
接
種
ワ
ク

チ
ン
の
再
接
種
が
必
要
な
人
に
対
し

て
の
接
種
費
用
の
助
成
を
開
始
し
ま

し
た
。

　

助
成
を
希
望
す
る
人
は
、
必
ず
接

種
前
に
健
康
推
進
課
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

対
象　

次
の
①
〜
④
の
全
て
に
該
当

す
る
人

①
骨
髄
移
植
、
末
梢
血
幹
細
胞
移

植
、
臍
帯
血
移
植
に
よ
り
、
接
種
済

の
定
期
予
防
接
種
の
予
防
効
果
が
期

待
で
き
な
い
と
医
師
に
判
断
さ
れ
て

い
る

②
接
種
済
の
定
期
予
防
接
種
の
接
種

回
数
お
よ
び
接
種
間
隔
が
、
予
防
接

種
実
施
規
則
の
規
定
に
よ
る
も
の
で

あ
る

③
予
防
接
種
を
受
け
る
日
に
お
い

て
、
20
歳
未
満
の
人

④
予
防
接
種
を
受
け
る
日
に
お
い

て
、
泉
佐
野
市
に
住
所
を
有
す
る
人

対
象
予
防
接
種　

次
の
①
〜
③
の
全

て
に
該
当
す
る
も
の

①
予
防
接
種
法
第
２
条
第
２
項
で
定

め
ら
れ
た
疾
病
に
か
か
る
も
の
で
あ

る
こ
と

②
使
用
す
る
ワ
ク
チ
ン
が
実
施
規
則

の
規
定
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と

③
平
成
30
年
４
月
１
日
以
降
の
接
種

で
あ
る
こ
と

助
成
金
額　

予
防
接
種
に
か
か
っ
た

費
用　

※
上
限
あ
り

申
請
・
問
合
先　

予
防
接
種
実
施
の

前
に
所
定
の
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
健
康
推
進
課
へ

※
接
種
後
の
助
成
は
で
き
ま
せ
ん
。

な
お
、
す
で
に
今
年
の
４
月
１
日
以

降
に
対
象
と
な
る
予
防
接
種
を
実
施

し
た
人
は
助
成
の
対
象
と
な
り
ま
す

の
で
、
12
月
28
日
㈮
ま
で
に
健
康
推

進
課
へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　

少
産
少
子
化
の
波
は
衰
え
る
気
配
も
な
く
年
々
出
生
数
は
低
下
し
、

２
０
１
７
年
に
生
ま
れ
た
子
ど
も
の
数
は
前
年
よ
り
も
３
万
人
余
り
少
な
い

94
万
６
，
０
６
０
人
と
な
り
、
過
去
最
少
で
し
た
。
２
年
連
続
の
１
０
０
万

人
割
れ
、
３
万
人
超
も
減
る
の
は
12
年
ぶ
り
で
す
。
こ
れ
ま
で
で
最
も
出
生

数
が
多
か
っ
た
１
９
４
９
年
に
は
実
に
２
６
９
万
人
も
の
子
ど
も
が
生
ま
れ

て
い
た
の
で
す
。

　

さ
て
、
そ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
て
、
泉
州
二
次
医
療
圏
の
小
児
医
療
・
保
健
が
ど
の
よ
う
な
事

態
に
陥
っ
て
い
る
か
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
も
知
っ
て
お
い
て
い
た
だ
き
た
い
事
柄
に
つ
い
て
以
下

に
列
挙
し
て
い
き
ま
す
。

①
周
産
期
医
療
…
大
阪
府
南
部
の
周
産
期
医
療
の
中
核
で
あ
る
泉
州
広
域
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
が
、

そ
の
機
能
を
維
持
し
て
い
ま
す
。
た
だ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
が
満
床
の
た
め
、
他
地
域
へ
母
体
搬
送
さ
れ
る

ケ
ー
ス
も
若
干
あ
る
の
で
、
当
該
セ
ン
タ
ー
の
さ
ら
な
る
拡
充
が
必
要
で
、
そ
の
た
め
の
産
科
医
、

新
生
児
科
医
、
眼
科
医
、
助
産
師
、
看
護
師
な
ど
の
数
的
確
保
が
不
可
欠
で
す
。

②
小
児
医
療
…
か
か
り
つ
け
医
の
必
要
性
が
叫
ば
れ
る
中
、
泉
佐
野
泉
南
医
師
会
の
小
児
医
療
に
携

わ
る
医
師
の
高
齢
化
、
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
の
が
こ
の
数
年
の
流
れ
で
す
。
当
院
で
さ
え

小
児
科
医
を
確
保
・
維
持
す
る
の
は
か
な
り
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
状
況
下
で
は
、
子
ど
も

の
病
気
の
重
症
化
を
予
防
す
る
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
抗
生
物
質
は
適
切
に
使
用
し
、
耐

性
菌
の
増
加
を
極
力
防
止
す
る
こ
と
、
予
防
接
種
の
さ
ら
な
る
徹
底
、
な
ど
に
よ
り
子
ど
も
の
入
院

を
減
少
さ
せ
る
事
が
必
要
で
す
。

③
夜
間
休
日
小
児
救
急
…
一
次
救
急
の
主
体
は
、
泉
州
北
部
小
児
初
期
救
急
広
域
セ
ン
タ
ー
と
泉
州

南
部
初
期
急
病
セ
ン
タ
ー
の
２
ヵ
所
で
す
。
二
次
救
急
は
、
泉
州
二
次
医
療
圏
の
７
病
院
に
よ
る
輪

番
体
制
で
維
持
し
て
い
ま
す
。
南
部
の
一
次
救
急
に
参
画
で
き
る
医
師
の
確
保
が
困
難
な
状
況
が
深

刻
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
不
要
・
不
急
の
救
急
受
診
は
で
き
る
限
り
避
け
て
い
た
だ
き
た
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

④
小
児
保
健
…
予
防
接
種
は
、
子
ど
も
た
ち
の
感
染
症
か
ら
そ
の
重
症
化
を
予
防
す
る
点
に
お
い

て
、
極
め
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、
そ
れ
を
実
施
す
る
医
療
機
関
が
減
少
し
て

い
る
こ
と
が
や
は
り
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
同
じ
よ
う
に
、
子
ど
も
た
ち
の
健
全
な
発
育
・
成
長

を
見
守
る
は
ず
の
乳
幼
児
健
診
、
そ
の
健
診
医
の
確
保
も
非
常
に
困
難
な
状
況
な
の
で
す
。

　

以
上
、
大
雑
把
に
泉
州
南
部
の
小
児
医
療
・
保
健
の
現
状
を
述
べ
て
き
ま
し
た
が
、
お
読
み
に
な
っ

て
い
か
が
で
す
か
？
少
産
少
子
化
は
、
そ
の
子
ど
も
た
ち
を
診
る
小
児
科
医
の
減
少
を
も
引
き
起
こ

し
て
い
る
と
い
う
こ
の
現
実
。
す
ぐ
に
改
善
す
る
こ
と
は
難
し
い
で
す
が
、
府
、
市
、
町
、
行
政
の

枠
を
超
え
て
集
約
で
き
る
よ
う
な
小
児
医
療
・
保
健
の
体
制
作
り
が
喫
緊
の
課
題
で
す
。

 

泉
州
二
次
医
療
圏
、
特
に
泉
州
南
部
に
お
け
る
小
児
医
療
の
現
状

周
産
期
セ
ン
タ
ー
新
生
児
医
療
セ
ン
タ
ー
長 

兼 

小
児
科
部
長　

住
田　

裕　

　　　　　　　　　　　　　　　地域の医療連携の中核を担う
りんくう総合医療センター

                                  問合先　地域医療連携室  （☎469-3111 Fax469-7929）

【
お
詫
び
と
訂
正
】
広
報
10
月
号
「
け

ん
こ
う
・
ふ
く
し
」
掲
載
記
事
の
内
容

に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
、

左
記
の
と
お
り
訂
正
い
た
し
ま
す
。

●
16
ペ
ー
ジ
掲
載
「
高
齢
者
肺
炎
球

菌
予
防
接
種
」
の
記
事
中

【
誤
】
19
ペ
ー
ジ
↓
【
正
】
17
ペ
ー
ジ

●
17
ペ
ー
ジ
掲
載
「
高
齢
者
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
」
の
記
事
中

【
誤
】
18
ペ
ー
ジ
↓ 

【
正
】
16
ペ
ー
ジ
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40～ 74歳の国民健康保険加入のみなさんへ
　特定健診は生活習慣病の早期発見だけでなく、治療している人も重症化予防のために受けることができます。
主治医にご相談ください。
受診期間　
①医療機関で受診する場合…来年3月末まで　
②健診センター（市役所本庁舎南側）で受診する場合…Ⓐ来年1月29日㈫・30日㈬
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ⓑ来年2月14日㈭～16日㈯・18日㈪
申込　
①直接、特定健診医療機関（送付する受診券に同封のパンフレットに掲載）へ
②Ⓐ11月1日㈭～12月20日㈭、Ⓑ12月7日㈮～来年1月16日㈬（いずれも日曜日、
祝日、12月29日～来年1月3日除く)の午前8時30分～午後7時に 0120-611-007
（聴覚障害者用Fax072-800-7152）へ
※いずれも受診券が必要です。今年度まだ受診しておらず、受診券がない人は問い
合わせてください。
問合先　
●受診券などに関すること…国保年金課　
●健診内容に関すること…健康推進課

特
定
健
診
と
生
活
習
慣
の
改
善
で
脳
心
血
管
疾
患
を
予
防
し
よ
う
！

昭
和
ま
で
の
日
本
人
は
魚
や
野
菜
を
中
心
と
し
た
質
素
な
食
事
を
と
り
長
時
間
足

で
歩
く
こ
と
で
毎
日
の
生
活
を
続
け
て
い
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
日
本
人
に
は
脳
や

心
臓
の
血
管
が
詰
ま
っ
て
起
こ
る
病
気
、
脳
梗
塞
や
心
筋
梗
塞
に
は
な
か
な
か
な
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
魚
を
食
べ
な
く
な
り
肉
を
食
べ
る
機
会
が
増
え
、
さ
ら

に
炭
水
化
物
・
加
工
食
品
を
多
く
と
り
、
さ
ら
に
自
動
車
で
移
動
し
運
動
量
が
減
り

肥
満
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
血
圧
が
高
く
な
る
高
血
圧
症
・
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
や
中
性
脂
肪
が
上
昇
す
る
高
脂
血
症
（
脂
質
異
常
）
・
血
糖
値
が
上
が
る
糖

尿
病
が
出
現
し
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
な
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
状
態
で
は
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
血
管
の
壁
に
脂
が
た
ま
る
「
動
脈
硬
化
」

が
進
み
、
血
管
が
狭
く
な
っ
た
り
詰
ま
っ
た
り
し
て
脳
梗
塞
・
心
筋
梗
塞
を
起
こ
し

て
生
命
の
危
機
と
な
り
ま
す
。
日
本
人
は
い
ま
、
こ
れ
ら
血
管
の
病
気
が
激
増
し
死

亡
原
因
の
３
分
の
１
に
な
っ
て
い
ま
す
。
高
血
圧
・
高
脂
血
症
（
脂
質
異
常
）
・
糖

尿
病
に
な
っ
て
も
痛
く
も
か
ゆ
く
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
健
康
診
断
を
受
け
る
こ
と
で

発
見
し
て
対
策
を
打
つ
こ
と
は
で
き
ま
す
。
泉
佐
野
市
を
含
め
日
本
で
は
特
定
健
診

を
受
診
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
こ
の
病
気
が
わ
か
り
ま
す
（
40
〜
74
歳
の
国
民
健
康

保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
が
対
象
で
す
）
。
特
定
健
診
で
は
こ
れ
だ
け
で
な
く
不
整

脈
や
肝
機
能
・
腎
機
能
の
障
害
・
貧
血
な
ど
他
の
疾
患
も
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

り
ん
く
う
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
の
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
で
も
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
脳
血
管
の
病
気
を
予
防
す
る
に
は
「
食
事
・
運
動
の
改
善
」
だ
け
で
は
な
く
「
健

康
診
断
」
で
病
気
を
見
つ
け
る
こ
と
も
大
事
で
す
、
ぜ
ひ
特
定
健
診
に
お
越
し
く
だ

さ
い
！

り
ん
く
う
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

 
り
ん
く
う
ウ
ェ
ル
ネ
ス
ケ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー 

セ
ン
タ
ー
長 

兼 

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー 

副
セ
ン
タ
ー
長 

兼 

循
環
器
内
科
部
長　

増
田
大
作

妊
娠
を
希
望
さ
れ
る
女
性
へ

歯
科
健
診
を実

施
し
て
い
ま
す

　

妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
に
対
し

て
、
口
の
中
の
健
康
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
に
実
施
し
ま
す
。

対
象　

健
診
当
日
、
泉
佐
野
市
に
住

民
票
を
有
し
、
妊
娠
を
希
望
す
る
女

性
（
妊
娠
中
・
産
婦
を
除
く
）

回
数　

妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
は
一

生
涯
に
１
回
限
り
（
妊
産
婦
歯
科
健

診
は
受
診
可
）

利
用
方
法　

妊
娠
を
希
望
す
る
女
性

は
、
事
前
に
健
康
推
進
課
に
電
話
ま

た
は
窓
口
で
申
請
し
、
歯
科
健
康
診

査
受
診
票
な
ど
を
受
け
取
り
、
指
定

医
療
機
関
に
事
前
予
約
し
て
く
だ
さ

い
。

自
己
負
担
金　

無
料
（
健
診
の
結

果
、
処
置
や
治
療
が
必
要
な
場
合

は
、
健
康
保
険
診
療
扱
い
と
な
り
自

己
負
担
金
が
か
か
り
ま
す
。
）

 

問
合
先　

健
康
推
進
課

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
る
か
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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学 校 園 紹 介

支
え
あ
い
・
学
び
あ
い
・
響
き
あ
い
「
泉
佐
野
市
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

 　本校では「地域とともに・地域をまきこんで」をテーマ
とした、毎年恒例の取組があります。その一部を紹介します。
【夏ボランティア活動（通称：夏ボラ）】
生徒会が中心となって7月21日㈯・28日㈯に実施しまし
た。21日は第三中学校の校内外の清掃活動を、28日は井
原の里の駅周辺の清掃活動および落書き消しなどを生徒・
教師とともに地域の人も参加して実施しました。両日合わ
せて90人が参加しました。
　また、夏ボラとは別に校区の青
少年指導員会主催の環境浄化活動
（6月17日㈰）にも70人が参加し、
地域・校内の環境浄化活動を行い
ました。
【三中交流会】
　7月22日㈰に校区の青少年指導員さんが中心となって

三中交流会が開催されました。青
少年指導員・子ども・PTA・地域
の人でチームを作り、ソフトバレー
の試合を行いながら、流しそうめ
んを食べるという活動です。気温
が30℃を超えるなか、150人の参

加者は楽しそうに流しそうめんを食べ、ソフトバレーに汗
を流していました。
【あいさつ運動】
　本校では毎週火曜日と金曜日の朝
8時～ 8時30分に民生委員児童委員
さんが「より良い学校づくり」をめ
ざして、校門でのあいさつ運動を実
施しています。

　今後も「地域とともに」を目標に、このような素晴らし
い活動・行事を大切にしていきたいと考えています。

　第三小学校では、たてわり班活動、緑豊かな学校、地域
との交流、ICTを活用した学習の4つを特色にあげ、特認
校として2年目を迎えています。現在の全校児童数は128
人と制度が始まってから児童数は増加傾向にあり（昨年度
98人）、1年生の児童は32人と、他校の1クラスの人数と
ほぼ同様になっています。小規模校の良さを残しながら、
より多くの友だちと出会うことで様々な経験や学びがで
きるよう、日々工夫をしているところです。

学校の特色の中でも地域のみなさ
んには、学校に対して温かく、様々
な場面で一緒に協力していただいて
います。年間を通して、登下校の見
守り活動をしてくださり、子どもた
ちに優しく「おはよう」「おかえり」

と声をかけていただいています。昨今希薄になっていると
危惧される「地域とのつながり」について、この校区では
みなさんのおかげで心配ないかと思うほどです。自分のこ
とを知ってもらい、認めてもらい、守られている。子ども
たちがそう感じられることは、自
信につながり、自分を大切にしよ
うとする感情につながります。自
分を大切と感じることができれば、
他者をも大切と考えることができ
ます。前述したように、子どもた
ち一人ひとりがより多くの友だち
との出会い、それぞれを理解して
尊重するなど、集団としての学習
を積むことで、よりよく社会へ出
るための準備につながります。
これが、本校教育目標の中の具体目標である「あいさ

つをしよう」「やくそくをまもろう」「おもいやりをもとう」
に迫るものの１つであると考え、大切にしています。

問合先
学校教育課

地域とともに!（人と人との繋がりを大切にできる学校）
～第三中学校～

地域に育まれる学校
～第三小学校～

 　

教
育
委
員
会
で
は
、「
授
業
・
保

育
づ
く
り
」や「
人
間
関
係
づ
く
り
」

の
取
組
や
成
果
な
ど
を
発
表
す
る

場
と
し
て
、
ま
た
、
保
護
者
や
市
民

の
人
た
ち
と
教
職
員
が
と
も
に
研

修
で
き
る
場
と
し
て
「
教
育
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
を
、
泉
佐
野
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡

協
議
会
と
協
働
し
て
毎
年
開
催
し

て
い
ま
す
。

　

前
半
の
部
で
は
、「
授
業
・
保
育

づ
く
り
研
究
グ
ル
ー
プ
」
の
取
組

や
児
童
生
徒
の
交
流
に
つ
い
て
発

表
し
ま
す
。「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
力
」
を
育
む
た
め
の
よ
り
よ
い
授

業
・
保
育
づ
く
り
の
研
究
を
２
年
計

画
で
進
め
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
そ

の
２
年
目
で
取
組
の
ま
と
め
を
行

い
ま
す
。

　

続
い
て
、
児
童
生
徒
の
交
流
活
動

と
し
て
夏
季
休
業
中
に
実
施
し
ま

し
た
泉
佐
野
市
少
年
消
防
ク
ラ
ブ

に
よ
る
熊
本
県
宇
土
市
へ
の
被
災

地
訪
問
や
中
学
生
に
よ
る
国
際
交

流
（
モ
ン
ゴ
ル
国
訪
問
）
に
つ
い
て

の
報
告
を
し
ま
す
。
様
々
な
経
験
の

中
で
の
、
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
感

性
と
成
長
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

後
半
の
部
で
は
、
元
大
阪
市
立
大

空
小
学
校
長
の
木
村
泰
子
さ
ん
に

講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
木
村

さ
ん
は
、
大
空
小
学
校
初
代
校
長

と
し
て
、「
み
ん
な
が
つ
く
る 

み
ん

な
の
学
校
」
を
合
言
葉
に
、
す
べ
て

の
子
ど
も
を
多
方
面
か
ら
見
つ
め
、

全
教
職
員
の
チ
ー
ム
力
で
「
す
べ
て

の
子
ど
も
の
学
習
権
を
保
障
す
る

学
校
を
つ
く
る
」
こ
と
に
情
熱
を
注

が
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
学
校
を
外
に

開
き
、
教
職
員
と
子
ど
も
と
と
も
に

地
域
の
人
の
協
力
を
得
て
学
校
運

営
に
あ
た
る
ほ
か
、
特
別
な
支
援
を

必
要
と
す
る
子
ど
も
も
同
じ
教
室

で
と
も
に
学
び
、
育
ち
合
う
教
育
を

具
現
化
さ
れ
ま
し
た
。
２
０
１
５
年

春
、
45
年
間
の
教
職
歴
を
も
っ
て
退

職
し
、
現
在
は
全
国
各
地
で
講
演
活

動
、
取
材
対
応
な
ど
で
多
忙
な
日
々

を
送
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、「
み
ん
な
の
学
校
」
を

運
営
さ
れ
た
経
験
な
ど
を
交
え
、
参

加
者
全
員
が
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
出
来
る
事
を
、
自
分
の
立
ち
位
置

か
ら
考
え
る
機
会
と
な
る
よ
う
、
ご

講
演
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

　

な
お
、
当
日
は
手
話
通
訳
が
あ
り

ま
す
。
一
時
保
育
（
無
料
・
要
予
約
）

希
望
者
は
、
事
前
に
学
校
教
育
課
に

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

 

【
泉
佐
野
市
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
】

日
時　

12
月
21
日
㈮

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜

場
所　

エ
ブ
ノ
泉
の
森 

小
ホ
ー
ル
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い
ず
み
さ
の
昔
と
今 

第
275
回

　

「
蟻
通
神
社
の
信
仰
」

見守リリー▶

南海線「泉佐野」駅前
　　　☎469-2240 

相談はお早めに
　センターへ！！

相談受付
　午前9時～
　　午後4時30分

裁判所からの書面は放置しない！

　

蟻
通
神
社
は
、
長
滝
に
鎮
座
す
る

長
滝
全
体
の
氏
神
で
す
。
か
つ
て
は

長
滝
村
東
南
の
字
蟻
通
に
鎮
座
し
て

い
ま
し
た
が
、
太
平
洋
戦
争
中
の
飛

行
場
建
設
に
伴
う
移
転
に
よ
り
、
現

在
地
に
遷
座
し
て
い
ま
す
。
祭
神
は

大
己
貴
命（
お
お
な
む
ち
の
み
こ
と
）

で
あ
り
、「
和
泉
国
神
名
帳
」
に
は

「
従
五
位
上
有
通
社
」、当
館
蔵
の「
日

根
野
村
絵
図
」（
複
製
）
に
は
「
穴

通
社
」
と
記
さ
れ
る
な
ど
、
社
名
に

違
い
こ
そ
あ
れ
、
長
滝
荘
の
中
心
的

神
社
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
ん
な
蟻
通
神
社
で
す

が
、
中
・
近
世
を
通
じ
て
長
滝
に
住

む
人
々
の
氏
神
的
な
存
在
と
し
て
だ

け
で
は
な
く
、
雨
乞
い
や
文
学
、
和

歌
、
知
恵
の
守
護
神
と
し
て
広
く
信

仰
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
に
は
、
蟻
通
神
社
で
幾

度
か
雨
乞
い
が
行
わ
れ
て
お
り
、
岸

和
田
藩
内
で
も
祈
雨
祈
願
に
霊
験
を

発
揮
す
る
雨
乞
い
の
神
と
し
て
広
く

知
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
長
滝
の

歴
史
書
と
さ
れ
る「
長
滝
古
記
」に
は
、

近
世
初
期
の
蟻
通
神
社
で
の
雨
乞
い

の
様
子
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

に
よ
る
と
、
岸
和
田
藩
領
で
寛
永
８

（
１
６
３
１
）
年
に
大
旱
魃
（
か
ん
ば

つ
）
が
起
こ
り
、
当
時
の
藩
主
松
平

周
防
守
の
命
で
雨
乞
祈
願
の
籤
（
く

じ
）
が
引
か
れ
、
蟻
通
神
社
に
決
ま

▲蟻通神社

り
、
雨
乞
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ

の
際
、
国
中
の
庄
屋
年
寄
衆
が
昼
夜

神
社
に
詰
め
、
乱
舞
し
て
遊
び
暮
れ
、

人
々
は
結
構
な
装
束
で
祈
念
し
た
と

あ
り
、
岸
和
田
藩
レ
ベ
ル
で
の
雨
乞

い
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
近
世
末
期
に
な
る
と
長

滝
村
の
共
同
祈
願
へ
と
変
化
し
ま
す
。

　

展
示
中
の
「
当
宮
境
内
諸
記
」（
蟻

通
神
社
蔵
）に
は
、嘉
永
５（
１
８
５
２
）

年
の
雨
乞
い
の
様
子
が
記
さ
れ
て
お

り
、
雨
乞
い
の
謝
礼
と
し
て
境
内
の

諸
設
備
を
整
備
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。
ま
た
、「
祈
雨
日
記
」

（
同
社
蔵
、
展
示
中
）
は
、
文
久
元

（
１
８
６
１
）
年
の
雨
乞
い
の
様
子
を

詳
細
に
記
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ

る
と
小
路
（
し
ょ
う
じ
）
ご
と
に
昼

夜
参
篭
（
さ
ん
ろ
う
）
を
し
て
祈
雨

し
た
と
こ
ろ
、
降
雨
が
あ
り
、
村
中

で
提
灯
太
鼓
に
よ
る
汐
か
き
や
能
の

奉
納
な
ど
を
行
い
、
感
謝
し
た
と
あ

り
ま
す
。
つ
ま
り
、
近
世
初
期
に
お

け
る
蟻
通
神
社
で
の
雨
乞
い
は
、
岸

和
田
城
主
の
命
を
受
け
て
国
中
の
庄

屋
が
参
篭
す
る
藩
全
体
で
の
も
の
で

し
た
が
、
近
世
末
期
の
雨
乞
い
で
は
、

長
滝
村
一
村
単
位
の
共
同
祈
願
と
し

て
の
雨
乞
い
へ
変
化
し
た
の
で
す
。

　

ま
た
、
蟻
通
神
社
は
、
雨
乞
い
の

神
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
紀
貫
之
や

清
少
納
言
な
ど
の
故
事
、
能
や
謡
曲

「
あ
り
ど
お
し
」
な
ど
の
文
芸
作
品
と

の
関
わ
り
も
深
く
、
室
町
時
代
以
降

に
は
全
国
的
に
そ
の
名
が
知
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
歌
仙
額
の
奉

納
や
、
岸
和
田
藩
主
造
営
の
能
舞
台

で
の
能
の
奉
納
が
行
わ
れ
た
こ
と
は

そ
の
証
拠
と
も
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

雨
乞
い
の
神
と
し
て
の
蟻
通
神
社

は
、
地
域
の
暮
ら
し
に
密
接
に
関
わ

る
と
と
も
に
文
芸
・
芸
能
の
神
と
し

て
も
地
域
の
人
々
か
ら
認
識
さ
れ
て

お
り
、
二
重
の
信
仰
が
あ
っ
た
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。

　

泉
佐
野
市
に
残
る
人
々
の
信
心
の

痕
跡
を
た
ど
る
秋
季
特
別
展
「
祈
り

と
願
い
と
信
仰
と
」
は
、
12
月
23
日

㈷
ま
で
開
催
中
で
す 

。

【
事
例
】

　

30
年
以
上
前
の
借
金
の
こ
と
で
裁

判
所
か
ら
書
面
が
来
て
い
た
が
、
入

院
し
て
い
た
の
で
よ
く
読
ん
で
い
な

か
っ
た
。
最
近
、
裁
判
所
か
ら
普
通

郵
便
が
届
き
、
す
で
に
判
決
が
出
て
、

差
押
え
の
手
続
き
も
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
知
っ
た
。
相
手
の
業
者
名
は
聞

い
た
こ
と
が
な
い
し
、
昔
に
借
金
を

し
て
い
た
話
な
ら
時
効
で
は
な
い
か
。

【
解
説
】

　

消
費
者
金
融
業
者
は
、
過
去
に
合

併
や
商
号
変
更
を
繰
り
返
し
て
い
る

こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。
こ
の
事
例

で
も
過
去
に
取
引
を
し
て
い
た
業
者

だ
と
簡
単
に
は
結
び
つ
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
書
面
を
見
る
と
、
借
金
の
残

額
で
は
な
く
、
30
年
と
い
う
長
期
間

に
発
生
し
た
遅
延
損
害
金
が
主
な
請

求
額
で
し
た
。
例
え
時
効
が
成
立
し

て
い
た
と
し
て
も
、
当
事
者
が
「
時

効
だ
か
ら
支
払
わ
な
い
」
と
意
思
を

示
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
回
の
事
例
で
は
、
気
づ
か
ず
何

も
し
な
か
っ
た
た
め
、
こ
ち
ら
が
支

払
う
と
い
う
判
決
が
確
定
し
て
い
ま

し
た
。

　

も
し
、
裁
判
所
か
ら
の
訴
状
が
送

ら
れ
て
き
た
場
合
は
、
決
し
て
放
置

し
な
い
で
、
書
か
れ
て
い
る
裁
判
所

の
電
話
番
号
な
ど
を
調
べ
て
真
偽
を

確
か
め
ま
し
ょ
う
。
そ
の
訴
状
が
本

物
で
あ
れ
ば
、
提
出
期
限
内
に
答
弁

書
な
ど
を
送
り
、
自
分
の
主
張
を
伝

え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
事

例
の
よ
う
に
「
時
効
だ
か
ら
支
払
わ

な
い
」
と
主
張
す
る
場
合
は
、
法
律

の
専
門
家
に
相
談
す
る
の
が
賢
明
で

す
。
自
己
判
断
で
、
時
効
だ
か
ら
何
も

す
る
必
要
は
な
い
と
決
め
込
ん
で
放

置
す
る
と
、
相
手
方
の
訴
え
が
認
め

ら
れ
て
裁
判
に
負
け
て
し
ま
い
ま
す
。

　

ま
た
、
時
効
に
関
し
て
、
業
者
が

直
接
自
宅
に
訪
問
し
て
き
て
「
千
円

で
も
支
払
っ
て
ほ
し
い
」
な
ど
と
言

わ
れ
て
支
払
っ
て
し
ま
う
と
、
時
効

を
主
張
で
き
な
く
な
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
の
で
、
注
意
が
必
要
で
す
。

身
に
覚
え
が
な
い
こ
と
で
あ
っ
て
も

 

裁
判
所
か
ら
の
書
面
は
放
置
せ
ず
、

必
ず
確
認
し
て
対
応
し
ま
し
ょ
う
。

　

相
談
は
、
早
め
に
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
へ
。
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人
権
の
広
場

じ
ん　

け
ん

ひ
ろ　

 

ば

11
月
12
日
〜
25
日
は

女
性
に
対
す
る
暴
力
を

な
く
す
運
動
期
間

11
月
25
日
は
女
性
に
対
す
る

暴
力
撤
廃
国
際
日

問
合
先　

い
ず
み
さ
の
女
性
セ
ン

タ
ー
（
☎
・
Fax
４
６
９
・
７
１
２
５
）

　

夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、

性
犯
罪
、
セ
ク
ハ
ラ
、
ス
ト
ー
カ
ー

行
為
、
売
買
春
な
ど
の
女
性
に
対
す

る
暴
力
は
、
女
性
の
人
権
を
著
し
く

侵
害
す
る
も
の
で
、
決
し
て
許
さ
れ

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

本
市
で
も
、
男
女
共
同
参
画
社
会
を

形
成
し
て
い
く
う
え
で
克
服
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
重
要
な
課
題
と
し
て

「
第
２
次
い
ず
み
さ
の
男
女
共
同
参
画

行
動
計
画
（
第
２
次
人
ひ
と
プ
ラ
ン
）」

の
基
本
目
標
に
「
あ
ら
ゆ
る
暴
力
の

排
除
」
を
掲
げ
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
運
動
か
ら
、
女
性
を
は
じ
め

あ
ら
ゆ
る
人
に
対
す
る
暴
力
に
つ
い

て
考
え
、
暴
力
の
な
い
社
会
づ
く
り

を
す
す
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

【
パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
は
女
性
に
対
す

る
暴
力
根
絶
運
動
の
シ
ン
ボ
ル
】

　

紫
色
の
リ
ボ
ン
を
身
に
着
け
る
こ

と
で
、
こ
の
運
動
の
趣
旨
へ
の
賛
同

を
表
明
す
る
こ
と
が
で
き
、
暴
力
の

下
に
身
を
置
い
て
い
る
人
々
に
対
し

て「
あ
な
た
は
一
人
で
は
な
い
よ
！
」

と
励
ま
す
メ
ッ

セ
ー
ジ
に
も
な

り
ま
す
。

【
パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
リ
ー
ス

制
作
活
動
へ
の
参
加
者
募
集
！
】

　

い
ず
み
さ
の
女
性
セ
ン
タ
ー
で
は

泉
佐
野
市
人
権
対
策
本
部
の
男
女
共

同
参
画
部
会
や
い
ず
み
さ
の
女
性

セ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（IW

N

）

の
協
力
で
、
パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
リ
ー

ス
を
制
作
し
ま
す
。
パ
ー
プ
ル
リ
ボ

ン
運
動
に
賛
同
し
て
い
た
だ
け
る
人

は
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

11
月
13
日
㈫ 

　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ

ザ
・
カ
ワ
サ
キ
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

定
員　

16
人
（
先
着
順
）

講
師　

山
崎
澄
子
さ
ん

（
ワ
イ
ヤ
ー
ク
ラ
フ
ト
講
師
）

申
込　

い
ず
み
さ
の
女
性
セ
ン
タ
ー

※
受
講
無
料

【
一
人
で
悩
ま
な
い
で
！
】

　

女
性
セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎
週
水
曜

日
（
第
５
週
、
祝
日
除
く
）
に
実
施

し
て
い
る
女
性
の
た
め
の
電
話
相
談

を
行
っ
て
い
ま
す
。
名
前
を
伺
う
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
安
心
し
て

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

専
用
ダ
イ
ヤ
ル 

☎
４
６
９・７
４
０
２

※
秘
密
厳
守
、
相
談
無
料
（
通
話
料

の
み
本
人
負
担
）

　人権擁護委員が
法務大臣表彰を受賞

　10月22日、法務省で開催された法務大
臣表彰式において、当市の人権擁護委員で
ある枡谷昌子さんが、法務大臣表彰を受賞
しました。枡谷さんは、平成19年人権擁
護委員に委嘱され、人権相談や人権啓発活
動に広く積極的に従事するなど、地域にお
ける人権擁護活動に永年努められました。
問合先　人権推進課 

第
66
回
中
学
生
人
権
作
文

コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式

日
時　

12
月
９
日
㈰ 

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜

場
所　

阿
倍
野
区
民
セ
ン
タ
ー 

小

ホ
ー
ル
（
大
阪
市
阿
倍
野
区
阿
倍
野

筋
４
丁
目
19
番
１
１
８
号
）

内
容

●
表
彰
式
…
賞
状
・
副
賞
の
授
与
、

最
優
秀
賞
受
賞
者
本
人
に
よ
る
作
文

朗
読
ほ
か

●
中
学
生
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

…
大
阪
府
内
の
中
学
生
に
よ
る
吹
奏

楽
演
奏
お
よ
び
合
唱

定
員　

３
０
０
人
（
先
着
順
）

問
合
先　

大
阪
法
務
局
人
権
擁
護
部
第
三
課

（
☎
06
・
６
９
４
２・
９
４
９
２
）

※
申
込
不
要
、
入
場
無
料 

11
月
25
日
〜
12
月
１
日
は

犯
罪
被
害
者
週
間

　

犯
罪
被
害
者
や
そ
の
家
族
が
再
び

平
穏
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
な
る
た
め

に
は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
理
解

と
支
援
が
大
切
で
す
。

　

犯
罪
被
害
者
を
思
い
や
る
社
会

へ
、
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

事
件
・
事
故
の
被
害
に
あ
わ
れ
た

人
へ
の
相
談
、
付
添
い
な
ど
の
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。
相
談
・
支
援
は

す
べ
て
無
料
で
す
。（
秘
密
厳
守
）

●
相
談
電
話

☎
06
・
６
７
７
４
・
６
３
６
５

月
〜
金
曜
日
（
祝
日
、
年
末
年
始
を

除
く
） 

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

●
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
・
７
８
３
・
５
５
４

年
末
年
始
を
除
く
午
前
７
時
30
分
〜

午
後
10
時 

※
相
談
電
話
稼
働
中
は
同
電
話
に
自

動
接
続

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.ovsac.jp/

主
催　

大
阪
府
公
安
委
員
会
認
定
犯

罪
被
害
者
等
早
期
援
助
団
体 

認
定

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

大
阪
被
害
者
支
援
ア

ド
ボ
カ
シ
ー
セ
ン
タ
ー

問
合
先　

人
権
推
進
課 
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　　　　　　　　　　　　　　12月4日～10日は人権週間です
泉佐野市人権のつどい

開催日　12月1日㈯
場所　エブノ泉の森 小ホール
時間・内容
●式典…午後1時30分～1時50分
●音楽のつどい…午後1時50分～2時50分
「～よみ うたい～ ビルマの竪琴 音楽による和解」
●発表のつどい…午後3時～4時
「小・中学生人権作品表彰式と優秀作品の発表」
主催　泉佐野市人権を守る市民の会、泉佐野市、泉佐野市教育委員会、公益社団法人 泉佐野市人権協会
問合先　人権推進課
※申込不要、入場無料、手話通訳あり。一時保育（1歳～就学前）あり、希望者は11月22日㈭までに申込要

広　

告

広

告

この広告掲載についてのお問い合わせは、
株式会社 宣成社（☎ 06-6222-6888）へ

●歌（ソプラノ）
髙野久美子さん…東京芸術大学声楽
科卒業。東京オペラプロデュース公
演「蝶々夫人」のタイトルロールで
デビュー。「椿
姫」「ラ・ボエー
ム」「トスカ」
など数々のオペ
ラ公演で主演。
海外でも活躍し
ている。

●ピアノ
浜野千津さん…京都市立芸術大学音
楽学部卒業。1996年MTNA（全米
音楽家協会）コンクールに優勝し、
受賞コンサート
を米国各地で行
う国内外のオー
ケストラや室内
楽の多くのアー
ティストと共演
している。 

●朗読・歌・リラ(竪琴)演奏
田中あつ子さん…東京音楽大学音
楽学科卒業。NHK教育テレビ「ふ
えはうたう」の歌のおねえさんで
デビュー。コン
サートや司会、
ラジオ、CMソ
ングなどで幅広
く活躍中。

「～よみ うたい～ ビルマの竪琴 音楽による和解」…竹山道雄の小説「ビルマの竪琴」は、市川昆監督によ
り1956年と1985年の2回映画化され、中井貴一が演じた主人公の水島上等兵の姿をイメージされる人も多
いと思います。今回は、朗読のために新たに脚本、構成を変え、叙情溢れる語りと「埴生の宿」や「アヴェ・
マリア」「庭の千草」などの名曲を物語に織り交ぜ、感動的に綴ります。戦争の愚かさ、平和の大切さを共
に考えてみませんか。平和を願うメッセージは、今もなお色褪せることなく時代や世代を越え、作品の中に
生きています。

キャスト　　　　　　　　　　
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視
覚
障
害
者
向
け　

対
面
朗
読
サ
ー
ビ
ス　
利
用
に
は
事
前
の
申
込
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・
カ
ワ
サ
キ
中
央
図
書
館
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

【レイクアルスタープラザ・カワサキ中央図書館】
毎週月曜日、29日㈭は休館
開館時間　午前9時30分～午後7時（日曜・祝日は午後5時まで）
☎469-7130 Fax469-7131
【佐野・長南公民館 図書室】
毎週月曜日、3日㈷、23日㈷、29日㈭は休館
利用時間　午前9時30分～午後5時
佐野公民館 図書室 ☎463-6035 長南公民館 図書室 ☎465-1101 
【北部公民館図書室　☎469-5171】
毎週日曜日、3日㈷、23日㈷、29日㈭は休館
利用時間　午前10時30分～午後6時

ステーション名 11月 12月 曜日 時 間（午 後） ステーション名 11月 12月 曜日 時 間（午 後）

末広小学校正門 21日 12日

水

1時00分～2時00分 府営鶴原中央住宅集会所 16日 14日

金

2時10分～3時10分

長滝町会館 21日 12日 2時20分～3時20分 上瓦屋ちびっこ広場 16日 14日 3時30分～4時30分

上大木河原織布前 21日 12日 3時50分～4時30分 大木小学校運動場前 9日 7日 1時10分～2時10分

日根野小学校裏門 14日 5日 1時10分～2時10分 府営長滝住宅集会所 9日 7日 2時40分～3時40分

府営泉ケ丘住宅集会所 14日 5日 2時40分～3時40分 府営佐野台住宅
一斉清掃ゴミ置き場前 17日 8日

土

1時15分～2時15分

佐野台小学校東門 7日
28日 19日 1時25分～2時25分 貝田町会館 17日 8日 2時30分～3時10分

上之郷小学校裏門 8日 6日

木

1時10分～2時10分 新家町会館 17日 8日 3時30分～4時30分

安松町会館 8日 6日 2時30分～3時10分 樫井西町若宮神社境内 24日 15日 1時00分～2時00分

西出町会館 1日
22日 13日 2時20分～3時00分 府営羽倉崎住宅

中央集会所 24日 15日 2時15分～3時15分

府営鶴原北住宅集会所 1日
22日 13日 3時30分～4時30分 湊町会館 24日 15日 3時40分～4時30分

日新小学校南門 2日
30日 21日

金

1時10分～2時10分 羽倉崎実行組合集会所（旧JA
大阪泉州羽倉崎支店）駐車場 10日

1日
22日 1時20分～2時00分

野々地蔵町内会館 2日
30日 21日 2時50分～3時30分 いこらも～る泉佐野

臨時駐車場 10日 1日
22日 2時20分～3時20分

土丸長生会館 2日
30日 21日 3時50分～4時30分 北中ちびっこ広場 10日 1日

22日 3時30分～4時30分

移動図書館 いちょう号巡回表 ※交通事情・天候などにより、遅れたり予定を変更したりする場合があります。

おはなし会
日時　11月21日㈬、12月5日㈬ 
　　　午前11時～11時30分
場所　レイクアルスタープラザ・カ
ワサキ中央図書館 2階視聴覚室
※申込不要、参加無料 みんなでつくるクリスマスツリー

　おりがみでサンタさんを折って、ツ
リーに飾りましょう。完成したツリー
は、中央図書館おはなし室に展示し
ます。おりがみは図書館で用意しま
すので、気軽に参加してください。
日時　12月1日㈯・2日㈰ 
　　　午後2時～2時30分
場所　レイクアルスタープラザ・カ
ワサキ中央図書館 1階おはなし室
※申込不要、参加無料

おやこヨガ
　健康づくりやスキンシップにヨガ
を取り入れて、心も体もリフレッ
シュ＆リラックス！
開催日　11月28日㈬
時間・内容
①なでなでヨーガ・

午前10時～10時45分
②まねまねヨーガ・

午前11時15分～正午
対象

日曜・祝日おはなし会
日時　11月23日㈷ 午後2時～3時
場所　レイクアルスタープラザ・カ
ワサキ中央図書館 2階視聴覚室
定員　50人（先着順）
出演　クローバー
※申込不要、参加無料

土曜子どもシアター
日時　11月10日㈯ 午後2時～
場所　レイクアルスタープラザ・カ
ワサキ中央図書館 2階視聴覚室
内容　「日本の昔ばなし ～笠地蔵～
ほか」（69分）
定員　80人（先着順）
※申込不要、参加無料

はまのゆかワークショップ
　泉佐野市出身の絵本作家 はまの
ゆかさんと一緒に、飛び出す2コマ
絵本をつくりませんか？
日時　11月25日㈰ 
　　　午前10時～11時30分
対象　4歳～小学生の子どもと保護者
※小学5年生以上は子どもだけの参加可
定員　10組（先着順）
場所・申込・問合先　11月6日㈫ 午
前9時30分以降に電話でレイクアルス
タープラザ・カワサキ中央図書館へ
※受講無料

①生後5・6ヵ月のおすわり期～はい
はい期の乳児と保護者
②よちよち期～2歳の乳幼児と保護者
定員　各8組（先着順）
講師　井上照子さん

（認定こどもヨーガ教師）
持ち物　
バスタオル、ふた付きの飲み物
※服装は動きやすいもので
場所・申込・問合先　11月6日㈫ 午
前9時30分以降に電話でレイクアルス
タープラザ・カワサキ中央図書館へ
※受講無料
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文
化
・
教
養

【受付時間】
●レイクアルスタープラザ・カワサキ生涯学習センター、佐野・長南公民館
火～日曜日（祝・休日除く） 午前9時～午後5時
●いずみさの女性センター　火～土曜日（祝・休日除く）午前9時～午後5時15分
●北部・南部市民交流センター本館、北部公民館　月～金曜日（祝・休日除く）午前9時～午後5時
●南部市民交流センター青少年センター　月～金曜日（祝・休日除く）午前9時～午後5時
●レイクアルスタープラザ・カワサキ歴史館いずみさの
火～日曜日（祝日除く。月曜日が祝日の場合は、月曜日と火曜日が休館）午前9時～午後5時
●J:COM末広体育館（市民総合体育館）　
火～日曜日（祝日除く。日・月曜日が祝日の場合、火曜日は受付不可） 午前9時～午後5時15分

※祝日の開館状況は各施設に問い合わせてください。
　また、身体の障害などにより、配慮が必要な場合は申込時にお知らせください。

イベ
ント

イベ
ント

イン
フォ

イン
フォ

  メー
ショ
ン

  メー
ショ
ンイベ

ント
イベ
ント

イン
フォ

イン
フォ

  メー
ショ
ン

  メー
ショ
ンイベ

ント

イン
フォ

  メー
ショ
ン

相　

談

歴　

史

福　

祉

健　

康

そ
の
他

文
化
・
教
養

文
化
・
教
養

北
部
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー 

本
館
・

北
部
公
民
館

☎
４
６
４・
５
７
２
５

Fax
４
６
９・
２
２
８
４

■
北
部
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り

　

模
擬
店
、
ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
作
品

展
示
、
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
作
家
の
作
品
販

売
や
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
お
父
さ
ん
の
た

め
の
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
ヨ
ガ
体
験

な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
体
験
ブ
ー
ス
が
あ

り
ま
す
。
午
後
は
、
講
座
生
の
発
表
、

ク
イ
ズ
大
会
、
豪
華
景
品
が
当
た
る
大

抽
選
会
な
ど
、
み
ん
な
で
楽
し
め
る
催

し
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
気
軽
に
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

開
催
日　

11
月
11
日
㈰

時
間　

模
擬
店
：
午
前
10
時
〜

　
　
　

イ
ベ
ン
ト
：
午
後
１
時
30
分
〜

※
申
込
不
要
、参
加
無
料
。ベ
ビ
ー
マ
ッ

サ
ー
ジ
と
ヨ
ガ
は
、
11
月
８
日
㈭
ま
で

に
申
込
が
必
要 

■
漢
字
検
定
前
対
策
講
座
（
全
５
回
）

　

漢
字
検
定
合
格
に
向
け
て
一
緒
に
勉

強
し
ま
せ
ん
か
。

日
時　

11
月
17
日
㈯
、
12
月
１
日
㈯
・

８
日
㈯
・
22
日
㈯
、
来
年
１
月
５
日
㈯ 

午
後
３
時
30
分
〜
５
時

対
象　

漢
字
検
定
の
受
験
を
考
え
て
い

る
人

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

講
師　

西
願
左
知
子
さ
ん
（
北
部
市
民

■
ロ
ー
ズ
べ
タ
ル
リ
ー
ス

　

真
っ
赤
な
バ
ラ
の
花
び
ら
を
一
枚
一

枚
張
り
付
け
て
い
く
、
お
し
ゃ
れ
な
ク

リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
を
作
り
ま
す
。

日
時　

11
月
20
日
㈫

　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

講
師　

山
中
淳
子
さ
ん

（
ア
ト
リ
エ
ピ
ュ
ア
チ
ャ
イ
ル
ド
主
宰
）

受
講
料　

２
，
２
０
０
円（

材
料
費
含
む
）

持
ち
物　

ま
ち
付
き
持
ち
帰
り
用
袋

（
作
品
は
約
10
×
10
×
35
㎝
）

申
込　

11
月
５
日
㈪
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
受
講
料
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
11
月
13
日
㈫
ま
で

■
自
分
で
焙
煎
し
た
お
い
し
い
コ
ー

ヒ
ー
を
味
わ
い
ま
せ
ん
か

　

家
庭
で
は
難
し
い
と
思
わ
れ
が
ち
の

コ
ー
ヒ
ー
豆
の
焙
煎
の
仕
方
や
美
味
し

い
淹
れ
方
を
体
験
し
、
本
物
の
コ
ー

ヒ
ー
を
味
わ
い
ま
せ
ん
か
？
焙
煎
し
た

コ
ー
ヒ
ー
豆
は
持
ち
帰
っ
て
い
た
だ
き

ま
す
。（
お
菓
子
付
き
）

日
時　

11
月
22
日
㈭

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

16
人
（
先
着
順
）

講
師　

渡
邉
有
子
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

い
っ
ぱ
い
の
コ
ー
ヒ
ー
か
ら
地
球
が
見

え
る
公
認
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

受
講
料　

７
０
０
円
（
材
料
費
含
む
）

持
ち
物　

筆
記
用
具
、
ふ
き
ん

申
込　

11
月
５
日
㈪
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
受
講
料
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
11
月
16
日
㈮
ま
で

■
ア
ー
テ
ィ
フ
ィ
シ
ャ
ル
フ
ラ
ワ
ー
で

つ
く
る
お
し
ゃ
れ
で
華
や
か
な
し
め
縄

づ
く
り

　

綺
麗
で
長
持
ち
す
る
お
し
ゃ
れ
な
し

め
縄
で
玄
関
を
飾
っ
て
、
新
し
い
年
を

迎
え
ま
せ
ん
か
。お
好
み
の
色
や
花
材
・

資
材
を
選
べ
ま
す
。

日
時　

11
月
28
日
㈬

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

講
師　

川
﨑
陽
子
さ
ん
（
北
部
市
民
交

流
セ
ン
タ
ー
本
館
登
録
講
師
）

受
講
料　

２
，７
０
０
円（
材
料
費
含
む
）

■
第
３
回 

日
本
漢
字
能
力
検
定

（
２
〜
10
級
）

日
時　

来
年
１
月
12
日
㈯

　
　
　

午
後
２
時
〜
３
時

※
10
〜
８
級
は
２
時
40
分
ま
で

受
験
料　

10
〜
８
級
１
，
５
０
０
円
、
７

〜
５
級
２
，０
０
０
円
、４
〜
準
２
級
２
，

５
０
０
円
、
２
級
３
，
５
０
０
円

申
込　

11
月
１
日
㈭
以
降
に
受
験
料
を

持
参
し
事
務
室
へ
。
申
込
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
12
月
10
日
㈪
ま
で

持
ち
物　

は
さ
み

申
込　

11
月
６
日
㈫
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
受
講
料
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
11
月
21
日
㈬
ま
で

交
流
セ
ン
タ
ー
本
館
登
録
講
師
）

受
講
料　

１
，
０
０
０
円

持
ち
物　

筆
記
用
具

申
込　

11
月
５
日
㈪
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
受
講
料
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
11
月
14
日
㈬
ま
で 
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文
化
・
教
養

相　

談

歴　

史

福　

祉

健　

康

そ
の
他

※各施設の受付時間は、25ページをご覧ください。

文
化
・
教
養
（
つ
づ
き
）

文
化
・
教
養
（
つ
づ
き
）

 

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・
カ
ワ
サ
キ

 

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
４
６
９・
７
１
２
０

Fax
４
６
９・
７
１
２
１

■
木
版
画
で
年
賀
状
を
作
り
ま
せ
ん
か

　

木
版
画
で
作
る
あ
た
た
か
み
の
あ
る

年
賀
状
作
り
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

日
時　

12
月
１
日
㈯
・
８
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午
（
全
２
回
）

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

※
経
験
の
な
い
人
優
先

講
師　

西
野
勝
美
さ
ん

（
生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
）

材
料
費　

１
，
３
０
０
円

申
込　

11
月
７
日
㈬
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で

■
気
軽
に
は
じ
め
る
「
俳
句
入
門
」

　

講
師
は
、
昭
和
に
活
躍
し
た
俳
人 

水
原
秋
櫻
子
、
山
口
誓
子
、
高
野
素
十

と
合
わ
せ
て
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
４
Ｓ
」

と
呼
ば
れ
た
阿
波
野
青
畝
に
師
事
。
高

浜
虚
子
を
師
系
と
し
て
設
立
し
た
「
か

つ
ら
ぎ
」
の
友
の
会 

会
長
で
す
。

日
時　

11
月
29
日
㈭ 

午
前
10
時
〜
正
午

定
員　

24
人
（
先
着
順
）

講
師　

田
辺
洋
子
さ
ん

（
俳
句
実
作
指
導
者
）

持
ち
物　

筆
記
用
具

■
【
ア
ン
コ
ー
ル
企
画
】
良
い
年
迎
え

よ
う
！
そ
ば
打
ち
体
験
講
座

　

こ
ね
・
の
し
・
切
り
の
作
業
を
実
際

に
体
験
し
ま
す
。
講
師
の
打
っ
た
そ
ば

を
３
種
類
の
食
べ
方
で
試
食
。
自
分
が

打
っ
た
そ
ば
は
講
師
秘
伝
の
出
汁
付
で

持
ち
帰
り
ま
す
。

日
時　

12
月
８
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時
30
分

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

講
師　

北
野
史
夫
さ
ん
（
全
国
麺
類
文

化
地
域
間
交
流
協
議
会
認
定
２
段
）
他

材
料
費　

１
，
８
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
マ
ス

■
お
正
月
飾
り
講
座

　

カ
ラ
フ
ル
で
モ
ダ
ン
な
し
め
縄
（
本

体
３
色
・
畳
へ
り
６
色
か
ら
選
択
）
と
、

可
愛
ら
し
い
コ
ケ
玉
飾
り
（
麦
わ
ら
菊

と
芍
薬
か
ら
選
択
）
の
好
き
な
方
を
選

ん
で
製
作
し
ま
す
。

日
時　

12
月
18
日
㈫

　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

定
員　

24
人
（
先
着
順
）

講
師　

中
林
正
恵
さ
ん
（
ド
ラ
イ
フ
ラ

ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
講
師
）

材
料
費　

１
，
５
０
０
円

持
ち
物　

は
さ
み
、持
ち
帰
り
用
袋（
Ａ

４
サ
イ
ズ
程
度
）

申
込　

11
月
15
日
㈭
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
12
月
８
日
㈯
ま
で

※
一
時
保
育

（
若
干
名
・

先
着
順
）
あ

り
、
希
望
者

は
申
込
時
に

■
大
人
の
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
講
座

〜
生
花
の
ス
ワ
ッ
グ
〜

　

常
緑
樹
の
葉
や
実
も
の
を
使
っ
て
作

り
、
魔
除
け
や
豊
作
を
願
っ
て
玄
関
な

ど
の
ド
ア
に
飾
る
リ
ー
ス
で
す
。
今
年

の
ク
リ
ス
マ
ス
に
は
洗
練
さ
れ
た
リ
ー

ス
を
飾
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

11
月
25
日
㈰

●
午
前
９
時
30
分
〜
10
時
45
分

●
午
前
11
時
〜
午
後
０
時
15
分

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

各
８
人
（
先
着
順
）

講
師　

中
島
知
子
さ
ん

（
フ
ラ
ン
ス
Ｃ
Ｆ
デ
ィ
プ
ロ
マ
）

材
料
費　

１
，
５
０
０
円

※
作
品
は
お
よ
そ
縦
30
㎝
×
横
25
㎝
×

厚
さ
10
㎝

持
ち
物　

花
切
り
は
さ
み
、
持
ち
帰
り

用
袋

申
込　

11
月
６
日
㈫
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
11
月
17
日
㈯
ま
で

※
一
時
保
育
（
若
干
名
・
先
着
順
）
あ

り
、
希
望
者
は
申
込
時
に

■
ペ
ー
パ
ー
フ
ラ
ワ
ー

ア
レ
ン
ジ
フ
レ
ー
ム

〜
手
作
り
を
楽
し
も
う
！
〜

　

イ
ン
テ
リ
ア
に
も
な
る
お
洒
落
な
フ

レ
ー
ム
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

日
時　

11
月
27
日
㈫ 

午
前
10
時
〜
正
午

定
員　

16
人
（
先
着
順
）

講
師　

山
崎
澄
子
さ
ん
（
Ｈ
ｅ
ａ
ｒ
ｔ

工
房
ｃ
ｈ
ａ
‐
ｃ
ｈ
ａ
主
宰
）

材
料
費　

７
０
０
円

※
作
品
は
縦
約
21
㎝
×
横
約
16
㎝

申
込　

11
月
９
日
㈮
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
11
月
21
日
㈬
ま
で
。
材
料
費
納
入

時
に
花
の
色
３
色
（
赤
・
青
・
紫
）
の

中
か
ら
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
一
時
保

育
（
若
干

名
・
先
着

順
）
あ
り
、

希
望
者
は

申
込
時
に

■
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
講
座

〜
ベ
リ
ー
の
タ
ル
ト
〜

　

直
径
約
９
㎝
の
ベ
リ
ー
の
タ
ル
ト
を

３
つ
作
り
ま
す
。
タ
ル
ト
作
り
の
コ
ツ

や
ポ
イ
ン
ト
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

日
時　

12
月
11
日
㈫

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30
分

定
員　

16
人
（
先
着
順
）

講
師　

今
中
梨
恵
さ
ん（
製
菓
衛
生
師
）

材
料
費　

１
，
２
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ふ
き

ん
、
マ
ス
ク
、
手
拭
き
用
タ
オ
ル
、
筆

■
12
月 

様
々
な
感
動
を

あ
な
た
に
届
け
ま
す

　

大
型
紙
芝
居
と
絵
本
の
朗
読
、フ
ル
ー

ト
の
演
奏
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時　

12
月
９
日
㈰ 

午
後
２
時
〜

（
開
場
：
１
時
30
分
）

定
員　

80
人
（
先
着
順
）

出
演　

演
劇
集
団
・
サ
ザ
ン
ボ
イ
ス
、

ゴ
ー
ル
ウ
ェ
イ
フ
ル
ー
ト
ク
ラ
ブ
（
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
登
録
ク
ラ
ブ
）

申
込　

11
月
７
日
㈬
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で

※
観
覧
無
料

申
込　

11
月
６
日
㈫
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で

※
受
講
無
料
。
一
時
保
育
（
若
干
名
・

先
着
順
）
あ
り
、
希
望
者
は
申
込
時
に

ク
、
ふ
き
ん
２
枚
、
筆
記
用
具
、
持
ち

帰
り
用
容
器
（
Ａ
４
サ
イ
ズ
の
簡
易
弁

当
箱
程
度
）、
５
０
０
㎖
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

申
込　

11
月
８
日
㈭
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
12
月
２
日
㈰
ま
で

※
一
時
保
育
（
若
干
名
・
先
着
順
）
あ

り
、
希
望
者
は
申
込
時
に

記
用
具
、
保
冷
剤

申
込　

11
月
14
日
㈬
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
12
月
１
日
㈯
ま
で

※
一
時
保
育
（
若
干
名
・
先
着
順
）
あ

り
、
希
望
者
は
申
込
時
に

※見本と若干異な
ることがあります。

※見本と若干異なる
ことがあります。
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文
化
・
教
養

※各施設の受付時間は、25ページをご覧ください。

文
化
・
教
養
（
つ
づ
き
）

文
化
・
教
養
（
つ
づ
き
）

長
南
公
民
館

☎
４
６
５
・
０
７
８
６

Fax
４
６
５
・
１
１
０
３

佐
野
公
民
館☎

４
６
３・
６
１
８
１

Fax
４
６
９・
２
２
４
３

■
お
掃
除
収
納
基
礎
講
座

〜
ス
ト
レ
ス
の
か
か
ら
な
い

お
掃
除
の
コ
ツ
〜

日
時　

12
月
14
日
㈮ 

午
前
10
時
〜
正
午

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

講
師　

藤
田
眞
由
美
さ
ん

（
お
掃
除
・
収
納
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

持
ち
物　

筆
記
用
具

申
込　

11
月
16
日
㈮
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で

※
受
講
無
料

■
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
を
作
ろ
う

〜
ブ
ッ
シ
ュ
・
ド
・
ノ
エ
ル
〜

日
時　

12
月
４
日
㈫

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

16
人
（
先
着
順
）

講
師　

谷　

由
美
さ
ん

（
生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
）

材
料
費　

１
，
０
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
台
ふ
き
、
食
器

ふ
き
２
枚
、
三
角
巾
、
筆
記
用
具
、
約

15
㎝
の
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
が
入
る
容
器
、

保
冷
剤

申
込　

11
月
９
日
㈮
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
11
月
27
日
㈫
ま
で

■
お
も
て
な
し
料
理

〜
年
末
年
始
の
ホ
ー
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
に

も
使
え
る
レ
シ
ピ
〜

日
時　

12
月
７
日
㈮

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

メ
ニ
ュ
ー　

チ
キ
ン
ソ
テ
ー
の
タ
ル
タ

ル
ソ
ー
ス
、
海
老
と
ホ
タ
テ
の
マ
ス

タ
ー
ド
ソ
ー
ス
、カ
ニ
の
パ
フ
サ
ン
ド
、

フ
ル
ー
ツ
カ
ス
タ
ー
ド

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

16
人
（
先
着
順
）

講
師　

奥
野
文
子
さ
ん

材
料
費　

１
，
０
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
ふ
き
ん
３
枚
、

三
角
巾
、
筆
記
用
具

申
込　

11
月
７
日
㈬
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
11
月
28
日
㈬
ま
で

■
あ
ん
フ
ラ
ワ
ー
ケ
ー
キ
作
り
講
座

　

ジ
ャ
バ
ラ（
柑
橘
類
）の
果
汁
が
入
っ

た
白
あ
ん
ク
リ
ー
ム
で
か
わ
い
い
お
花

を
絞
り
ま
す
。

日
時　

12
月
２
日
㈰

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30
分

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

講
師　

楠
本
美
智
代
さ
ん
（
一
般
社
団

法
人 

日
本
サ
ロ
ネ
ー
ゼ
協
会
認
定
講
師
）

材
料
費　

１
，
５
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ふ
き

ん
、
筆
記
用
具

申
込　

11
月
７
日
㈬
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
11
月
24
日
㈯
ま
で

■
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
と終

活
の
講
座

　

終
活
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
、
遺
言
書

と
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
の
違
い
な
ど

を
紹
介
し
ま
す
。
目
標
が
考
え
ら
れ
る

心
身
共
に
健
康
な
時
期
に
、
大
切
な
家

族
へ
の
連
絡
帳
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

11
月
25
日
㈰

■
手
軽
に
作
ろ
う
ヘ
ル
シ
ー
ご
は
ん
③

〜
塩
味
を
上
手
に
使
い
ま
し
ょ
う
〜

　

季
節
の
食
材
を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
を

作
り
ま
す
。

日
時　

11
月
25
日
㈰

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

メ
ニ
ュ
ー　

塩
鮭
と
し
め
じ
の
ご
は
ん
、

鶏
肉
の
辛
味
ソ
ー
ス
、
か
ぼ
ち
ゃ
サ
ラ

ダ
、
玉
子
と
ワ
カ
メ
の
ス
ー
プ
、
ク
ル

ミ
も
ち

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

16
人
（
先
着
順
）

講
師　

松
尾
登
美
子
さ
ん（

管
理
栄
養
士
）

材
料
費　

８
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ふ
き

ん
、
筆
記
用
具

申
込　

11
月
６
日
㈫
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
11
月
17
日
㈯
ま
で

■
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
ス
タ
イ
ル
で
楽
し
む

「
ク
リ
ス
マ
ス
女
子
会
」

　

料
理
と
テ
ー
ブ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

■
編
み
ぐ
る
み
作
り
（
全
２
回
）

　

来
年
の
幸
せ
の
干
支 

亥
（
い
の
し

し
）
を
か
ぎ
針
編
み
で
作
り
ま
す
。
茶

色
と
白
の
２
色
か
ら
選
ん
で
い
た
だ
き

ま
す
。

日
時　

11
月
30
日
㈮
、
12
月
７
日
㈮

　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

講
師　

田
中
理
恵
さ
ん

（
咲
行
政
書
士
事
務
所
代
表 

行
政
書
士
）

申
込　

11
月
６
日
㈫
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
キ
ャ
ン
セ
ル
は
11
月
17
日
㈯

ま
で

※
受
講
無
料

日
時　

11
月
29
日
㈭

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

メ
ニ
ュ
ー　

カ
ナ
ッ
ペ
、
ア
ヒ
ポ
キ
サ

ラ
ダ
、
生
春
巻
き
、
ご
ぼ
う
の
山
椒
が

け
、
パ
エ
リ
ア
、
タ
ピ
オ
カ
コ
コ
ナ
ッ

ツ
ミ
ル
ク
プ
リ
ン

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

16
人
（
先
着
順
）

講
師　

藤
原
あ
つ
こ
さ
ん

（
長
南
公
民
館
登
録
ク
ラ
ブ
講
師
）

材
料
費　

１
，
０
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ふ
き

ん
、
筆
記
用
具

申
込　

11
月
６
日
㈫
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
11
月
17
日
㈯
ま
で

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

16
人
（
先
着
順
）

講
師　

馬
場
春
美
さ
ん

（
長
南
公
民
館
登
録
ク
ラ
ブ
講
師
）

材
料
費　

６
０
０
円

持
ち
物　

か
ぎ
針
５
号
、
と
じ
針
（
太

め
）、
は
さ
み
、
30
㎝
定
規
、
筆
記
用
具

申
込　

11
月
７
日
㈬
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
11
月
17
日
㈯
ま
で

相　

談

歴　

史

福　

祉

健　

康

そ
の
他
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文
化
・
教
養

各
種
文
化
・
教
養

※各施設の受付時間は、25ページをご覧ください。

■
第
４
２
２
回 

観
の
会

日
時　

11
月
15
日
㈭ 

午
後
３
時
30
分
〜

５
時　

※
毎
月
第
３
木
曜
日
開
催

場
所　

佐
野
公
民
館

テ
ー
マ　

佐
野
の
旧
飛
行
場
と
空
襲

話
す
人　

北
山　

理
さ
ん

問
合
先　

岡
村
（
☎
４
６
４・７
７
２
３
）

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料

文
化
・
教
養
（
つ
づ
き
）

文
化
・
教
養
（
つ
づ
き
）

南
部
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー 

本
館

☎
４
６
６・
１
６
４
１

Fax
４
６
６・
４
７
４
４

■
手
づ
く
り
お
菓
子
の
教
室

「
お
楽
し
み
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
」

　

1
ホ
ー
ル
ず
つ
持
ち
帰
っ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

■
レ
ッ
ツ
・
パ
パ
ク
ッ
キ
ン
グ

「
秋
を
楽
し
む
」

〜
炊
き
込
み
ご
飯
、
こ
れ
で
Ｏ
Ｋ
！
〜

日
時　

11
月
20
日
㈫

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

メ
ニ
ュ
ー　

炊
き
込
み
ご
飯
、
白
身
魚

の
ホ
イ
ル
蒸
し
、
さ
つ
ま
汁
、
茄
子
の

し
ぎ
焼
き
、
三
色
わ
ら
び
餅

対
象　

料
理
や
栄
養
に
関
心
の
あ
る
男
性

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

講
師　

伊
崎
眞
弓
さ
ん
（
栄
養
士
）

材
料
費　

１
，
０
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
マ
ス
ク
、
三
角

巾
、
ふ
き
ん
２
枚
、
筆
記
用
具

申
込　

11
月
６
日
㈫
以
降
に
本
人
が
電

話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

（
一
財
）
泉
佐
野
み
ど
り
推
進
機
構

り
ん
く
う
中
央
公
園

☎
４
６
９・
３
３
３
２

■
癒
さ
れ
w
e
e
k

①
…
午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30
分

②
③
…

●
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

●
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

定
員　

各
12
人
（
先
着
順
）

講
師　

①
後
藤
昭
美
さ
ん（
キ
ャ
ン
デ
ィ
ポ
ム
）

②
砂
田
里
美
さ
ん（
ハ
ー
ト
ル
ー
ジ
ュ
）

③
太
田
知
佳
子
さ
ん

（
ア
ト
リ
エ
フ
ル
ー
ル
）

受
講
料　

各
２
，
５
０
０
円

（
材
料
費
含
む
）

持
ち
物
（
①
③
）　

は
さ
み
、
持
ち
帰

り
用
袋

申
込　

各
開
催
日
の
３
日
前
ま
で

開
催
日

（
11
月
）

講 
座 
名 

①
15
日
㈭
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ラ
ワ
ー

②
16
日
㈮
あ
な
た
の
カ
ラ
ー
は
？

パ
ー
ソ
ナ
ル
カ
ラ
ー

③
20
日
㈫
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー

■
絵
手
紙
教
室

〜
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
と
年
賀
状
〜

日
時　

11
月
19
日
㈪

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

講
師　

前
河
直
子
さ
ん

■
墨
と
筆
に
心
を
癒
さ
れ
る
ひ
と
と
き

　
「
習
字
は
苦
手
」「
字
に
自
信
が
な
い
」

と
い
う
人
で
も
大
丈
夫
で
す
。
学
校
で

習
っ
た
「
習
字
」
と
は
全
く
違
い
、
墨

の
香
り
と
筆
の
や
わ
ら
か
さ
を
楽
し
み

な
が
ら
心
に
浮
か
ぶ
言
葉
を
自
由
に
書

い
て
み
ま
し
ょ
う
。

日
時　

11
月
20
日
㈫ 
午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・

カ
ワ
サ
キ
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

対
象　

女
性

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

講
師　

田
中
妙
子
さ
ん
（
大
阪
心
の
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー 

心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

申
込
・
問
合
先　

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、

い
ず
み
さ
の
女
性
セ
ン
タ
ー
（
☎
・
Fax

■
ｉ
ｃ
ａ
（
泉
佐
野
地
球
交
流
協
会
）

国
際
交
流
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

申
込
・
問
合
先　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

泉
佐
野

地
球
交
流
協
会
（
ｉ
ｃ
ａ
）（
火
〜
土
曜

日 

午
前
10
時
〜
午
後
５
時 

☎
４
２
９
・

９
７
４
１ 

Fax
４
２
９・
９
７
４
２ 

ｅ

メ
ー
ル
：ica@

ica.gr.jp

）

【
ふ
れ
あ
い
交
流
祭
り
】

　

世
界
各
国
か
ら
日
本
語
を
勉
強
す
る

た
め
に
来
日
し
て
い
る
国
際
交
流
基
金

関
西
国
際
セ
ン
タ
ー
研
修
生
と
お
祭
り

気
分
で
交
流
し
ま
し
ょ
う
。

日
時　

11
月
23
日
㈷ 

午
後
１
時
〜
４
時

場
所　

国
際
交
流
基
金
関
西
国
際
セ
ン

タ
ー
（
田
尻
町
り
ん
く
う
ポ
ー
ト
北
３

番
地
の
14
）

内
容　

世
界
の
民
族
衣
装
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
シ
ョ
ー
、
ゆ
る
キ
ャ
ラ
紹
介
、
う
ち

わ
に
好
き
な
字
を
書
い
て
み
よ
う
、
茶

道
、
日
本
の
遊
び
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

紹
介 
ほ
か

 

主
催　

関
西
国
際
セ
ン
タ
ー
研
修
生
交

流
支
援
協
議
会

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料

【
Ｇ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｙ
Ａ
パ
ー
テ
ィ
ー
】

〜
世
界
の
人
と
パ
ー
テ
ィ
ー
し
よ
う
〜

　

泉
州
地
域
に
在
住
ま
た
は
日
本
語
研

修
の
た
め
来
日
し
て
い
る
外
国
の
人
た

ち
と
、立
食
を
し
な
が
ら
歌
や
ダ
ン
ス
、

お
し
ゃ
べ
り
を
し
て
交
流
し
ま
す
。

日
時　

12
月
８
日
㈯ 

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

（
受
付
：
１
時
〜
）

場
所　

南
部
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
本
館

定
員　

１
０
０
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

８
０
０
円

※
軽
食
付
き
（
立
食・ア
ル
コ
ー
ル
な
し
）

申
込　

11
月
27
日
㈫
ま
で

４
６
９
・
７
１
２
５
）
へ

※
受
講
無
料
。
筆
、
墨
、
紙
は
こ
ち
ら

で
用
意
し
ま
す
。
服
装
は
汚
れ
て
も
よ

い
も
の
で
。
一
時
保
育
（
１
歳
〜
就
学

前
）
あ
り
、
希
望
者
は
申
込
時
に
（
11

月
10
日
㈯
ま
で
） 

（
ゆ
ー
も
あ
ー
と
）

受
講
料　

１
，５
０
０
円（
材
料
費
含
む
）

申
込　

11
月
16
日
㈮
ま
で

日
時　

12
月
３
日
㈪ 

午
前
10
時
〜
正
午

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

講
師　

木
村
明
美
さ
ん

材
料
費　

１
，
２
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
マ
ス
ク
、
三
角

巾
、
ふ
き
ん
、
筆
記
用
具
、
持
ち
帰
り

用
容
器

申
込　

11
月
６
日
㈫
以
降
に
本
人
が
電

話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で 

相　

談

歴　

史

福　

祉

健　

康
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文
化
・
教
養

福　

祉

福　

祉

い
ず
み
さ
の

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

☎
４
６
３・
３
５
３
０

　

子
育
て
の
手
助
け
が
必
要
な
と
き
に

備
え
て
、
ぜ
ひ
入
会
登
録
し
て
く
だ
さ

い
。　

※
登
録
無
料

登
録
手
続
場
所　

フ
ァ
ミ
サ
ポ
（
講
座

会
場
）、
子
育
て
支
援
課
、
４
ヵ
月
・

１
歳
６
ヵ
月
健
康
診
査
会
場
（
健
診
セ

ン
タ
ー
）

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ーつ

く
し
ん
ぼ

☎
４
６
９・
０
６
６
０

Fax
４
６
９・
０
６
７
０

■
お
母
さ
ん
の
憩
い
の
場

M
am
m
a caff è

「SO
RRISO

 BEA
TO

」(

ソ
ッ
リ
ー
ソ
・
ベ
ア
ー
ト
：
至

福
の
微
笑)　

　

楽
し
ん
で
子
育
て
、
気
軽
に
参
加
！ 

知
ら
な
い
人
も
一
緒
に
お
茶
す
れ
ば
友

だ
ち
！
子
ど
も
を
つ
れ
て
の
参
加
も
Ｏ

Ｋ
！
子
育
て
の
情
報
提
供
も
行
い
ま
す
。

日
時　

11
月
30
日
㈮

午
前
10
時
〜
午
後
２
時（
出
入
り
自
由
）

場
所　

次
世
代
育
成
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

対
象　

妊
娠
中
・
育
児
中
の
人

参
加
費　

２
０
０
円

（
会
員
１
０
０
円
・
当
日
入
会
可
）

持
ち
物　

弁
当
（
必
要
な
人
）

※
申
込
不
要 

■
親
子
で
楽
し
む
タ
ッ
チ
ケ
ア
＆

手
形
ア
ー
ト

開
催
日　

11
月
29
日
㈭

【
親
子
の
絆
を
深
め
る

ベ
ビ
ー
タ
ッ
チ
ケ
ア
】

時
間　

午
前
10
時
45
分
〜
正
午

対
象　

２
〜
８
ヵ
月
前
後
の
赤
ち
ゃ
ん

と
保
護
者

定
員　

８
組
（
先
着
順
）

参
加
費　

８
０
０
円

（
会
員
６
０
０
円
・
当
日
入
会
可
）

持
ち
物　

バ
ス
タ
オ
ル

【
お
茶
会
】

時
間　

正
午
〜
午
後
１
時
30
分

対
象　

子
育
て
中
の
人

参
加
費　

１
０
０
円
（
茶
菓
子
代
）

※
タ
ッ
チ
ケ
ア
、
手
形
ア
ー
ト
参
加
者

は
無
料
。
必
要
な
人
は
弁
当
持
参
。
参

加
・
出
入
り
自
由
。
身
長
と
体
重
が
自

由
に
計
測
で
き
ま
す
。

【
日
々
の
成
長
を
残
す
、
手
形
ア
ー
ト
】

　

子
ど
も
の
今
こ
の
一
瞬
を
、
手
形
で

可
愛
く
残
し
ま
し
ょ
う
。

時
間  

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

対
象　

就
学
前
の
子
ど
も
と
保
護
者

参
加
費　

８
０
０
円

（
会
員
６
０
０
円
・
当
日
入
会
可
）

い
ず
れ
も

場
所　

次
世
代
育
成
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

講
師　

き
た
が
わ 

ひ
ろ
み 

さ
ん

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

Ｋ
Ａ
Ｆ
認
定
講
師
）

申
込　

11
月
12
日
㈪
以
降
の
午
前
10
時

〜
午
後
４
時
に
電
話
で

■
お
ひ
さ
ま
ク
ラ
ブ
冬
コ
ー
ス

　

安
心
し
て
遊
べ
る
場
を
提
供
し
ま

す
。
親
子
で
い
ろ
ん
な
遊
び
を
し
て
交

流
し
ま
し
ょ
う
。

開
催
日
（
各
全
９
回
）

●
来
年
１
月
８
日
〜
３
月
12
日
の

毎
週
火
曜
日

●
来
年
１
月
９
日
〜
３
月
13
日
の

毎
週
水
曜
日

■
あ
そ
び
の
広
場

〜
ク
リ
ス
マ
ス
飾
り
を
作
ろ
う
〜

日
時　

12
月
７
日
㈮

　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
15
分

場
所　

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・

カ
ワ
サ
キ
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

対
象　

就
学
前
の
子
ど
も
と
保
護
者

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料

■
子
育
て
講
座
「
人
形
劇
」

　

子
ど
も
と
一
緒
に
楽
し
い
人
形
劇
を

観
ま
せ
ん
か
？

日
時　

12
月
３
日
㈪

　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
15
分

場
所　

次
世
代
育
成
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

講
師　

ひ
ま
わ
り
（
元
保
育
士
）

申
込　

11
月
８
日
㈭
以
降
の
平
日
午
前

９
時
〜
午
後
４
時
に
直
接
ま
た
は
電
話
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
で

※
参
加
無
料

時
間　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

対
象　

２
歳
〜
就
学
前
の
子
ど
も
と
保

護
者

定
員　

各
25
組
程
度

申
込　

11
月
29
日
㈭
・
30
日
㈮ 

午
後
１

時
〜
４
時
に
電
話
で

各
種
福
祉

■
第
30
回
清
光
会
バ
ザ
ー

　

地
域
の
み
な
さ
ん
へ
開
か
れ
た
福
祉

施
設
を
目
指
し
、
毎
年
バ
ザ
ー
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
バ
ザ
ー
の
収
益
は
、
利

用
者
の
み
な
さ
ん
の
日
常
生
活
上
の
支

援
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

日
時　

11
月
３
日
㈷ 

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

※
生
鮮
売
り
場
は
午
前
８
時
〜

場
所　

ゆ
か
り
の
里
（
南
海
「
泉
佐
野
」

駅
・
Ｊ
Ｒ
「
日
根
野
」
駅
よ
り
犬
鳴
山

行
き
バ
ス｢

一
土
庄
橋｣

下
車
す
ぐ
）

問
合 

先　

社
会
福
祉
法
人 

清
光
会（
大

木
２
２
４
７
番
地
の
１ 

☎
４
５
９
・
７

６
１
３
）

■
介
護
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
研
修
会

　

社
会
参
加
と
、
自
ら
の
生
き
が
い
・

健
康
づ
く
り
の
た
め
に
、
介
護
施
設
な

ど
で
話
し
相
手
や
行
事
補
助
な
ど
の
活

動
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
さ
の
ぽ
ポ
イ

ン
ト
（
上
限
５
千
ポ
イ
ン
ト
）
が
受
け

取
れ
ま
す
。

日
時　

11
月
22
日
㈭

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

■
介
護
者
家
族
の
つ
ど
い

　

介
護
を
し
て
い
る
人
や
介
護
の
経
験

が
あ
る
人
同
士
が
気
軽
に
つ
ど
い
、
日

ご
ろ
感
じ
て
い
る
介
護
の
思
い
や
不
安

を
、
本
音
で
お
し
ゃ
べ
り
し
て
み
ま
せ

ん
か
？
認
知
症
の
介
護
や
、
介
護
の
情

報
収
集
な
ど
で
お
困
り
の
人
も
気
軽
に

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

11
月
22
日
㈭ 

　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

※
途
中
参
加
・
退
席
可

場
所　

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料
（
飲
み
物
を

１
０
０
円
で
販
売
） 

泉
佐
野
市

　

社
協
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
４
６
４・
２
９
７
７

Fax
４
６
２・
５
４
０
０

場
所　

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容　

介
護
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
に
つ
い

て対
象　

介
護
保
険
の
事
業
対
象
者
、
要

介
護
・
要
支
援
認
定
を
受
け
て
い
な
い

65
歳
以
上
の
市
民

申
込　

11
月
16
日
㈮
ま
で

相　

談

歴　

史

福　

祉

健　

康

そ
の
他
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文
化
・
教
養

福　

祉
（
つ
づ
き
）

福　

祉
（
つ
づ
き
）

■
と
も
い
き

〜
第
16
回
共
に
生
き
る
障
が
い
者
展
〜

　

両
日
と
も
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
実
施

や
も
ず
や
ん
の
登
場
な
ど
、
楽
し
く
学

べ
る
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

開
催
日
・
内
容　

●
11
月
17
日
㈯
…
濱
田
祐
太
郎
さ
ん（
よ

し
も
と
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
エ
ー
ジ
ェ

ン
シ
ー
所
属
）
に
よ
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

■
子
ど
も
の
育
ち
と
大
人
の
役
割

part.3

〜
子
育
て
に
つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う
〜

　

日
常
の
様
々
な
疑
問
や
悩
み
を
出
し

合
っ
て
、
み
ん
な
で
考
え
、
学
ぶ
場
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
参
加
型
講
座
で
す

が
発
言
な
ど
は
し
な
く
て
も
大
丈
夫
で

す
の
で
、気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

■
子
育
て
支
援
講
座

「
南
海
ト
ラ
フ
大
地
震
・

発
生
確
率
80
％ 

先
ず
ど
う
す
る
？
」

　

誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

日
時　

11
月
25
日
㈰

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

場
所　

エ
ブ
ノ
泉
の
森
ホ
ー
ル

 

２
階
会
議
室
（
大
）

■
大
阪
府
立
佐
野
支
援
学
校

「
第
46
回
学
習
発
表
会
」

　

子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
主
役
に

な
っ
て
演
じ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ

さ
い
。

日
時　

12
月
１
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時
50
分

場
所
・
問
合
先　

府
立
佐
野
支
援
学
校

（
☎
４
６
７
・
２
２
５
２
）

※
周
辺
に
駐
車
場
は 

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
集
い

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
・
関
心
の
あ

る
人
は
、
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　

11
月
28
日
㈬

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

場
所　

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

申
込
・
問
合
先　

社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
（
☎
４
６
４
・
２
２
５
９
）

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
開
館
は

平
日
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
で
す
。

■
フ
ァ
ミ
リ
ー
教
室
（
予
約
制
）

　

赤
ち
ゃ
ん
を
迎
え
る
家
族
の
た
め

に
、
助
産
師
に
よ
る
話
や
赤
ち
ゃ
ん
の

お
風
呂
の
入
れ
方
の
実
習
を
し
ま
す
。

日
時　

11
月
18
日
㈰ 

午
後
１
時
〜
４
時

（
受
付
：
午
後
０
時
45
分
〜
）

場
所　

健
診
セ
ン
タ
ー

（
市
役
所
本
庁
舎
南
側
）

定
員　

14
組
（
先
着
順
）

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
飲
み
物
、

タ
オ
ル
、
筆
記
用
具

申
込
・
問
合
先　

健
康
推
進
課

※
受
講
無
料 

■
認
知
症
カ
フ
ェ

【
認
知
症
カ
フ
ェ　

に
こ
ぐ
さ
】

　

認
知
症
の
人
を
介
護
し
て
い
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
情
報
交

換
、
家
族
同
士
の
交
流
の
場
と
し
て
利

用
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。
茶
話
会
形
式

の
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
カ
フ
ェ
で
す
。

日
時　

11
月
９
日
㈮

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

場
所
・
申
込
・
問
合
先　

認
知
症
カ
フ
ェ

に
こ
ぐ
さ
（
鶴
原
２
丁
目
４
番
18
号 

☎

４
５
８・
６
２
３
０
）

※
駐
車
場
あ
り
。
飲
み
物
を
１
０
０
円

で
提
供
し
ま
す
。

【
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ　

つ
む
ぐ
】

　

介
護
の
専
門
職
が
い
る
喫
茶
店
な
の

で
安
心
で
す
。

日
時　

11
月
11
日
㈰ 

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

内
容　

カ
フ
ェ
タ
イ
ム
、
オ
ー
プ
ン
ス

テ
ー
ジ
、
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ 

他

場
所
・
問
合
先　

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ 

つ

む
ぐ
（
羽
倉
崎
３
丁
目
10
番
32
号 

辻
下

☎
０
８
０・５
３
１
１・０
０
１
６
）

※
申
込
不
要
。
飲
み
物（
３
５
０
円
〜
）

な
ど
を
提
供
し
ま
す
。

【
メ
モ
リ
ー
喫
茶　

コ
ス
モ
ス
】

　

ゆ
っ
た
り
ま
っ
た
り
座
談
会
で
す
。

　

３
階
談
話
室
で
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　

11
月
24
日
㈯ 

午
後
１
時
〜
３
時

場
所
・
問
合
先　

介
護
付
き
有
料
老
人

ホ
ー
ム
櫻
苑
（
羽
倉
崎
上
町
３
丁
目
３

番
41
号 

０
１
２
０・０
１
１・０
１
３
）

※
申
込
不
要
。
飲
み
物
（
お
菓
子
付
）

を
１
０
０
円
で
提
供
し
ま
す
。

【
お
し
ゃ
べ
り
広
場　

も
み
の
木
】

　

ど
な
た
で
も
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く

だ
さ
い
。

日
時　

毎
週
月
〜
金
曜
日（
祝
日
除
く
）

　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

場
所
・
問
合
先　

も
み
の
木
の
い
え

（
羽
倉
崎
３
丁
目
８
番
１
号 

☎
０
９
０
・

３
８
７
３
・
１
７
６
９
〔
ヤ
ジ
〕）

※
申
込
不
要
。
飲
み
物
（
お
菓
子
付
）

を
１
０
０
円
で
提
供
し
ま
す
。

●
11
月
18
日
㈰
…
Ｉ
Ｔ
機
器
展
２
０
１

８
・
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
生
活
展 

な
ど

時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

場
所　

国
際
障
害
者
交
流
セ
ン
タ
ー

（
ビ
ッ
グ
・
ア
イ 

泉
北
高
速
鉄
道
「
泉
ケ

丘
」
駅
下
車
２
０
０
ｍ
）

問
合
先　

府
民
お
問
合
せ
セ
ン
タ
ー
ピ

ピ
ッ
と
ラ
イ
ン
（
☎
06
・
６
９
１
０・
８

０
０
１ 

Fax

 

06
・
６
９
１
０
・
８
０
０
５
）

※
申
込
不
要
、
入
場
無
料 

日
時　

12
月
１
日
㈯ 

午
前
10
時
〜
正
午

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

講
師　

木
南
千
枝
さ
ん（
臨
床
心
理
士
）

場
所
・
申
込
・
問
合
先　

11
月
９
日
㈮

以
降
に
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
レ
イ
ク
ア
ル

ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・
カ
ワ
サ
キ
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
（
☎
４
６
９
・
７
１
２
０ 

Fax

４
６
９
・
７
１
２
１
）
へ 

※
受
講
無
料
。
一
時
保
育
（
若
干
名
・

先
着
順
）
あ
り
、
希
望
者
は
申
込
時
に

【
お
詫
び
】

　

広
報
10
月
号
32
ペ
ー
ジ
「
見
た

目
も
か
わ
い
い
！
サ
ク
サ
ク 

ハ
ロ

ウ
ィ
ン
パ
イ
」
の
申
込
・
問
合
先
の

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
に
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
の
で
、
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

講
師　

山
田
尚
幸
さ
ん

（
和
歌
山
地
方
気
象
台 

台
長
）

申
込
・
問
合
先　

11
月
５
日
㈪ 

午
前

９
時
以
降
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

ウ
ィ
ズ
生

活
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
・
Fax
４
６
６
・

１
９
６
３
）
へ

※
受
講
無
料
。
一
時
保
育
あ
り
、
希
望

者
は
申
込
時
に

※各施設の受付時間は、25ページをご覧ください。

相　

談

歴　

史

福　

祉

健　

康

そ
の
他
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文
化
・
教
養

福　

祉
（
つ
づ
き
）

福　

祉
（
つ
づ
き
）

■
社
協
ふ
れ
あ
い
ク
リ
ス
マ
ス
会

日
時　

12
月
15
日
㈯ 

午
後
２
時
〜
４
時

場
所　

エ
ブ
ノ
泉
の
森

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

内
容　

人
形
劇
や
面
白
い
大
道
芸

対
象　

市
内
在
住
で
18
歳
未
満
の
障
害

児
（
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
児
童

お
よ
び
支
援
学
校
・
学
級
の
生
徒
）、

市
子
育
て
支
援
課
・
教
育
委
員
会
の
相

談
に
か
か
わ
る
児
童
、
両
親
の
い
な
い

児
童
、
交
通
遺
児

※
同
伴
者
も
参
加
可

申
込
・
問
合
先　

12
月
７
日
㈮
ま
で
に

泉
佐
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
４
６

４
・
２
２
５
９
）
へ 

■
精
神
保
健
福
祉
講
座

「
精
神
障
が
い
の
あ
る
方
と

共
に
地
域
で
暮
ら
す
、
と
は
」

〜
精
神
障
が
い
の
あ
る
方
へ
の

か
か
わ
り
や
取
組
を
学
ぼ
う
〜

　

精
神
障
害
の
あ
る
人
が
地
域
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
た
め
に
は
何
が
必
要

か
、
大
切
な
視
点
は
何
か
な
ど
を
一
緒

に
考
え
ま
し
ょ
う
。

日
時　

12
月
７
日
㈮ 

午
後
１
時
30
分
〜

場
所　

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

講
師　

松
岡
信
一
郎
さ
ん
（
和
歌
山
市

保
健
所 

こ
こ
ろ
の
健
康
対
策
班 

班
長
）

申
込
・
問
合
先　

11
月
30
日
㈮
ま
で
に

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー 

ル
リ
エ（
☎

０
５
０
・
１
５
５
９
・
０
５
３
１
）
へ

※
受
講
無
料 

相　

談

相　

談

■
泉
南
地
域
労
働
相
談
会

　

解
雇
、
賃
金
不
払
い
、
産
休
・
育
休
、

出
向
・
配
置
転
換
、
有
給
休
暇
、
セ
ク

ハ
ラ
な
ど
、
働
く
な
か
で
の
悩
み
の
相

談
に
、
面
談
で
応
じ
ま
す
。

日
時　

11
月
７
日
㈬

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

場
所　

岸
和
田
市
立
産
業
会
館

（
岸
和
田
市
別
所
町
３
丁
目
13
番
26
号
）

対
象　

府
内
在
住
・
在
勤
者
、
事
業
主

主
催　

泉
南
地
域
労
働
行
政
機
関
運
営
委
員
会

申
込
・
問
合
先　

貝
塚
市
商
工
観
光
課

（
☎
４
３
３
・
７
１
９
３
）

※
相
談
無
料 

■
女
性
の
た
め
の
特
設
法
律
相
談

（
予
約
制
）

　

配
偶
者
・
パ
ー
ト
ナ
ー
な
ど
か
ら
の

暴
力
（
Ｄ
Ｖ
、
ス
ト
ー
カ
ー
、
セ
ク
ハ

ラ
、
性
暴
力
、
性
犯
罪
）
被
害
に
関
す

る
相
談
や
、
離
婚
に
関
す
る
相
談
を
女

性
弁
護
士
が
お
受
け
し
ま
す
。

日
時　

11
月
21
日
㈬ 

午
後
１
時
〜
５
時

※
相
談
時
間
は
１
人
25
分

場
所　

泉
南
市
立
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

１
階
相
談
室
（
泉
南
市
樽
井
９
丁
目
16

番
２
号
）

対
象　

泉
南
市
・
泉
佐
野
市
・
熊
取
町
・

田
尻
町
・
阪
南
市
・
岬
町
に
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
女
性

定
員　

８
人
（
先
着
順
）

■
人
権
週
間
特
設
人
権
・
行
政
相
談

　

12
月
４
日
〜
10
日
は
人
権
週
間
で

す
。
人
権
問
題
や
国
の
行
政
な
ど
に
つ

い
て
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時　

12
月
３
日
㈪

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

場
所　

市
役
所 

２
階
２
０
１
会
議
室

問
合
先　

人
権
推
進
課

※
相
談
無
料

協
賛　

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
大
阪
‐

り
ん
く
う

申
込
・
問
合
先　

11
月
５
日
㈪ 

午
前
９

時
以
降
に
電
話
で
泉
南
市
人
権
推
進
課

（
☎
４
８
０・
２
８
５
５ 

Fax
４
８
２・
０

０
７
５
）
へ

※
相
談
無
料
。
一
時
保
育
（
１
歳
〜
未

就
学
児
）
あ
り
、
希
望
者
は
申
込
時
に

（
11
月
14
日
㈬
ま
で
）

健
康
推
進
課

健　

康

健　

康

■
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
会

（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
）

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
健
康
寿
命
を
延
ば

し
ま
し
ょ
う
！

日
時　

11
月
12
日
㈪

　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
10
時
30
分

※
雨
天
時
は
健
診
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所
本

庁
舎
南
側
）
で
内
容
を
変
更
し
て
実
施

集
合
場
所　

檀
波
羅
公
園（「
松
風
台
西
」

■
は
じ
め
て
み
よ
う
！
健
康
体
操

「
筋
ト
レ
と
有
酸
素
運
動
の

関
連
性
を
知
ろ
う
」

（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
）

日
時　

11
月
30
日
㈮

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

場
所　

健
診
セ
ン
タ
ー

（
市
役
所
本
庁
舎
南
側
）

■
高
脂
血
症
予
防
健
康
教
室（
予
約
制
）

「
知
っ
て
得
す
る
！

悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
中
性
脂
肪
‼
」 

〜
医
学
的
見
地
よ
り

お
役
に
立
つ
情
報
を
お
届
け
し
ま
す
〜

（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
）

日
時　

12
月
13
日
㈭

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　

エ
ブ
ノ
泉
の
森
ホ
ー
ル

会
議
室
（
大
）

対
象　

市
内
在
住
者

定
員　

50
人
（
先
着
順
）

講
師　

上
田
量
也
さ
ん

（
泉
佐
野
泉
南
医
師
会 

医
師
）

持
ち
物　

健
康
手
帳
、
健
康
マ
イ
レ
ー

ジ
カ
ー
ド
（
お
持
ち
の
人
）

申
込　

11
月
９
日
㈮
以
降
に

※
受
講
無
料

■
健
康
フ
ェ
ス
タ

（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
）

日
時　

11
月
24
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所　

い
こ
ら
も
〜
る
泉
佐
野

１
階
特
設
会
場

内
容　

が
ん
検
診（
事
前
予
約
者
の
み
）、

り
ん
く
う
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
医
師
に

よ
る
が
ん
に
関
す
る
講
演
会
、
骨
密
度

測
定
（
整
理
券
配
布
）、
薬
剤
師
に
よ
る

薬
の
相
談
、
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
歯
に

関
す
る
相
談
、
看
護
師
・
栄
養
士
な
ど

に
よ
る
健
康
相
談
、
が
ん
に
関
す
る
相

談 

な
ど

共
催　

泉
州
が
ん
診
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

協
議
会 

乳
が
ん
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

協
力　

り
ん
く
う
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

交
差
点
西
側
）
内
の
広
場

コ
ー
ス　

大
細
利
池
周
回
コ
ー
ス

対
象　

医
師
か
ら
運
動
を
止
め
ら
れ
て

い
な
い
市
民

持
ち
物　

タ
オ
ル
、
飲
料
水

協
力　

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
推
進
員

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料
。
服
装
・
靴

は
運
動
の
で
き
る
も
の
で 

対
象　

医
師
か
ら
運
動
を
止
め
ら
れ
て

い
な
い
市
民

定
員　
20
人（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

※
初
め
て
の
人
優
先

持
ち
物　

タ
オ
ル
、
飲
料
水

申
込　

11
月
５
日
㈪
〜
22
日
㈭
に
電

話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

※
受
講
無
料
。
服
装
は
動
き
や
す
い
も

の
で 

相　

談

歴　

史

福　

祉

健　

康

そ
の
他
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文
化
・
教
養

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

※
11
月
８
日
ま
で
に
白
水
湯
が
復
旧
で

き
な
い
場
合
は
中
止
し
ま
す
の
で
、
事
前

に
高
齢
介
護
課
ま
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

テ
ー
マ　
「
与
一
さ
ん
の
物
忘
れ
」
紙

芝
居
で
楽
し
く
学
べ
ま
す
。

対
象　

65
歳
以
上
の
市
内
在
住
者
と
家
族

問
合
先　

高
齢
介
護
課

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料

健　

康
（
つ
づ
き
）

健　

康
（
つ
づ
き
）

各
種
健
康

り
ん
く
う
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

☎
４
６
９・
３
１
１
１

Fax
４
６
９・
７
９
２
９

■
地
域
健
康
教
室

「
65
歳
か
ら
の
マ
ル
得
健
康
法
！

若
さ
を
保
つ
秘
訣
を
お
伝
え
し
ま
す
」

〜
い
つ
ま
で
も
若
く

健
康
で
い
る
た
め
に
〜

　

泉
佐
野
浴
場
組
合
の
協
力
で
、
健
康

づ
く
り
に
つ
い
て
の
話
な
ど
、
１
回
30

分
程
度
の
教
室
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

教
室
終
了
後
に
は
無
料
で
入
浴
も
で

き
ま
す
（
入
浴
は
任
意
で
す
）。
ぜ
ひ

■
市
民
大
学
健
康
講
座 

11
月
例
会

「
冬
こ
そ
気
を
つ
け
よ
う
！

意
外
に
知
ら
な
い
冬
の
脱
水
」

日
時　

11
月
17
日
㈯ 

午
後
２
時
〜
４
時

場
所　

３
階
大
会
議
室

講
師　

山
田
友
子
（
救
急
看
護
認
定
看

護
師
）、
佐
野
加
緒
里
（
急
性
重
症
患
者

専
門
看
護
師
）、
松
藤
香
織
（
認
知
症

看
護
認
定
看
護
師
）、
樋
口
紀
美
子
（
緩

和
ケ
ア
認
定
看
護
師
）

問
合
先　

地
域
医
療
連
携
室

※
申
込
不
要
、
受
講
無
料

　

11
月
の
生
活
習
慣
病
予
防
教
室
は

休
講
し
ま
す
。

問
合
先　

地
域
医
療
連
携
室

■
Ｎ
ｅ
ｗ
！ 

健
康
サ
ポ
ー
ト
教
室

「
食
欲
の
秋
、
貯
筋
の
秋
」

（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
）

　

全
身
の
筋
力
を
ア
ッ
プ
し
て
、
基
礎

代
謝
も
ア
ッ
プ
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

日
時　

11
月
26
日
㈪ 

午
前
10
時
〜
11
時

対
象　

お
お
む
ね
50
歳
以
上

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

講
師　

堀
田
笑
子
さ
ん

持
ち
物　

タ
オ
ル
、
飲
み
物

場
所
・
申
込
・
問
合
先　

11
月
６
日
㈫

以
降
に
本
人
が
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
南
部

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
本
館
（
☎
４
６
６

・
１
６
４
１ 

Fax
４
６
６・４
７
４
４
）
へ

※
受
講
無
料 

場　所 開催日 時　間

なごみ湯
（笠松1丁目3-23）

11月
1日㈭ 午後2時10分～

白水湯
（鶴原2丁目6-25）

11月
8日㈭

女性：午後2時30分～
男性：午後3時10分～

羽倉崎温泉
（東羽倉崎町6-10）

11月
15日㈭

女性：午後2時30分～
男性：午後3時10分～

※開始10分前より先着順で受付（定員あり）

■
公
益
財
団
法
人 

在
宅
医
療
助
成
勇
美
記
念
財
団
助
成

「
そ
れ
ぞ
れ
の
看
取
り
を
考
え
る

市
民
の
集
い
」

日
時　

11
月
17
日
㈯ 

午
後
２
時
〜
５
時

（
受
付
：
１
時
30
分
〜
）

場
所　

り
ん
く
う
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー 

り
ん
く
う
教
育
研
修
棟
３
階
大
会
議
室

（
り
ん
く
う
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
駐
車

場
隣
）

■
日
常
生
活
の
動
き
を
楽
に
し
よ
う
！

〜
筋
力
に
頼
ら
な
い
効
率
的
な
動
作

で
、
日
常
生
活
が
楽
に
な
っ
て
い
く
〜

　

立
ち
座
り
、
歩
行
、
荷
物
の
持
ち
上

げ
、
介
護
な
ど
に
役
立
ち
ま
す
。

日
時　

11
月
18
日
㈰
・
25
日
㈰

　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午
（
全
２
回
）

場
所　

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・

カ
ワ
サ
キ
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

対
象　

全
回
受
講
で
き
る
人

定
員　

14
人
（
先
着
順
）

講
師　

石
田
泰
史
さ
ん

（
武
術
操
身
法 

遊
武
会 

主
宰
）

持
ち
物　

タ
オ
ル
、
飲
料
水

※
服
装
は
動
き
や
す
い
も
の
で

申
込
・
問
合
先　

11
月
２
日
㈮
以
降
に
電

内
容

●
第
１
部
…
柔
道
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
金
メ

ダ
リ
ス
ト
故 

斉
藤　

仁
さ
ん
の
妻 

三
恵

子
さ
ん
が
語
る
「
夫
を
看
取
っ
て
思
う

こ
と 

〜
本
人
の
思
い
と
家
族
の
思
い
」

ほ
か

●
第
２
部
…
座
談
会
「
が
ん
患
者
の
思

い
、
家
族
の
思
い 

〜
私
た
ち
患
者
や
家

族
は
、
何
を
知
っ
て
い
た
ら
い
い
の
？

そ
し
て
、
医
療
は
患
者
に
ど
う
寄
り
添
っ

て
く
れ
る
の
？
」

定
員　

２
０
０
人
（
先
着
順
）

申
込
・
問
合
先　

電
話
、ｅ
メ
ー
ル
（
氏

名
、
電
話
番
号
、
参
加
人
数
を
記
入
）

で
一
般
社
団
法
人 

ら
ふ
（
蓮
尾 

☎
４

６
８
・
８
３
９
５ 

ｅ
メ
ー
ル
：info@

laugh-sensyu.org

）
へ

※
参
加
無
料 

話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、
い
ず
み
さ
の
女
性
セ
ン

タ
ー
（
☎
・
Fax
４
６
９・
７
１
２
５
）
へ

※
受
講
無
料
。
一
時
保
育
（
１
歳
〜
就

学
前
）
あ
り
、
希
望
者
は
申
込
時
に

（
11
月
10
日
㈯
ま
で
） 歴　

史

歴　

史

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・
カ
ワ
サ
キ

歴
史
館
い
ず
み
さ
の

☎
４
６
９
・
７
１
４
０

Fax
４
６
９
・
７
１
４
１

■
歴
史
学
講
座
宗
教
史
編

（
陰
陽
道
史
概
論
）

【
第
６
回 

鎌
倉
陰
陽
師
参
上
】

開
催
日　

11
月
14
日
㈬

【
第
７
回 

陰
陽
師
大
出
世
】

開
催
日　

11
月
28
日
㈬

■
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
ク
リ
ス
マ
ス
飾
り
を
つ
く
ろ
う
！
」

　

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
飾
り
を
お
家
で
飾
り

ま
し
ょ
う
！

日
時　

11
月
17
日
㈯

　
　
　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

定
員　

16
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

３
０
０
円
（
予
定
）

申
込　

直
接
ま
た
は
電
話
で

※
未
就
学
児
は
保
護
者
同
伴
で

い
ず
れ
も

時
間　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

定
員　

60
人
（
先
着
順
）

講
師　

細
田
慈
人
（
当
館
学
芸
員
）

参
加
費　

２
０
０
円
（
資
料
代
含
む
）

申
込　

直
接
ま
た
は
電
話
で

■
歴
史
学
講
座

「
戦
国
期
の
武
将
と
僧
た
ち
」

〜
第
２
回 

大
和
の
騒
乱
と
筒
井
順
慶
〜

日
時　

11
月
16
日
㈮

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

定
員　

60
人
（
先
着
順
）

講
師　

松
迫　

寿
（
当
館
学
芸
員
）

参
加
費　

２
０
０
円
（
資
料
代
含
む
）

申
込　

直
接
ま
た
は
電
話
で

※各施設の受付時間は、25ページをご覧ください。

相　

談

歴　

史

福　

祉

健　

康

そ
の
他

32広報いずみさの 平成30年11月号

泉佐野市H30.11月号.indb   32 2018/10/22   10:38:55



文
化
・
教
養

※各施設の受付時間は、25ページをご覧ください。

歴　

史
（
つ
づ
き
）

歴　

史
（
つ
づ
き
）

泉
佐
野
ふ
る
さ
と
町
屋
館

（
旧
新
川
家
住
宅
）

☎
Fax
４
６
９・
５
６
７
３

 

■
小
・
中
学
生
の
陶
芸
教
室

〜
シ
ー
サ
ー
を
つ
く
ろ
う
〜

日
時　

11
月
17
日
㈯ 

午
前
10
時
〜
正
午

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

１
，
０
０
０
円

申
込　

11
月
10
日
㈯
・
11
日
㈰
の
午
前

10
時
〜
午
後
４
時

■
お
し
ゃ
れ
に
古
布
展
＆

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

日
時　

11
月
３
日
㈷

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料

■
邦
楽
コ
ン
サ
ー
ト

〜
尺
八
・
琴
・
ギ
タ
ー
〜

　

深
ま
り
ゆ
く
秋
の
ひ
と
時
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

日
時　

11
月
17
日
㈯

　
　
　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

出
演　

邦
楽
グ
ル
ー
プ
「
竹
」

尺
八
：
貴
志
清
一
さ
ん 

ほ
か

琴
：
新
谷
佐
登
美
さ
ん
、
松
阪
由
美
さ
ん

ギ
タ
ー
：
田
中
寛
治
さ
ん

曲
目　

古
典
尺
八
本
曲
「
鶴
の
巣
籠
」

ほ
か
、
琴
尺
八
合
奏
曲
「
故
笳
の
歌
」

ほ
か
、
尺
八
＆
ギ
タ
ー
演
奏
「
風
」
ほ

か
懐
か
し
の
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ

※
申
込
不
要
、
観
覧
無
料

■
恒
例
朝
市

日
時　

11
月
17
日
㈯

　
　
　

午
前
９
時
〜
正
午

■
ふ
ろ
し
き
手
づ
く
り
マ
ー
ケ
ッ
ト

日
時　

11
月
17
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料

■
新
川
家
教
室

●
木
彫
り
教
室
…
11
月
９
日
㈮

　
　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜

●
フ
ル
ー
ト
教
室
…
11
月
15
日
㈭

　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜

●
着
付
教
室
…
11
月
15
日
㈭

　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜

●
仕
舞
・
謡
曲
教
室
…
11
月
20
日
㈫

　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜

※
申
込
は
開
催
日
の
３
日
前
ま
で

各
種
歴
史

■
古
代
・
中
世
の
ム
ラ

〜
湊
遺
跡
の
調
査
か
ら
〜

　

最
新
の
湊
遺
跡
の
発
掘
調
査
結
果
か

ら
、
泉
佐
野
市
に
お
け
る
古
代
〜
中
世

の
集
落
の
変
遷
の
様
子
を
学
び
ま
す
。

日
時　

11
月
30
日
㈮

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

50
人
（
先
着
順
）

講
師　

金
森
奈
保
子
・
貝
川
克
士

（
市 

文
化
財
保
護
課
）

場
所
・
申
込
・
問
合
先　

11
月
６
日
㈫

以
降
に
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
佐
野
公
民
館

（
☎
４
６
３・６
１
８
１ 

Fax
４
６
９・
２
２

４
３
）
へ

※
受
講
無
料 そ

の
他
イ
ベ
ン
ト

そ
の
他
イ
ベ
ン
ト

■
第
31
回 

関
西
矯
正
展

　

刑
務
所
に
つ
い
て
、
み
な
さ
ん
に
広

く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

矯
正
広
報
パ
ネ
ル
展
示
、所
内
見
学
、

刑
務
所
作
業
製
品
の
展
示
即
売
、
各
種

団
体
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
行
わ
れ

ま
す
。
飲
食
コ
ー
ナ
ー
も
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
初
日
に
は
、
登
美
丘
高
校
ダ

ン
ス
部
の
出
演
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

日
時　

11
月
10
日
㈯
・
11
日
㈰ 

午
前

10
時
〜
午
後
４
時
（
11
日
㈰
は
午
前
９

時
30
分
〜
午
後
３
時
） 

■
弓
振
窯
陶
芸
教
室
生
徒
作
品

第
30
回
土
窯
会
展

　

日
根
野
弓
振
窯
（
ゆ
ぶ
り
が
ま
）
で

作
陶
を
続
け
る
土
窯
会
（
ど
よ
う
か
い
）

の
会
員
作
品
展
で
す
。伝
統・オ
ブ
ジ
ェ・

民
芸
調
な
ど
の
様
々
な
手
法
を
凝
ら
し

た
作
品
群
で
す
。

日
時　

11
月
９
日
㈮
〜
11
日
㈰

　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
６
時

※
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で

場
所　

熊
取
交
流
セ
ン
タ
ー 

煉
瓦
館

問
合
先　

弓
振
窯

（
古
谷 

☎
４
６
７
・
０
０
４
３
） 

場
所　

大
阪
刑
務
所
内
特
設
会
場
（
Ｊ

Ｒ
「
堺
市
」
駅
西
口
徒
歩
５
分
、
南
海

「
堺
東
」
駅
北
口
徒
歩
10
分
）

問
合
先　

大
阪
刑
務
所
作
業
部
門
（
☎

０
７
２・
２
３
８
・
８
２
６
９ 

Fax
０
７

２・
２
３
８
・
８
２
８
９
）

※
入
場
無
料

■
泉
佐
野
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会

て
く
て
く
ツ
ア
ー
（
予
約
制
）

【
里
山
を
歩
き
、
泉
佐
野
丘
陵
緑
地
で

竹
工
作
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
】

　

中
世
の
日
根
荘
園
に
思
い
を
馳
せ

て
、
日
根
野
の
寺
社
や
牛
神
さ
ん
を
訪

ね
ま
す
。

日
時　

11
月
17
日
㈯ 

　
　
　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
３
時
頃

※
雨
天
決
行
。
当
日
午
前
７
時
警
報
発

令
時
は
中
止
、
催
行
の
確
認
は
当
日
午

前
７
時
以
降
に
緊
急
連
絡
先
へ

集
合
場
所　

Ｊ
Ｒ
「
日
根
野
」
駅

解
散
場
所　

Ｊ
Ｒ
「
長
滝
」
駅

コ
ー
ス　

集
合
↓
西
上
寺
↓
新
道
出
の

牛
神
↓
府
営
泉
佐
野
丘
陵
緑
地
（
昼
食

と
竹
工
作
）
↓
意
賀
美
神
社
↓
解
散 

（
約
７
㎞
）

【
日
根
荘
国
史
跡

「
土
丸
・
雨
山
城
址
」
へ
登
る
】

　

南
北
朝
時
代
、
城
の
山
と
雨
山
の
頂

上
付
近
に
築
か
れ
、
多
く
の
武
将
が
争

奪
戦
を
繰
り
広
げ
ら
れ
た
と
い
わ
れ
る

「
土
丸
・
雨
山
城
址
」
に
登
り
ま
す
。

城
址
か
ら
は
重
要
文
化
的
景
観
・
日
根

荘
大
木
の
農
村
風
景
や
関
西
国
際
空
港

が
一
望
で
き
ま
す
。

日
時　

12
月
９
日
㈰ 

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
２
時
30
分
頃

※
雨
天
中
止
。
当
日
午
前
７
時
降
水
確
率

が
50
％
以
上
で
中
止
、
催
行
の
確
認
は

当
日
午
前
７
時
以
降
に
緊
急
連
絡
先
へ

集
合
・
解
散
場
所　

南
海
バ
ス
「
東
上
」
バ
ス
停

コ
ー
ス　

集
合
↓
慈
眼
院
・
日
根
神
社

↓
土
丸
・
春
日
神
社
↓
土
丸
登
山
口
↓

土
丸
城
址
↓
月
見
亭
↓
雨
山
城
址 

（
昼

食
）
↓
馬
場
跡
↓
雨
山
登
山
口
↓
解
散

（
約
８
㎞
）

　
い
ず
れ
も

定
員　

50
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

３
０
０
円
、
小
学
生
以
下

１
０
０
円
（
傷
害
保
険
料
・
資
料
代
）

持
ち
物　

弁
当
、
飲
み
物
、
雨
具
、
敷

物
な
ど

申
込
・
問
合
先　

午
前
10
時
〜
午
後
４

時
に
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ｅ
メ
ー
ル
で
泉

佐
野
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
（
☎
４

５
８
・
３
９
０
１ 

Fax
４
１
５
・
１
４
２

７ 

ｅ
メ
ー
ル
：sanonoeem

on@
rinku.zaq.ne.jp 

緊
急
連
絡
先
：
☎

０
８
０
・
３
８
４
９
・
３
９
０
１
）
へ

相　

談

歴　

史

福　

祉

健　

康

そ
の
他
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文
化
・
教
養

そ
の
他
（
つ
づ
き
）

そ
の
他
（
つ
づ
き
）

※各施設の受付時間は、25ページをご覧ください。

■
府
営 

泉
佐
野
丘
陵
緑
地

｢

し
め
縄
づ
く
り
体
験｣

　

正
月
飾
り
に
欠
か
せ
な
い
し
め
縄

を
、
公
園
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
パ
ー
ク
ク

ラ
ブ
」
と
一
緒
に
作
り
ま
す
。
パ
ー
ク

ク
ラ
ブ
が
作
り
方
を
教
え
て
く
れ
る
の

で
、
初
心
者
で
も
大
丈
夫
！
ぜ
ひ
、
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

12
月
２
日
㈰ 

　
　
　

午
後
０
時
50
分
〜
３
時

場
所　

府
営 

泉
佐
野
丘
陵
緑
地

■
泉
佐
野
市
少
年
少
女
合
唱
団

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

日
時　

12
月
８
日
㈯

　
　
　

午
後
２
時
〜
、
午
後
４
時
〜

場
所　

イ
オ
ン
モ
ー
ル
日
根
野

問
合
先　

生
涯
学
習
課

（
☎
４
６
９
・
７
１
３
２
）

※
申
込
不
要
、
観
覧
無
料 

■
韓
国
の
歴
史
・
文
化
講
座
（
全
２
回
）

　

古
代
戦
国
時
代
、
文
字
の
創
成
、
近

現
代
史
ま
で
、
日
韓
友
好
の
一
環
で
開

催
し
ま
す
。

日
時　

11
月
17
日
㈯
、
12
月
１
日
㈯

　
　
　

午
後
２
時
〜
３
時

場
所　

テ
ク
ス
ピ
ア
大
阪

（
泉
大
津
市
旭
町
22
番
地
の
45 
）

定
員　

60
人
（
先
着
順
）

申
込
・
問
合
先　

韓
国
民
団
泉
州
支
部

（
☎
０
７
２
５
・
３
２・
５
４
５
２ 

Fax
０

７
２
５
・
３
２・
５
７
６
９
）

※
受
講
無
料

■
第
33
回

泉
南
地
区
合
唱
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

泉
南
地
区
の
合
唱
団
21
団
体
が
出
演

し
ま
す
。

日
時　

11
月
23
日
㈷ 

午
後
１
時
〜

（
開
場
：
午
後
０
時
30
分
）

場
所　

エ
ブ
ノ
泉
の
森 

大
ホ
ー
ル

主
催　

泉
南
地
区
合
唱
連
盟

問
合
先　

原
（
☎
４
６
５・６
４
４
１
）

※
申
込
不
要
、
観
覧
無
料 

■
佐
野
ウ
イ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

第
11
回
定
期
演
奏
会

　

泉
佐
野
市
で
活
躍
し
て
い
る
吹
奏
楽

団
の
演
奏
会
で
す
。
吹
奏
楽
の
曲
か
ら

み
な
さ
ん
が
知
っ
て
い
る
曲
ま
で
幅
広

く
演
奏
し
ま
す
。

日
時　

11
月
18
日
㈰ 

午
後
２
時
〜

（
開
場
：
１
時
30
分
）

場
所　

エ
ブ
ノ
泉
の
森 

小
ホ
ー
ル

曲
名　

吹
奏
楽
の
為
の
第
２
組
曲（
Ａ
．

■
第
41
回

ワ
ク
ワ
ク
ふ
れ
あ
い
ハ
イ
キ
ン
グ

　

11
月
は
「
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援

強
調
月
間
」「
こ
こ
ろ
の
再
生
府
民
運

動
推
進
月
間
」
で
す
。
み
ん
な
で
気
軽

に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

11
月
18
日
㈰

　
　
　

午
前
８
時
30
分
集
合

集
合
・
解
散
場
所　

佐
野
中
学
校

コ
ー
ス　

集
合
↓
風
の
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド

↓
マ
ー
ブ
ル
ビ
ー
チ
↓
り
ん
く
う
タ
ウ

ン
↓
野
出
町
会
館
↓
第
一
小
学
校
↓
泉

佐
野
ふ
る
さ
と
町
屋
館
↓
り
ん
く
う
北

公
園
↓
松
原
町
会
館
↓
解
散

※
第
一
小
学
校
で
昼
食
を
と
り
ま
す
。

対
象　

中
学
生
以
下
の
市
内
在
住
者

※
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
で

持
ち
物　

水
筒
、
雨
具
、
敷
物
な
ど

※
昼
食
は
青
少
年
指
導
員
が
カ
レ
ー
ラ

イ
ス
を
用
意
し
ま
す
。

主
催　

泉
佐
野
市
青
少
年
指
導
員
連
絡
協
議
会

後
援　

泉
佐
野
市
教
育
委
員
会

申
込　

11
月
６
日
㈫
ま
で
に
各
保
育
園
、

幼
稚
園
、
こ
ど
も
園
、
小
・
中
学
校
ま

た
は
学
校
教
育
課
へ

問
合
先　

泉
佐
野
市
青
少
年
指
導
員
連

絡
協
議
会
事
務
局
（
学
校
教
育
課
）

※
参
加
無
料 

■
第
42
回 

寒
蘭
展
示
会

日
時　

●
11
月
24
日
㈯ 

正
午
〜
午
後
５
時

●
11
月
25
日
㈰ 

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

場
所　

エ
ブ
ノ
泉
の
森
ホ
ー
ル

２
階
特
別
会
議
室

問
合
先　

泉
州
愛
蘭
会

（
池
内 

☎
４
６
２・３
３
７
４
）

※
申
込
不
要
、 

入
場
無
料

■
京
都
大
学
複
合
原
子
力
科
学
研
究
所

「
ア
ト
ム
サ
イ
エ
ン
ス
フ
ェ
ア
講
演
会

２
０
１
８
」

日
時　

11
月
25
日
㈰

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

場
所　

熊
取
交
流
セ
ン
タ
ー（
煉
瓦
館
）

コ
ッ
ト
ン
ホ
ー
ル

内
容　
「
ト
リ
ウ
ム 

〜
魅
力
あ
ふ
れ
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
と
そ
の
基
礎
研
究

〜
」
宇
根
崎
博
信
（
京
都
大
学
複
合
原

子
力
科
学
研
究
所
教
授
）、「
陽
電
子
が

探
る
材
料
の
世
界 

〜
原
子
炉
材
料
か

ら
光
触
媒
材
料
ま
で
〜
」永
井
康
介（
東

北
大
学
金
属
材
料
研
究
所
教
授
） 

対
象　

中
学
生
以
上

定
員　

１
８
０
人
（
先
着
順
）

問
合
先　

京
都
大
学
複
合
原
子
力
科
学

研
究
所
総
務
掛
（
☎
４
５
１
・
２
３
０

０ 

平
日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
）

※
申
込
不
要
、
受
講
無
料
。
詳
し
く
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://w

w
w
.rri.

kyoto-u.ac.jp/public/asf/

）
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

（
上
之
郷
90
番
地
）

※
パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
に
集
合
。
無
料
駐

車
場
あ
り

対
象　

18
歳
以
上

定
員　

８
人（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

参
加
費　

５
０
０
円

申
込
・
問
合
先　

11
月
22
日
㈭
ま
で（
月

曜
日
除
く
）
の
午
前
９
時
30
分
〜
午
後

４
時
（
11
月
22
日
㈭
は
正
午
ま
で
）
に

電
話
で
泉
佐
野
丘
陵
緑
地
パ
ー
ク
セ
ン

タ
ー
（
☎
４
６
７
・
２
４
９
１
）
へ

※
服
装
（
長
袖
・
長
ズ
ボ
ン
推
奨
）
は

汚
れ
て
も
よ
い
も
の
で
。
パ
ー
ク
セ
ン

タ
ー
内
に
飲
み
物
の
自
動
販
売
機
あ
り
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://izum

isano
-kyuryo.jp/

）
か
ら
も
申
込
可

リ
ー
ド
）、
グ
ラ
ン
ブ
ル
フ
ァ
ン
タ

ジ
ー
・
メ
イ
ン
テ
ー
マ 

ほ
か

問
合
先　

上
山
（
☎
０
９
０・７
７
６
３・

２
０
７
４ 

ｅ
メ
ー
ル
：info@

sanow
i

nds.net 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：http://

sanow
inds.net/

）

※
申
込
不
要
、
観
覧 

無
料

相　

談

歴　

史

福　

祉

健　

康

そ
の
他
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くらしの情報掲示板くらしの情報掲示板

シニア向け合同企業説明会
　シニア雇用に積極的な企業（約
20社）と、55歳以上の人を就業
に結びつけることを目的に開催し
ます。気軽に参加してください。
日時　11月8日㈭ 午後1時～4時

（最終受付：3時30分）
場所　エディオンアリーナ大阪 
第二競技場（大阪府立体育会館 
大阪市浪速区難波中3丁目4-36）
問合先　シニア就業促進センター

（☎06-6910-0848）
※申込不要、参加無料、履歴書不要 

事業主のみなさん
労働保険の成立手続きは

お済みですか？
　11月は労働保険適用促進月間
です。労働者を一人でも雇用し
ていれば、労働保険に加入する
必要があります。
問合先
●労災保険について…岸和田労働
基準監督署労災課（☎449-8764）
●雇用保険について…ハローワー
ク泉佐野（☎463-0565）
※大阪労働局ホームページ（htt
p://osaka-roudoukyoku.jsite.
mhlw.go.jp）では、労働保険に
関する詳しい説明や労働基準監
督署、ハローワークの情報を掲
載しています。

2018創業塾
～踏み出そう夢への第一歩～
　独立開業を志す人や新たに事
業を起こしたいと考えている人
を対象に、創業に必要な「経営」
「財務」「人材育成」「販路開拓」
の習得を目的として開催します。
※本セミナーは、「特定創業支援
事業」です。受講者は、岸和田市・
貝塚市・泉佐野市で創業した場
合に支援制度が受けられます。
開催日
11月3日㈷・17日㈯、12月1日㈯・
8日㈯ 午前9時～正午（全4回）
※11月17日のみ午後0時30分終了
定員　20人（先着順）
受講料　5,000円

（消費税・テキスト代含む）
場所・申込・問合先　電話で泉佐
野商工会議所（市場西3丁目2-34 
☎462-3128 Fax463-8780 土・
日曜日、祝日除く）へ 
※開催日程、内容を変更する場合
があります。詳しくはホームペー
ジ（https://www.izumisano-cci.
or.jp）をご覧ください。

第20回 雇用労働講座
～中小企業労働環境向上塾～
日時　12月11日㈫ 
　　　午後1時～4時30分
場所　エブノ泉の森ホール
内容　「人手不足対策 ～雇用の流
動化に伴う働き方改革の視点から
～」品川典久さん（戦略人事コン
サルタント）、「職業性ストレスと
コミュニケーション ～職場環境改
善のために必要な知識とスキル～」
田中健吾さん（大阪経済大学経営
学部 教授）
定員　70人（先着順）
主催　
泉南地域労働行政機関運営委員会
申込・問合先　貝塚市商工観光課
（☎433-7193 Fax423-9760）
※受講無料。詳しくはホームペー
ジをご覧ください。

職業訓練ガイダンス
　ハローワーク泉佐野・岸和田・
泉大津・堺・和歌山の5所合同で
開催します。モノづくり、事務系、
介護などの分野の職業訓練校10
校が一堂に集まり、学校ごとに訓
練内容などについて、直接ご相談
いただけます。会場では車いす
など体験もできる「介護体験コー
ナー」、モノづくりの仕事を検討
されている人向けに「モノづくり
相談コーナー」、和歌山県へのUIJ
ターンを検討されている人向けに
「UIJターン相談コーナー」も併設
します。
　また、事務職や介護職を考えて
いる人向けに「デスクワークのこ
とがいろいろわかるセミナー」「介
護業界セミナー」も開催します。
　気軽に参加してください。
開催日　11月6日㈫
時間・内容
●午後1時～2時・デスクワークの
ことがいろいろわかるセミナー
●午後2時～4時・ガイダンス、
体験、相談コーナー
●午後2時15分～3時15分・介
護セミナー
場所　泉佐野商工会議所

（市場東3丁目2-34）
問合先　ハローワーク泉佐野 職
業相談部門（☎463-0565 部門
コード43＃ ホームページ：http:

障害者就職面接会
　ハローワーク泉佐野・岸和田・
泉大津の3所合同で開催します。
障害者雇用に積極的な企業21社
（予定）が参加します。障害のあ
る人で就職活動中の人、転職を
考えている人は、気軽に参加し
てください。
日時　12月5日㈬ 午後2時～4時
場所　テクスピア大阪 1階大ホー
ル（泉大津市旭町22-45 南海「泉
大津」駅徒歩3分）
問合先　ハローワーク泉佐野 専門
援助部門（☎463-0565 部門コー
ド42＃ ホームページ：http://osa
ka-hellowork.jsite.mhlw.go.jp/
list/sano/） 

//osaka-hellowork.jsite.mhlw.
go.jp/list/sano/） 

出会いの機会創出事業 ミラ イカレッジ泉佐野
～結婚支援クリスマス直前スペシャルイベント～

　市主催の独身者限定イベントで、「出会いたい」気持ちを叶えます。
　気軽に参加してください。
日時　12月15日㈯ 午後5時～8時30分（受付：4時30分～）
場所　ホテル日航関西空港11階「ジェットストリーム」
内容　第一印象を高める秘訣セミナー、ミニお見合いタイム、ディナー
＆交流フリータイム
対象　市内在住・在勤または泉佐野市での暮らしに
興味がある20～45歳の独身男女
定員　男女各20人（先着順）
参加費　2,000円
申込　11月5日㈪正午以降に「ミライカレッジ泉佐
野」公式ページ（http://miraicollege.jp/izumisa
no）からインターネットで
問合先　子育て支援課
◆特典：参加者に地域ポイント「さのぽ」500ポイントを進呈します（市
外の人も持つことができます）。
　イベント当日はカードの発行はしませんので、期限内に当日お渡しす
る「ポイント預かり券」とカード発行申込書を、観光おもてなしプラザ「泉
佐野まち処」に持参してください。「さのぽ」について詳しくは、さのぽホー
ムページ（https://sanopo.com）などをご覧ください。
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泉佐野市社会福祉協議会
善意銀行（9月受付分）

●10万円…人生道場

中小企業のための
サイバーセキュリティ・

セミナー
　取引先のメールアドレス1つに
しても大事な情報で、漏えいすれ
ば会社の信頼を大きく損なうこと
になります。セキュリティに対す
る意識を高め、会社の大切な情報
を守りましょう。パソコンがウイ
ルスに感染する様子を実際にご覧
いただくなど、警察関係者がわか
りやすく解説しますので、イン
ターネットやセキュリティ対策に
詳しくない経営者の人もぜひ参加
してください。
日時　11月21日㈬ 午後2時～4時
場所　岸和田市立福祉総合セン
ター 3階大会議室
内容　ウイルス感染の実演を交
えたサイバー空間における脅威
の現状、知っておきたいサイバー
セキュリティ対策
対象　中小企業関係者
定員　80人（先着順）
講師　大阪府警察本部ほか
申込　会社名、住所、参加者名、
電話番号、FAX番号を記入し、
FAXまたはeメールで岸和田市産
業政策課（商工振興担当 Fax423-
6925 eメール：sangyo@city.ki
shiwada.osaka.jp）へ
問合先　まちの活性課

（☎469-3131）

12月9日㈰開催
社協チャリティーバザー
～物品の提供にご協力を～

　チャリティーバザーで販売す
る物品（日用品、食料品、衣料
品など新品に限る）の提供にご
協力ください。収益金は市民の
福祉活動に活用します。
受付期間　11月30日㈮まで
場所・物品受付・問合先
泉佐野市社会福祉協議会

（☎464- 2259）

サンタの宅配便
～素敵な夢をプレゼント～

　事前にお預かりしたクリスマ
スプレゼントを、サンタクロー
スに扮した青年団員がお家へお
届けします。
日時　12月23日㈷ 
　　　午後6時～9時頃
対象　中学生以下の市内在住者
定員　30家族

（申込者多数の場合は抽選）
費用　子ども1人につき500円
申込・問合先　11月23日㈷（必着）
までに、往復ハガキの往信用に①
保護者氏名（ふりがな） ②住所 ③
電話番号（携帯電話番号）・携帯メー
ルアドレス ④配達を希望する子ど
もの氏名（ふりがな） ⑤年齢 ⑥性
別を、返信用に①住所 ②氏名を記
入し、〠598-0001 上瓦屋610-3
泉佐野市青年団協議会事務局（青
少年課内 ☎469-1106）へ
※結果は返信ハガキでお知らせ
します。当選された人は12月14
日㈮までにプレゼントを泉佐野
市青年団協議会事務局までお持
ちください。 

合同就職面接会 出展企業
　市が開催する、就職を希望す
る人を対象にした「合同就職面
接会」に、求人企業として出展
してもらえる企業を募集します。
【合同就職面接会】
日時　来年1月19日㈯ 
　　　午後1時～4時
場所　エブノ泉の森ホール
出展申込・問合先　11月30日㈮
までに、まちの活性課（☎469-
3131）へ
※出展無料。連絡をいただければ、
出展について説明させていただき
ます。 

泉州発！
大阪府下最大級の酒蔵祭り
　この秋、できたての新酒や地元
食材を使ったグルメ屋台などが楽
しめる「北庄司酒造店」主催の第
15回「秋の酒蔵祭り」が開催さ
れます。
　蔵人が丹精こめて造りあげた新
酒が勢ぞろいします。また、酒蔵2
階「蔵しっくホール」や屋外ステー
ジでは、ミュージックイベントな
どが行われます。みなさんのお越
しを蔵人一同お待ちしています。
日時　11月23日㈷
　　　午前10時～午後4時
※雨天決行
場所・問合先　北庄司酒造店
（日根野3173 ☎468-0850 JR「日
根野」駅から徒歩約15分） 

「Sマーク登録店」を
ご存知ですか

　理容店、美容店、ク
リーニング店、めん類
飲食店、一般飲食店で、
厚生労働大臣の認可
を受けたSマーク登録店は、次の
ことを正しく表示している信頼で
きるお店です。
●事故が発生した場合の賠償保険
●施設の設備の内容
●仕事やサービスの内容
問合先　
（公財）大阪府生活衛生営業指導
センター（☎06-6943-5603）
※詳しくは問い合わせてください。 

くらしの情報掲示板くらしの情報掲示板

泉佐野市農業祭
　市内農家が丹精込めて作った農
産物の展示や即売、模擬店などを
行います。全国の特産品相互取扱
協定締結自治体も出店しますの
で、ぜひお越しください。
日時　12月1日㈯
　　　午前10時～午後3時
場所　レイクアルスタープラザ・
カワサキ広場（泉の森広場）
問合先　農林水産課、JA大阪泉州
中部営農センター（☎458-3434）
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この広告掲載についてのお問い合わせは、
合同会社 IM総合企画（☎ 072-242-7997）へ

広　

告

広　

告

採用・募集採用・募集

防衛省 自衛官
【高等工科学校生徒】
●国家公務員の身分と待遇
・期末手当年2回
・週休2日制、祝日、年末年始休
暇など
・被服類、寝具、食事、宿舎費は
無料
●提携する通信制高等学校（神奈
川県立横浜修悠館高等学校）に編
入学し、生徒課程修了時に高等学
校の卒業資格を取得可
●「学び」が仕事
・中堅技術者養成、将来の幹部自
衛官へ
応募資格　日本国籍を有する中卒
（来春卒業見込み含む）で15歳以上
17歳未満の男子
受付期間
●推薦…11月1日㈭～12月2日㈰
●一般…11月1日㈭～

来年1月6日㈰

【自衛官候補生】
 所要の教育を経て、3ヵ月後に2等
陸・海・空士に任用
応募資格　18歳以上27歳未満の人
受付期間　年間を通じて行ってい
ます。

いずれも
問合先　自衛隊大阪地方協力本部 
岸和田地域事務所（☎426-0902）
※詳しくは問い合わせてください。

府立環境農林水産総合研究所
農業大学校 平成31年度学生
受験資格　高等学校卒業または同
等の学力のある人で、卒業後に府
内で農業関係に従事する志のある
人（年齢制限なし）
受付期間　
11月27日㈫～12月10日㈪
試験日　12月14日㈮
申込・問合先　農業大学校事務室

（☎072-979-7032）

大阪府高齢者大学校
2019年度受講生

　私たちは仲間と「学習・仲間づ
くり・健康づくり」に励み、「地
域でのまちづくり・コミュニティ
づくり」などの社会参加活動や、
「新しい知識・技術の獲得」によ
り、創造的で、より豊かな生活を
実現しようとするシニアを支援し
ます。
期間　来年4月～2020年3月
内容　歴史、大阪再発見、語学、
美術、パソコンなど67科目
受講料　年間52,000円（本科・
シルバーアドバイザー養成講座・
実践研究部）
※特別教材費1,400円が別途必要。
クラスにより教材費や校外学習・
実習・自主活動などは別途費用負
担あり
申込・問合先　12月7日㈮午後5
時までに申込書を郵送または持参
で〠540-0006 大阪市中央区法
円坂1丁目1-35 大阪市教育会館
内 NPO法人 大阪府高齢者大学
校 募集委員会(☎06-6360-4400 
Fax06-6360-4500）へ
※申込多数の場合は抽選。ホーム
ページからも申込可。募集要項は、
電話いただければ送付します。

（仮称）東京いずみさの会 会員を募集しています！
～東京在住のご家族などにお勧めください～

　首都圏で在住されている泉佐野を愛する人の集まりです。泉佐野愛
で結ばれた会員同士のネットワークを作り、交流を深めていただきな
がら、泉佐野市をPR、応援していきます。どなたでも入会できます。
※入会金、年会費は無料です。
申込・問合先　入会申込書に必要事項を記入し、FAX、郵
送またはインターネットで〠100-0004 東京都千代田区大
手町2丁目6-2 日本ビル3階地方創生ラウンジ内 泉佐野市
東京事務所（☎03-3272-6121 Fax03-3272-6122 eメー
ル：sano.tokyo1@gmail.com ホームページ：https://
izumisanocitytokyooffi  ce.dg-1.jp/）へ ▲入会用

QRコード
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いずみさのフォトニュースいずみさのフォトニュース

このマークがついている画像は、スマート
フォンなどのアプリをインストールするこ
とで、動画も見ることができます。

※動画を見るには、下記のQRコードより市の
ホ ー ム ペ ー ジ（http://www.city.
izumisano.lg.jp/shiho/AR.html）に
アクセスし、AR（拡張現実）技術を使っ
た無料アプリをダウンロードしてくだ
さい。

AR
動画

南泉州和太鼓の集いが開催
　　　9月17日㈷、エブノ泉の森大ホールにおいて、市制
施行70周年記念「南泉州和太鼓の集い」が開催されました。
障害のある人による和太鼓演奏を通じて表現の幅
を広げる機会も設け、和太鼓のもつ魅力を幅広く
伝えるイベントとなりました。

水道工事業協同組合より台風21号の災害支援の寄付
　　　9月21日㈮、泉佐野市認定水道工事業協同組合より、
台風21号による災害に対し、災害支援のためにご寄付を
いただきました。ご寄付をいただいたことに対し、千代松
市長より感謝状を贈呈しました。

本市と歴史的なご縁のある長崎県五島市へ訪問
　　　9月3日～ 5日の3日間、本市と歴史的なご縁のある
長崎県五島市に20人の参加者が訪問し、泉佐野と関連の
ある赤島や黄島、世界遺産に登録された「長崎と天草地方
の潜伏キリシタン関連遺産」の構成資産や国指定重要文化
財などを見学し、五島市の歴史や文化を体験しました。

オーストラリアに市民マラソンランナーを派遣
　　　8月15日～ 20日、本市と友好関係にあるオースト
ラリア・サンシャインコースト市で開催された「2018サ
ンシャインコーストマラソン」へ、KIX泉州国際マラソン
の市内在住ランナーの入學遼治さんと浅井留美子さんを派
遣し、お2人とも好成績で完走されました。

関西航空少年団が千葉県成田市を訪問
　　　9月16日・17日、関西航空少年団が千葉県成田市
を訪問しました。関西国際空港の復旧を応援するため、
Peach航空で飛び立ちました。現地では、カヌー体験や航
空科学博物館でのフライトシュミレーターなどを体験しま
した。

新潟県三条市の市長が表敬訪問
　　　9月21日㈮、新潟県三条市の國定勇人市長が本市を
表敬訪問されました。三条市と本市は青年市長会などでつ
ながりがあり、國定市長は東京オリンピック・パラリンピッ
クの地域活性化推進首長連合会の会長にも就任されている
ことから、さまざまな情報交換を行いました。

災害対策本部に子どもたちからのメッセージ
　　　台風21号で市役所内に設置された災害対策本部に、
市内の小学校の子どもたちから、ボランティアのみなさん
や市職員へのメッセージが届きました。市民のみなさんの
生活を復旧させるため休日返上で作業に取り組む市職員の
励みになっていました。
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いずみさのフォトニュース ※記念撮影のかけ声は、泉佐野市の特産品「ワタリガニ」で！

スポーツ大使の大山加奈さんが小学生を指導
　　　9月23日㈰、日根野小学校体育館において、本市の
スポーツ大使であるバレーボール元日本代表の大山加奈さ
んから、バレーボールクラブの小学生たちがサーブやトス
などの技術を教わり、熱心に取り組みました。

ザ・まつり in Izumisanoが開催
　　　9月23日㈰、泉佐野センタービル周辺において、「ザ・
まつり in Izumisano」が開催されました。各町の勇壮な
やりまわしやよさこいの演舞と、今年は松原町の
子どもだんじりも参加し、たくさんの見物客で賑
わっていました。

りんくうタウンでアイススケート場の地鎮祭
　　　10月4日㈭、（仮称）関空アイスアリーナの建設予
定地において地鎮祭が行われ、公益財団法人日本スケート
連盟の会長である橋本聖子さんも参加されました。この施
設は国際規格のスケートリンクと西日本初のカーリング場
を持ち、来年12月に開業を予定しています。

いこらも～るで「健康フェスタ」が開催
　　　9月24日㉁、いこらも～る泉佐野において、さまざ
まな測定や体験をとおして健康づくりを考えるイベント
「健康フェスタ」が開催されました。食事診断、脳年齢測定、
医師・薬剤師などによる相談にたくさんの人が参加してい
ました。

第6回 スポーツフェスタ泉佐野が開催
　　　10月8日㈷、J:COM末広体育館ほかにおいて、市
制施行70周年記念「第6回スポーツフェスタ 泉佐野」が
開催されました。各種スポーツの活動紹介・体験
や見学のほか、11月開催の「市民大運動会」の
練習会としてパン食い競争なども行われました。

第2回泉佐野商工まつりが開催
　　　10月6日㈯・7日㈰、エブノ泉の森において、泉佐
野商工会議所による「第2回泉佐野商工まつり」が開催さ
れました。泉佐野市・田尻町の事業所による製品・商品の
紹介・販売、ステージイベントやタオルづくり体験など、
子どもも大人も楽しめるイベントでした。

特産品相互取扱協定締結自治体開催イベントの出発式
　　　10月3日㈬、市役所正面玄関前において、「平成30
年度特産品相互取扱協定締結自治体開催イベントへの出発
式」を行いました。都道府県の垣根を越え、本市
特産品の情報発信と販路拡大を図るため、全国の
イベントで特産品の販売やPRを行います。

千唐流空手の全国大会で入賞の報告
　　　10月12日㈮、上之郷の国際千唐流空手道連盟関西
拳眞館西岡道場のみなさんが、8月19日に熊本市で開催さ
れた「第15回 全日本選手権大会」他に出場し、個人戦・
団体戦ともいくつもの部で優勝などの好成績を収められた
ことを報告に来てくれました。
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可燃ごみ量（焼却場搬入量）　　9月分 約3,487ｔ
（前年同月比 －0－0.53.53％）

泉佐野市の人のうごき泉佐野市の人のうごき
9月末日現在9月末日現在（前月比）（前月比）

○ 市内人口　100,694人○ 市内人口　100,694人（（+7+7人）人）
○○ 男　　　　  48,481人 男　　　　  48,481人（（+1+1人）人）
○○ 女　　　　  52,213人 女　　　　  52,213人（（+6+6人）人）
○○ 世帯数　　  46,648世帯（ 世帯数　　  46,648世帯（+21+21世帯）世帯）
市制施行:昭和23年4月1日　市域面積:56.51㎢市制施行:昭和23年4月1日　市域面積:56.51㎢

行政情報番組 さのテレ！
J:COMチャンネル(11ch)
で月曜日 午後10時～、木曜日 午後3時～、
土曜日 正午～の週3回（月2回更新）、30
分の行政情報番組を放送しています。
※11月3日のみ午前8時～に変更します。
【11月の主な放送内容（予定）】
●前半：スポーツフェスタ泉佐野 ほか
●後半：泉州YOSAKOIゑぇじゃないか祭り

●掲載記事における申込などに
よって市が収集した個人情報は、
その目的以外には使用しません。
●広報いずみさのの広告掲載料
は、広報および公聴業務の円滑
な運営と充実を図るために、基
金として積み立てています。

第59回 全日本花いっぱい泉佐野大会
フォトコンテスト、押し花コンテスト作品募集
　来年4月6日㈯に、市制施行70周年記念「第59回 全日
本花いっぱい泉佐野大会」が開催されます。昭和27年に
長野県から始まった「花いっぱい運動」は、全国各地に広
がり、「個人の花」から「社会の花」へ、「家庭の花」から
「公共の花」へと新しい「花の美学」が展開されてきました。この花いっぱい運動の一環として、フォトコンテ
ストと押し花コンテストを実施しますので、市民のみなさんの力作をお待ちしています。入選作品は「第59回
全日本花いっぱい泉佐野大会」の会場に展示されます。

●フォロワー賞1人（賞品「泉佐野特産品」）
●泉佐野市長賞1人（賞品「泉佐野特産品」）
●街を花いっぱいにする会賞3人（賞品「泉佐野特産品」）

【フォトコンテスト募集テーマ】
　「○○○と花いっぱい」様々な場所で咲く花、飾られる花とあなたの感じる○○○を組み
合わせたオリジナルの写真を募集します。○○○の部分は、応募者が自由に考えてください。

【泉佐野と花いっぱいコンテスト募集テーマ】
　ご当地泉佐野で咲く花いっぱいイメージのオリジナル写真を募集します。　

【押し花コンテスト募集テーマ】
　「押し花アート作品」オリジナルの押し花作品を募集します。応募はインスタグラム
にハッシュタグ「＃ハナイズミサノ」を付けて投稿するだけです。

応募期間　来年2月28日㈭まで
※インスタグラムのみの応募です。印刷した写真などは受付できません。詳しくは「第59回 
全日本花いっぱい泉佐野大会」公式ホームページ（https://hanaizumisano.org/）をご覧く
ださい。
問合先　コンテスト事務局 ネクストワン（☎06-6532-2205）

運転免許証を自主返納した高齢者を対象に
「さのぽ10万ポイント」を進呈します

定員　50人（申込多数の場合は抽選）
※抽選の場合は、当選者のみ通知します。
申込・問合先　11月7日㈬～12月31日㈪（当日消印
有効）に便箋などに「私は、運転免許証を自主返納し
ましたので、関係書類を添えて申請します」、氏名、住
所、生年月日、年齢、電話番号を記入し、「運転経歴証
明書」の写しまたは「申
請による運転免許の取消
通知書」の写しを同封し、
郵送で〠598-8550 泉佐
野市役所 道路公園課へ
※返納期間に注意してく
ださい。 

北回り

いずみさのCommunity Bus

日本体育大学 「集団体操」実演会
　市制施行70周年記念市民大運動会の中で開催され
ます。すばらしい演技をぜひご覧ください。市民大
運動会の各競技に参加しなくても観覧いただけます。
日時　11月25日㈰ 午後2時～2時30分（予定）
場所　J:COM末広体育館 大体育室
持ち物　上履き
問合先　スポーツ推進課
　　　　（☎462-2000 Fax469-2286）
※申込不要、観覧無料。
　駐車場は台数に限りがありますので、ご了承く
ださい。
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　平成29年4月1日から平成29年11月30日に運転免
許証を自主返納した泉佐野市に住所を有する自主返納
時65歳以上の高齢者が対象です。
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